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　空はどこまでも青く澄すみ、海は凪ないでいた。

　はるかかなたの水平線へ向かって、船はゆっくりと進んでいく。

　俺おれは甲板の端に立って手すりに両りよう肘ひじをつき、のんびりと海を眺めている。Ｔシャツにショートパンツというリラックスした姿で、手にはオレンジジュース。ストローで一口飲むと、冷たくさわやかな味が身体からだ中に広がっていく。

　まぶしく照りつけてくる夏の日差しは厳しいが、吹いてくる風の心地よさのおかげで、暑さはあまり感じない。

　この船は神しん堂どう家け所有の小型客船だ。名前をブルーウィンド号という。

　小型といっても総トン数は一万トンほどで、二百人ほどが乗船可能らしい。広い甲板にはデッキチェアが並べられ、船尾のほうにはプールまであってリゾート気分を満喫できる。

　いろいろと贅ぜい沢たくすぎるけれど、俺――神堂祐ゆう貴きにはこのところ、慌ただしい時間が多すぎた。たまにはのんびりと休息を取ることも必要だ。

　細かいことは気にせず、この素晴らしい船旅を楽しませてもらおう。

「ユーキ様」

「おっ」

　甲板をゆっくり歩いてくるのは朱あか音ね・マイヤーだ。

　燃えるような赤毛と、雪のように真っ白い肌をした可愛かわいい少女である。日系クォーターだそうだが、容姿はヨーロッパ人にしか見えない。

　俺おれより一つ年下の高校一年生で、育ちはヨーロッパのとある小国なのだが、一年ほど前に桃とう花か泉せん女子学院に留学してきた。

　今日の彼女は、清せい楚そな白いワンピースに広いつばの麦わら帽子をかぶっている。いかにも夏のお嬢さんという感じで、大変によろしい。小柄でありながら意外に大きな胸のふくらみにも、つい目がいってしまいそうになる。

「今日もいいお天気ですね。船旅というのは初めてですが、気持ちがいいです」

「もうすぐ着いちゃうらしいけどね。ちょっと残念だな」

　そうですね、と頷うなずいて朱音は俺の隣に並んだ。

「あー、綺き麗れいな海ですね。ヨーロッパの海とはまた違うみたいです」

　朱音は海を眺めながら、嬉うれしそうに言った。ワンピースの長い裾すそがぱたぱたと海風に揺れている。

「朱音、その服なかなか似合うな」

「あ、ホントですか、ありがとうございます。リナ様に教えていただいたんです。ユーキ様はベタなのが好きだから、麦わら帽子に白いワンピースなら一発だって。なにが一発なんでしょうね？」



    

  
    
      



    

  
    
      「……なにがだろうなあ」

　いや、確かに俺おれはベタなのが好きだよ？

　麦わら帽子に白いワンピースとか、夏のお嬢様的な服装は大好きだよ？

　でも、なんで俺は母親に自分の趣味をバラされているんだろう。一応説明しておくと、里り菜な様というのは俺の母親の名前だ。朱あか音ねは何度か母に会っていて、俺のことや日本についての間違った知識など、ろくでもないことを吹き込まれているようだ。

「まあでも、なんでもいいです。私もこの格好は気に入ってますから。最近は私服はパンツが多かったので。たまにはスカートもいいですね」

　朱音は日本に来てまだほんの一年だというのに、熱心に日本語を学んだらしくて会話にほとんど支障はない。日本語どころか、数すうヶか国こく語を習得しているそうだが。

「そういや、最初に会ったときもジーンズだったな」

「ずっと、逃げるタイミングをうかがってましたからね。いつでも逃避行できるように動きやすい服装にしてたんです」

「……なるほど」

　朱音は実は『セラフ』という芸名で活動する歌手であり、活動方針をめぐってレコード会社と対立した挙げ句に、ボディガードの隙すきを見て逃走したのだ。俺が朱音と出会ったのもその逃避行の途中だった。それは、ほんの数日前の出来事である。

「もうそんなことを気にする必要はないですからね。自分の好きな格好ができます。いえ、ユーキ様の好きな格好ができますね。ワンピース以外だとなにがお好みですか？」

「あはは、なにも着てないのが好きかなー」

「えっ」

　朱音は、耳まで真っ赤になって黙り込んでしまう。

　あれ、ちょっと冗談が過ぎたかな？

「へえ……相手がおとなしい子だと思って、言いたいこと言ってるわね」

「げげっ」

　振り向くと、そこには殺意の塊が立っていた。

　穏やかな船旅にはまったく不似合いな、禍まが々まがしいオーラを放っているのは鳴なる神かみかなみだった。栗くり色いろの長い髪を潮風になびかせ、偉そうに背筋をぴんと伸ばしている。

　彼女は桃とう花か泉せん女子学院高等部の二年生で、生徒会長でもある。偉そうなだけでなく、実際に偉いのだ。あと、俺を一瞬で黒こげの死体に変えかねないほど怖い。

「ふふ、祐ゆう貴きさんの怯おびえた顔も悪くないですわね。素敵ですわ」

　かなみに続いて現れたのは、風かざ間まハルカだ。

　長い黒髪がよく似合う和風の美少女で、彼女も二年生だ。怖いといえば彼女ほど恐ろしい女の子もいないだろう。実家がヤクザの組長というのも凄すごいが、彼女自身も幼い頃ころから武術を習っていて、プロの軍人をあっさり叩たたきのめすほど強い。

「……というか、祐貴君が和なごやかに女の子と話してるところ、初めて見た気がするわ」

「少なくとも、かなみさんの前で祐ゆう貴きさんが怯おびえているのは、あなたが彼の命を脅かしているからではありませんか？」

「むっ……」

　かなみが不満そうに口を尖とがらせる。

　だいたい、ハルカの言うとおりだけど、俺おれがいらんことを言うとかなみに火をつけそうなので黙っておこう。

　かなみもハルカもプールにいたらしく、ビキニの上に薄手のパーカーを羽織っている。最近、胸がめまぐるしい成長を遂げているかなみと、モデルのように細くしなやかなスタイルのハルカ。どちらも綺き麗れいすぎて、直視しづらいくらいだ。

「あ、あの。ただお話ししていただけですので、どうかユーキ様の命を脅かさないでもらえると……」

　朱あか音ねがおずおずと口を開いた。

「やらないわよ。せっかくのバカンスを血で汚すつもりはないわ」

「そ、それはよかったです」

　朱音は安心しているようだけど、バカンスじゃなければ、俺の血でどこかを汚すのもいとわないという意味だろうか。

　いや、深く考えるのはよそう……。

「ところで、二人だけなのか？　他ほかの子たちは？」

「慧けいさんは『外は暑いから』って言って、ずっと船室で本を読んでるわ。千ち華か先輩は……ほら、あそこよ」

　かなみが指さしたほうに目を向ける。

　そこでは、俺の従姉いとこである神しん堂どう千華――千ち華か姉ねえがイーゼルを立てて絵筆を走らせていた。

　千華姉は俺より一つ年上で、桃もも女じよの三年生だ。最近まで世界放浪の旅に出ていたが、唐突に帰ってきていろいろと騒ぎを起こしてくださっている。ただ、絵を描いているときはおとなしいので助かる。

　いや、おとなしいというより絵を描いている千華姉は他のことに意識がまったくいっていない。彼女の隣には置物のように専属メイドのシズカが立っていて、時折思い出したようにハンカチで千華姉の汗をぬぐったり、飲み物を運んできたりしている。

　ブルーウィンド号はかなり揺れが小さいけど、よく船の上で絵なんて描けるものだ。さっきから千華姉はひたすら筆を動かし続け、まったく止まる様子がない。

「千華姉、凄すごい集中力だなあ」

「祐貴君が注意力散漫なのよ。すぐに余計なことに気を取られるんだから」

「新しく登場したヒメ神ガミとかに、ですわね」

「ちっ、違うわよ！　朱音さんが余計だなんて思ってないわよ！」

　ハルカの軽いツッコミに、かなみは過剰すぎる反応を見せる。

「えっと……新入りはいびられたりするのでしょうか？」

　朱あか音ねが目をうるうるさせて、上目遣いでかなみを見つめている。そういう目は男の俺おれに向けてくれ。

「違うって言ってるでしょ。だ、大丈夫よ、あたしは生徒会長として桃もも女じよのみんなを守るのが義務だからね。祐ゆう貴き君が妙なことをしたらいつでも報告しなさい」

「はぁ……そうですか……」

「そっ、そういえば澪みおさんはどうしたのかしら。朝から姿を見ないけど、どこに――」

　かなみがそう言いかけたところで。

　バン、と音がして船室から甲板に出るドアが勢いよく開いた。

　そこから出てきたのは、竜りゆう崎ざき澪だった。

　かなみたちと同じ二年生で、ショートカットのよく似合う体育会系の活発な美少女で、おまけに反則なほどの巨乳の持ち主――なのだが。

　今の澪は、その二つの特徴が台無しになってしまっている。

　だぶだぶの白いＴシャツを着ているせいで、自慢の胸が目立っていない。なぜか洗面器を両手で胸のところに抱え、真っ青な顔をしている。いつもの元気な澪とはまるで印象が違ってしまっている。

「……澪？　おまえ、どうしたんだ？」

「うぅっ……」

　澪はくぐもった声で返事をして、顔を伏せてしまう。

　そのまましばらく、肩を震わせたまま身動き一つしない。

「み、澪……？　もしかして……？」

　俺が澪のほうへ近づいていくと――

「うっ…………！」

　澪は顔を伏せたまま、ふらふらと危なっかしい足取りで俺の横をすり抜け、手すりにぶつかるようにしてもたれかかった。

「おいおい、大丈夫か？」

「……大丈夫、ない……」

　俺が澪の背中に手で触れながら呼びかけると、彼女は怪しい日本語で答えた。

「も、もう限界……これ以上耐えられない……」

「船酔いかよ……よりによって澪が……」

　澪は水を操るヒメ神ガミだ。以前、小川の水を鉄砲水のような急流に変えたこともある。

「そんな問題じゃない……これは体質の問題なんだよ……酔い止めも飲んだのに全然効いてくれない……」

「まあ、かなみも電撃使いのくせに雷が苦手だもんなあ」

「どさくさにまぎれて、人の弱点をバラさないでよ！」

「あらまあ、弱点だなんて。可愛かわいらしいじゃないですか。今度、台風の日にかなみさんの部屋にお泊まりさせていただきましょう」

「あからさまに面白がってる人を泊めるわけないでしょ……」

　かなみは楽しげなハルカをじろりと睨にらみつける。

「あら、雷が苦手というのは冗談だと思っていたんですが。事実なら確かにお泊まりして面白がるのは気の毒ですね。事実なんですか？」

「ぐっ……泊まるのはいいけど、録画・録音機器の持ち込みは禁止よ！」

　ライブ会場じゃあるまいし。怖がってる証拠を残されたくないのか。

「うっ、ううう……もう嫌だ！」

「えっ？」

　俺おれが振り返ると、青い顔をした澪みおが大口を開けて叫んでいた。

「もう嫌だ！　わたし、帰る！　泳いででも帰ってやる！」

「ちょっ、待て澪！」

　本気で飛び降りようとした澪を、俺は慌てて羽は交がい締じめにする。

「む、無理だって。陸地まで何十キロあると思ってんだ」

「わたしは水泳部よ！　どこまでだって泳げる！」

　水泳部とかそういう問題じゃない。辺り一面、見渡す限りの海だ。コンパスも無しではボートで出て行くのも危険だろう。

「離して祐ゆう貴き、武士の情け！」

「いつから武士になったんだ！」

「わあ、武士って一度見てみたかったんです。もう日本にはいないと思ってました」

　朱あか音ねがのんきに場違いなことを言っている。

　それより、俺一人では澪を押さえきれない。澪はパワーに優れたヒメ神ガミであり、何十キロもある大岩を軽く持ち上げるような女の子なのだ。

「さすがに祐貴さんだけでは大変みたいですわよ、かなみさん」

「仕方ないわね。まったく、まだ目的地にも着いてないのになんでこんな騒ぎに……」

　ぶつぶつ言いながら、かなみとハルカが、今まさに海に飛び込もうとしている澪を押さえつけてくれる。

　やれやれ、とりあえずなんとかなりそうか。

　しかし、かなみの言ったとおり、まだ移動中だというのにこの騒がしさはなんなんだろう。

　七月も下旬に入り、桃とう花か泉せん女子学院でも夏休みが始まった。

　俺たちは夏休みを利用して、太平洋に浮かんでいる無人島にあるという神しん堂どう家けの別荘へ向かっているところだ。

　先日、ヒメ神たちとお出かけしたばかりなのだが、もろもろあって途中で解散になってしまった。というわけで、あらためて彼女たちと出かけることになり、せっかくの夏休みなのだから、泊まりがけの旅行にしよう――という段取りになったのだ。

　別荘には電気やガス、水道が完備されていて、この客船が停泊できる港まであるらしい。

　飛行機の滑走路までは無いので、日本から飛行機で無人島の一番近くにある空港まで向かい、そこからこの船で航行中だ。といっても、船に乗ったのは昨日の朝で、今日の昼には到着してしまう。一日ちょっとの船旅というわけだ。

　六人のヒメ神ガミたちとの初めての旅行。

　ヒメ神たちと出会ってから、これまでに起きた数々のトラブルのことを考えれば不安を覚えないほうがどうかしているだろう。

　だけど、それでも。

　俺おれはしつこく暴あばれ続けている澪みおを船の手すりから引きはがしながら、なんとなく笑ってしまっていた。

　ヒメ神たちとの夏の旅行をずいぶんと楽しみにしている自分もいるのだ。

　いい旅になるように、この綺き麗れいな海にでも祈っておこう。



    

  
    
      
１章　南国の楽園ハーレム



　神しん堂どう家け所有の無人島は、意外なほどに広大だった。

　無人島というからこぢんまりした島を想像していたのだが、島を徒歩で横断するなら丸二日以上かかるらしい。

　島には見渡す限りの森と山々が広がっている。いや、森というより南国の木々が生い茂っている姿を見ると、ジャングルといったほうがいいかもしれない。

　そして、島の周りははるかかなたまで広がる、青く澄すんだ海だ。

　これでもかというくらい、南の島というイメージから外れない場所だ。

　無駄に立派な港から徒歩で十分ほど舗装された道を歩いたところに、神堂家の別荘はあった。

　小高い丘になったところに綺麗に刈られた芝生や噴水がある広々とした庭と、その奥に二階建てのバカみたいにでかい別荘が建っている。木造のクラシックな建物で、別荘というよりホールとか体育館とかいったほうがよさそうな大きさだ。さらに別棟もあって、Ｇガールズやメイドたちはそちらで寝泊まりするらしい。無人島になにを造ってくれてるんだ、うちの一族は。

「うわぁ……広いっすね。広いと掃除が大変なんですよねえ。はぁ……こんな南の島まで来て仕事だなんて、ウチったらなんて薄はつ幸こうの美少女なんだろう」

「仕事……？」

　ぶつぶつ言っているマツリは服装こそいつものメイド服だが、スキューバのマスクとゴーグルを着け、さらに気の早いことにふくらませた浮き輪やビーチボールまで持っている。どう見ても遊ぶ気満々としか思えない。

　マツリは、俺おれ専属のメイドらしいが、実態は神しん堂どうの屋敷をうろちょろしているメイド服を着たなにか、といったところだ。あまり、まともに仕事をしているところを見たことがない。

　一方で、まともに仕事しているメイドたちが、てきぱきとヒメ神ガミたちの荷物を別荘の中に運び込んでいく。

　この旅行には俺とヒメ神たちの他ほかに、メイドが十名、身の回りの世話のためについてきている。

　さらに、護衛のＧガールズが大げさなことに三十名も同行してきている。ヒメ神の少女たちの重要性を考えれば護衛がつくのも当然、ということらしい。とはいえ、この南の島で完全武装のＧガールズたちを見ていると、それだけでこっちも暑くなってくる。

　ちなみに、護衛をつけさせた張本人である我が妹の神堂貴き理りは仕事があって遅れてくることになっている。世界経済に少なからず影響を及ぼす神堂家の当主様となれば、夏休みといえども好きにお出かけするわけにはいかないそうだ。

　やたらと巨大な扉を開けて、別荘の中に入ると――

「お待ちしておりました、皆様」

　玄関で出迎えてくれたのは、先行して島に到着していたＧガールズの隊員たちだった。二チーム、十六名で構成されている。彼女たちはあらかじめ、別荘内と島全体に怪しい人間や物が潜んでいないか舐なめるように調べていたのだ。貴理の命令らしいが、念の入ったことだ。

　俺たちは先行部隊に案内されて長い廊下を通り、リビングらしきところに入った。

「うおー、中もけっこう広いっすね！」

　マツリが嬉うれしそうに歓声を上げている。もう掃除のことは忘れたらしかった。

　リビングは三十畳以上はあるだろうか。いかにも高級そうなソファに大きなテーブル、大型の液晶テレビと、他にも個性には欠けるがセンスのいい家具や高価な家電が置かれている。

　ライフラインは完備されているというだけあって、冷房も効いていて快適だ。電話はもちろんインターネットも繋つながるらしい。ためしに、少し前に貴理からもらった自爆機能付きのスマートフォンを取り出すと、ばっちりアンテナが立っていた。まったく、行き届いたことだ。

「ユーキ様、素敵な別荘ですね。私、気に入りました」

　朱あか音ねがにこにこ笑いながら、リビングを見渡している。素直に喜びの表情を出している彼女はとても可愛かわいい。朱あか音ねの可愛さを心の中でたたえることが、最近の俺おれのクセになっている。

「そうだな。もう部屋割りは決まってるだろうから、とりあえず荷物を自分の部屋に置いて――」

「はっはっは、祐ゆう貴きったらなにを言ってるんだよ」

　澪みおが俺の後ろに立ち、ばんばんと肩を叩たたいてくる。

「荷物なんてここに置いておけばいいよ。さ、早く行かないと海が逃げるよ」

「待て澪、おまえもう復活したのか？」

「復活？　なんのことやら。わたしは船酔いで倒れたりはしないよ。これでも水泳部のエースなんだから」

　どうやら、澪は自分の弱点を認めたくないらしい。いろんな意味で素直な女の子なのに、変なところで意地っ張りだ。

「さ、行くよ。水着さえ持って行けば、後は海がわたしたちを楽しませてくれるから」

「うおおいっ」

　澪は俺のカバンを漁あさって、手際よく水着とタオルを取り出した。俺の手を握り、引きずるようにして別荘の玄関へ向かう。

「俺、まだ自分の部屋すらわかってないんだけど！」

「安心して、ちゃんと夜に備えてわたしが調べておくから」

「なにをどう備えるんだ、なにを！」

　ツッコミを入れつつも、俺は抵抗をあきらめる。回復した澪が相手では、俺がどう頑張っても力ではかなわない。

　まあ、海には行くつもりだったから、早いか遅いかの違いだけどさ。





　別荘を出て、トロピカルな木々が並ぶ小道を五分ほど歩くと、開けた砂浜に着いた。

　南国の日差しを受けてエメラルドグリーンの海はきらきらと光っていて、打ち寄せる波は穏やかだ。砂浜も綺き麗れいなもので、文句のつけようがない。

　なんて贅ぜい沢たくなバカンスなんだろう。

　しかも、周りには可愛い女の子だらけで、身の回りの世話をしてくれるメイドさんもいて、おまけに屈強な兵士たちが安全を保証してくれる。

　最近、すっかり忘れていたが、俺は平和を愛する人間なのだ。

　こういう落ち着いた環境で、今日までのゴタゴタを忘れて心身ともにリフレッシュできるなんて最高だ。

　岩陰で水着に着替え、熱い砂浜に腰を下ろして穏やかな気持ちで海を眺めていると――

「やー、これはこれは綺麗な海だね。桃もも女じよの南国プールもいいけど、やっぱり本物は違うなあ」

「…………」

　別の岩陰で水着に着替えてきた澪みおに、俺おれはじっと視線を注ぐ。

　何度か見たことのあるボーダーのビキニで、二つの大きすぎるふくらみが半分くらい見えていて、大変にエロい。

「おおっ、祐ゆう貴きが遠慮のない目を向けてきてる。ムッツリだから、今まではちらちら見るだけだったのに。進歩したね」

「いや、なんつーか……澪の水着姿もそろそろ見慣れたっつーか」

「なっ、なにぃっ！」

　澪の目が大きく見開かれる。

「このわたしの豊満なボディがもう通用しないなんて……まさか、そんなことが……」

　澪は後ろにふらふらとよろめいて。

「こうなったら脱ぐしかない！」

「待て！　それは待て！」

　水着の肩かた紐ひもをずらした澪を慌てて止める。さすがの素早さというか、ただでさえ布面積の狭い水着のブラがずれて、もうほとんど胸が丸出しになっている。

「落ち着け、澪。その発想はおかしい」

「むしろ、高校生の男の子が、脱ぐのを止めるほうが異常じゃない？」

「ぐう」

　それはそれで反論できない。

「しかも、このわたしの裸だよ。全裸だよ。生まれたままの、一いつ糸しまとわぬ姿だよ。見たくないなんて信じられない！」

　竜りゆう崎ざき澪は、水泳部の部長でありエースだ。からりとした性格と並外れた美び貌ぼうは、誰だれからも好かれている。校内に親衛隊までいるほどだ。澪は体育会連合という組織のリーダーも務めていたが、彼女がとある事件を起こしたことをきっかけにみずから辞めている。それでも、澪の人気に変わりはない。

　澪の一番の特徴といえば、そのスタイルだろう。たぶん、桃もも女じよでも彼女以上のスタイルの持ち主はいないんじゃないだろうか。というか、いてたまるか。

　高校生とは思えないほどの爆発的な巨乳。大きいだけじゃなくて形もいい。もちろん、触ると柔らかくて、ぽよんぽよんとすばらしい弾力に満ちている。いや、たまたま触ったことがあるだけで、好きなときに彼女の身体からだをどうにかできちゃうわけじゃない。

　澪自身にとっても自慢のボディらしいから、そこを軽く流されるのはショックが強すぎたか。思わず、脱ぎだしてしまうほどに。

「と、とにかく。今のは俺が悪かった、すみませんでした。いつ見ても澪の水着姿は破壊力抜群です」

「……まあいいか。今日から一週間もあるんだし、慌てることもないよね」

　澪はあっさり機嫌を直してくれたようだ。一週間の間になにを狙ねらっているのかは、怖いので訊きかない。

「おっと、みんなももう来たか」

「ん？」

　見ると、別荘のほうからみんながぞろぞろとやって来るところだった。

　かなみが女王様のように先頭に立ち、ヒメ神ガミたちが続いている。パラソルや大きなカバンを持ったメイドたち、武装したＧガールズも一緒だ。何人か足りないのは、屋敷に残って掃除や警備をしている人たちがいるんだろう。

「ちぇっ、今のうちに祐ゆう貴きを連れて沖にでも行っておけばよかった」

「いや、あのさ……慌てることもないって言った直後に、俺おれをどこかへ連れ去ろうとしないように」

　蒸し返したくないけど、澪みおにはとんでもない前科があるんだし。

「前言撤回だよ。なんたって、あれだけいるんだからね。おとなしくしてたら、あっという間に祐貴を持って行かれちゃうだろ」

「まあ……確かに多いな」

　俺は、砂浜を歩いてくるヒメ神たちを眺める。

　ヒメ神――神であり人でもある少女たち。

　彼女たちは特別な能力を持ち、愛情を糧かてにして生きる運命を背負っている。

　愛情を受け続ければ、いつか女神という存在に変わる――らしいが、女神というものがなんなのかはまったくわからない。ヒメ神たち自身も知らないようだ。

　全部で七人いて、つい数日前に二人のヒメ神と出会い、既に六人揃そろっている。最後の一人には会いたいような会いたくないような感じだ。ヒメ神たちはみんな、強烈なキャラの持ち主だから……。

　すたすたと、かなみが近づいてくる。別荘で着替えてきたようで、白いビキニの上にパーカーと、船上のときと同じ格好だ。

「ふうん、まあ悪くないわね。ゴミが一つ落ちていなければ最高だわ」

「…………」

　砂浜を見ながら、かなみがどうでもよさそうに言った。白い砂浜に一つだけあるゴミとは、つまり神しん堂どう祐貴のことだろう。

「じゃあ、真ま面じ目めなかなみにゴミを拾ってもらおうかな」

「拾ってもいいけど、あたしはゴミは八つ裂きにしてからゴミ箱に放ほうり込こむわよ」

「…………」

　うん、ゴミ扱いとか八つ裂きとか、かなみにしては優しい言葉遣いだ。

　この程度では、今やかなり開き直ってきた俺には傷一つつけられない。

「それより祐貴君、あなた最近生意気――って、ああっ」

「ん？」

「ちょ、ちょっと……」

　俺おれを睨にらんできたかなみが、突然顔を赤くしてそっぽを向いてしまう。

「ゆ、祐ゆう貴き君。な、なんで上を着てないのよ？」

「は？　上って上着か？　澪みおに引きずってこられたからパーカーとか持ってこられなかったんだよ。まあ、どうせ脱ぐんだからいらないけど」

「ぬっ、脱ぐだなんていやらしい……！」

　かなみは顔を赤くしたまま、ぶんぶんと首を振っている。

　ああ、そうか。なにかと思ったら――

「わたしにはわかる！　会長は男の子の裸なんて見たことないから、照れてるんだよ！」

　澪が嬉うれしそうに言って、びしっとかなみを指さした。

「そっ、そんなことないわよ！　男の子の裸を見るのが恥ずかしいんじゃなくて、祐貴君が意外とたくましくて――って、違う！　違うわ！」

「……あらま。会長が自爆してる」

「澪がずばり言い過ぎたからだろ……」

　俺は澪に呆あきれた目を向ける。

　しかし、かなみが俺の裸なんぞで動揺してるっていうのは、ちょいと意外だ。でもまあ、中学までは庶民生活を送っていたかなみでも、男の上半身を生で見る機会なんてそうはなかったか。

　と思ったけど、かなみは照れながらも、ちらちらとこちらを見てきている。

「けっこう……鍛えてるのね、あなた……」

「最近は軍曹にいじめられてるしな」

　一年ちょっと前に母親が失しつ踪そうする前には、定期的にサバイバル訓練を受けさせられていたし、軍曹の訓練でも地獄を見せられている。以前の骨折とリハビリでいくらかなまったけれど、余分な贅ぜい肉にくなどはついていない。

「よし、じゃあ一緒に泳ごうか、かなみ」

「きゃ―――――っ！」

　わざと身体からだを見せつけるように近づいていくと、かなみは思った以上に可愛かわいらしい悲鳴を上げた。おお、この反応は新鮮だ。

「お、覚えてなさいよ、バカーっ！」

　かなみらしくもなく、ひねりのない捨て台詞ぜりふを残して、彼女はどこかへ走り去ってしまう。

「……別に逃げなくてもいいのに」

「祐貴、後の復ふく讐しゆうが怖いんじゃない？」

　澪がにやにやと楽しげに笑いながら言った。

「まあ、いつもやられっぱなしだから、たまにはこっちから攻めてもいいだろ。ところで、澪は俺の裸に動じないんだな」

「わたしが男の裸くらいで動じると思う？」

「全然思わない」

「むしろ、全裸でも全然ＯＫだよ！」

「そこは動揺してくれ！」

「もういいや、この際わたしが全裸になる！」

「どの際なんだ!?」

　澪みおは隙すきあらばエロく迫ってこようとするから困る。人前でなければ、多少暴走を許すようになっている自分も怖いし。

「はいはい、なんでもいいですが、澪さん。ピアスをお預かりしておきますわ。海で遊ぶには、アクセサリーは邪魔でしょう。落としたら大変なことですし」

「どうも。でも、なんでハルカさんがそんな仕事してるの？」

　メイド服姿で近づいてきたハルカが、澪に向かって小さな袋を差し出している。

「今の私はメイドモードですので」

　ハルカはにっこり笑って言った。

　よく見ると、ハルカがいつも着けているサファイヤの髪かみ留どめも外されている。

　澪もハルカが差し出した袋に、アクアマリンのピアスを放ほうり込こむ。

　彼女たちが着けているアクセサリーは、ヒメ神ガミの証あかしだ。俺おれがヒメ神と『誓約エンゲイジ』を交わしたときに奇妙な模様が刻まれたところを見ると、ただの宝石ではなさそうだが……。

「確かにお預かりしましたので。さあ、澪さん。祐ゆう貴きさんを連れて大海原にでも旅立ってきてください」

「やっほーう！　さあ、祐貴行こうか！」

「ちょっ、待て！　なんでハルカさんも澪を焚たきつけてるんだよ！」

「メイドモードだと言ったじゃありませんか。祐貴さんたちに快適に遊んでいただくのが、私の仕事ですよ」

「えーっ……」

　凄すさまじいパワーで俺の手を引っ張っていこうとする澪に逆らいつつ、ハルカに非難の目を向ける。

「ていうか、ハルカさん。その仕事のことなんだけど」

「どうかされましたの？」

「澪、ちょっとハルカさんに話があるから」

　なんとか澪を振り切って、ハルカに向き直る。

「ハルカさんだけじゃなくて、他ほかのメイドとＧガールズにも言っておきたくて」

　砂浜では、メイドたちがビーチパラソルやビーチチェアの準備中だ。Ｇガールズたちも数人、油断のない目つきで周囲を警戒している。

「あの人たちだよ、あの人たち」

「皆殺しにしろと？　いくら私でも、仲間のメイドに手を掛けるのはちょっと」

「違ーう！　すぐに血なまぐさい方向に持って行かないように！」

　実家の稼業のせいか、生まれ持った性格か、ハルカはおしとやかな顔をしてる割に考えが荒っぽい。

「そうじゃなくて、メイドさんもＧガールズもあれだけいるんだからさ」

「そんな、祐ゆう貴き！　わたしというものがありながら、メイドやＧガールズに夜の相手を申しつけるの!?」

「違うっつーの！　いいから澪みおは遊んでこい！」

「ちぇ、しょうがないなあ」

　澪は不満そうに言って、俺おれから離れていく。ああ、話が進まない。

「えーと、なんだっけ……そうだ。メイドとＧガールズも仕事ばかりしてないで――」

「うわあああっ！　なにこの海、すげー青い！　ていうか、緑っぽい！　つーか、色なんてどうでもいいや、そこに海があればウチは飛び込んでいけるーっ！」

「…………」

「…………」

　突如、風のように走り抜けていった三つ編みのメイドに、俺とハルカは死んだ目を向ける。

　一応、マツリはメイド服を着ているものの、ロングスカートをめくり上げて太もものところで結び、浮き輪とゴーグルも着用している。完全に遊ぶことしか考えてない。

「……メイドたちも適当に遊ぶようにって言おうとしたけど、あいつにはわざわざ言う必要はないみたいだな」

「そのようですわね……」

　基本的にひょうひょうとしているハルカだが、微妙にマツリを苦手としているらしい。別の惑星の珍獣みたいに見えているのだろう。

「まあ、祐貴さんのおっしゃりたいことはわかりましたわ。皆さんに、適当にシフトを組んで、空き時間は遊ぶようにお伝えしておきます。別荘に残った人たちにも」

「うん、よろしく。もちろん、ハルカさんも」

「ええ、わかっていますわ。お望みでしたら、祐貴さんを砂に埋めて踏んでさしあげますわよ」

「そんな趣味はない！」

　嬉うれしそうになにを言ってくれてるんだ。

「では、私が踏んでいただくだけで我慢しますわ」

「それは我慢に入らない！　喜んで踏まれる気だろ！」

　ハルカは影カゲヒメと呼ばれる特殊なヒメ神ガミで、他人の憎悪を生きる糧かてにする。出会った頃ころは、かなみを殺すことで俺の憎しみを引き出そうとしていたのだ。

　もろもろあって、今は憎悪を求めることをやめたのはいいのだが、どこをどう間違えたのか、いじめられて喜ぶヤバイ性癖に目覚めてしまった。おまけに実家の稼業はともかく、お嬢様であるにもかかわらず、神しん堂どう家けのメイドになって、俺にちょっかいをかけてくるようになった。

　人の趣味に文句をつける気はないが、隙すきあらば俺おれにいじめを要求してくるのだけはなんとかしてほしい。

「残念ですわね。気が変わったらいつでもおっしゃってください」

「変わったらね……」

「では、私は皆さんにお伝えして、逃げ去ったかなみさんの指輪を回収してきますね。ごきげんよう」

「はぁ、行ってらっしゃい」

　ハルカは優雅に一礼して、他ほかのメイドたちのところへ歩み寄っていく。

　メイドもＧガールズも、せっかく南の島に来たのに仕事ばかりじゃ可か哀わい想そうだもんな。彼女たちだって、若い女の子たちなのだ。たまには息抜きをしないと。

　見ると、マツリは澪みおと遊んでいるところだった。水に濡ぬれるのもかまわず、海に入って澪と楽しげに水を掛け合ったりしている。あのメイドだけは、気遣いは必要ないな……。

「ユーキ様ー」

　癒いやしの声が聞こえた。

　振り向くと、朱あか音ねが真っ赤な髪を揺らしながら小走りにやって来るところで――

「おおいっ！　なんでスクール水着なんだ!?」

「え？」

　朱音はきょとんとして、首を傾かしげた。

　彼女が着ているのはどこからどう見ても、紺色のスクール水着だ。本来、学校のプール以外ではまず見かけないものである。ご丁寧に、『１－｜１　まいやー』と書かれた名札まで縫い付けてある。

「おかしいですか？　日本ではこの水着が基本だと教わって――」

「ああ、誰だれから聞いたかはもうわかってる」

　もちろんそれもうちの母からだろう。

　朱音が育ったヨーロッパの小国は日本と親交が深いらしく、彼女も元から日本に興味があったようだが、間違った知識をたっぷり吸収しちゃってるのは問題だよな……。

　あの母親、純真な女の子にデタラメをどかどか吹き込みやがって……。

「ユーキ様、もしかしてこの水着はダメなんですか？」

「ダメってわけじゃ……」

　不安そうにしている朱音の姿を、俺はあらためて眺める。

　彼女は小柄ではあるが、手足はすらりと長く、腰はぐっとくびれている。それでいて胸にはそれなりにボリュームがあり、スタイルには文句のつけようがない。

　ヨーロッパ人らしい真っ白な肌は、神こう々ごうしく感じるくらいだ。

　スクール水着に劣情を抱くような趣味はない。けど、朱音が着ると野や暮ぼったいスクール水着も、これはこれで……。

「よし、ＯＫ！　いい感じだ、朱あか音ね！」

「ありがとうございます、ユーキ様」

　スクール水着だろうがビキニだろうが、元が可愛かわいければなんでもいいんだ。

「私、実は南の島に来たのは初めてなんです。近くで見ると、やっぱり私の国の海とは全然違いますね」

「そうか、朱音はヨーロッパ育ちだもんな」

　朱音と会ってすぐに、彼女の国について少し調べてみたのだが、本当に小さな国だった。それでも、長い歴史と伝統があり、国としての格は高いらしい。さらに、高い工業技術を持ち、世界各国に質の高い製品を輸出していて、そこそこ豊かな国だということだ。

　彼女の国は自然の美しさでも有名なようだが、この熱帯の島とは景色がまったく違うのだろう。

「といっても、俺おれら日本人にとっても、見慣れた海とは全然違うけどね」

「ユーキ様は南の島にも何度か来られたことがあるんですよね？」

「あー、まあ来たというか……母親に強引に連れて来られたというか……」

　目的はバカンスなんかじゃなくて、ジャングルでのサバイバル訓練だったしな……。

「ああっ、ユーキ様が遠い目を！」

「気にしないでくれ。男には悲しい過去があるもんだから」

「いつでもお慰めしますから、悲しくなったら私を呼んでくださいね」

「ああ、ありがとう」

　なんて可愛いことを言うんだろう。

　女の子ってこういうものだよな……男の理想の女の子は。

「今日は俺のことはいいから、朱音も自由に遊んでこいよ。朱音、ずっと仕事ばかりで遊んだりしてなかったんだろ？」

「あ、はい。そうですね……」

　朱音は『セラフ』としての歌手活動ばかりで、長いことろくに学校にも来られなかったくらいだ。遊んでる暇なんてあったとは思えない。

「遊びたいのですが……その、実は私……」

「ん？」

「実は、泳げないのです。私が育ったところは海も遠かったですし、川やプールで泳ぐ習慣もあまりないので……」

「ふうん、そういうものなのか」

　まあ、日本みたいに海に囲まれた島国とはお国柄が違うってことかな。

「朱音、ほらあそこでメイドが浮き輪用意してくれてるぞ」

　マツリと違って真ま面じ目めなメイドたちが、浮き輪やゴムボートをポンプでふくらませている。

「あ、助かりますね。ちょっと行って、お借りしてきます」

　朱あか音ねがひらひらと手を振って、メイドたちのところへ駆かけ寄っていく。

　俺おれはなんとなく、ぱたぱた動く朱音のしなやかでまぶしい足を眺める。うーん、すらりとしていい形の足だ。布地が多めのスクール水着もこうして見るとけっこうエロい。

「ユウちゃん、ユウちゃん、これ見て見て」

「ん？　千ち華か姉ねえ、また描いてたのか」

　いつの間にかそばにいた千華姉が、嬉うれしそうにスケッチブックを差し出してきた。

　千華姉は桃もも女じよの制服姿である。もちろん私服を買うお金が無いわけではなく、単に服を選ぶのが面倒なので制服で済ませているだけだ。美しいものが好き、という割に自分を飾ることには興味がないらしい。

　リゾート地のビーチで制服姿というのもなかなか異様だが、その程度で驚いていてはこのお姉さんとは付き合えない。

「なにも海まで来て絵を描かなくても――」

　俺はスケッチブックを受け取りながら苦笑する。

「――って、なんじゃこら！」

「会心のデキだよ。どう、ぐっとこない？」

　その質問の答えは――イエスだ。

　スケッチブックに鉛筆のざっくりした線で描かれているのは、水着に包まれたお尻しり。一ページ丸ごと、ほとんどお尻だけで埋まっているのが異様だ。

　というか、明らかに朱音の尻だった。

　鉛筆だけで描いたとは思えないほどリアルで、生で見るより肉感がはっきりしているくらいだ。さすがの腕前ではあるけど……。

「朱音様のお尻は最高だよ。世界中をめぐって、いろんな人種、いろんな民族のお尻を見てきたあたしが言うんだから間違いない！」

「世界をめぐったなら、他ほかに見るもんがあるでしょ……」

　海辺で絵を描くだけならまだしも、この心洗われる景色じゃなくて女の子のお尻を描いていたなんて。このフリーダムなお姉さんの考えることだけは読めない。

「この絵はユウちゃんにあげるね。大事にして」

「こんなの大事にしてたら人格を疑われるだろ」

「え？　今さら？」

　素で聞き返されると、さすがに俺のハートも傷つきます、お姉さん。

「まあまあ、受け取っておきなよ。あたしは次を描くから」

　千華姉は朱音が描かれたページを破って、俺に押しつけてきた。仕方なく、それを受け取る。

「……別になにしてもいいけど、海に来たんだからちょっとは遊べば？　千華姉が遊んでないと、シズカも遊びにくいだろ」

「ウチはお姉さんとは違いますので。千華様のおそばにお仕えするのが仕事です。もしお許しいただけるなら、はしゃぎすぎてる姉を海に沈めてやりたいところですが」

「けっこう厳しいな、シズカ……」

　そう、この置物のように物静かなメイドはマツリの実の妹だ。マツリは三つ編み、シズカは肩のところで長い髪を結んでいるだけと、髪型は違うがそれ以外は双子のように似ている。年齢は一歳違いだそうだ。妹のほうはちょっと性格は怖いが、姉より役に立ちそうなので、交換とかできないだろうか。

「旦だん那な！　ウチの妹にまで手を出そうとしてますね！　ダメっすよ、シズカはおとなしい子なんですから神しん堂どうの人に迫られたら逆らえないのをいいことに、あんなことやこんなことを～！」

「妹にまでって、誰だれにも手なんか出してねぇよ！」

　突然怒鳴り込んできたマツリに、ツッコミを入れておく。

　あと、シズカは通称のとおりに物静かなだけで全然おとなしくないと思う。一度、シズカにナイフで襲われたことがあるが、あのときの彼女の動きの良さは尋常じゃなかった。つーか、一つ間違ったら殺されてた。

「そうっすかー。旦那のことだからてっきり」

「俺おれをなんだと思ってんだ……。いいから、おまえも遊んでこい。俺のことはいいから」

「あ、元から気にしてませんでしたけど、いいんすね」

「……ええ、どうぞ」

　なぜかメイドに敬語になってしまう俺。

「よっしゃー、そろそろ本気出して遊ぶぜっ！」

　マツリはびしょ濡ぬれになっていたメイド服を脱ぎ捨てて、波打ち際へと走り出す。遊ぶ気満々だったマツリは、当たり前のように下に水着を着用済みだ。地味な黒い水着がなかなか似合っているけど、マツリの水着姿には残念ながらあまり興味がない。

「あのさあ、ユウちゃん。今さらだけど、一応言っとくよ」

「はい？　次を描くんじゃなかったのか？」

　千ち華か姉ねえは鉛筆をぶらぶら動かしながら、少し不満げな顔をしている。

「ユウちゃん、この旅の引率者はあたしなんだよ？　メイドとＧガールズに勝手に命令を出しちゃダメなのに」

「そういや、そうだっけ……」

　千華姉は学生連中の中では最年長で、神堂家の相続権も持っていた人だ。

　これだけ面めん子つがいると、夏休みの旅行といえど責任者が必要になるということで、千華姉が選ばれたんだった。

「だいたい、あたしもみんなを自由に遊ばせる気だったのに。ユウちゃんに先を越されちゃうとは」

「そりゃ悪かった。でも千華姉は絵に夢中になって忘れてたんだろ」

「そういうあたしをフォローするためにユウちゃんが必要なんだよ！」

「フォローになってるじゃん！　千ち華か姉ねえの代わりにメイドたちに言ったんだし！」

「あ、そうか。なるほどー。考えてみりゃそうだ。盲点だったな」

「盲点か……？」

　千華姉は一秒前に話したことを忘れる場合があるので、面倒くさい。

　それでも、もう少し年上の従姉いとこを立てるようにしなきゃダメなのかな。

「んじゃ、引率者の権利はユウちゃんに譲るよ」

「あっさりしてるなー」

　俺おれの越権行為に怒ってたんじゃないのかよ。

「あたしはいろいろ描きたいものあるしねー。いいよね、この島は。久しぶりに来たけど、景色はいいし、今回は綺き麗れいな女の子もいっぱいだし」

「あれ？　千華姉、前にもこの島に来たことあんの？」

「何度かね。ていうか、ユウちゃんも来たことあるんじゃないかな？　元々、ここはお祖じ父いちゃんの別荘だったんだから」

「へえ……」

　それは知らなかった。

　祖父さんは俺が小さい頃ころに死んだからあまり覚えてない。でも言われてみれば、南の島に連れて行ってもらったことがあったかも。

「この島っていうか、ここら一帯の島が全部お祖父ちゃんのものなんだけどね。この近くにも島がいくつもあって、それって全部別荘地で、夏はにぎやかなんだよ。でもお祖父ちゃんは周りのリゾート地でバカが騒いでたらのんびりできないって、この辺の島を全部買い取っちゃったんだよね」

「祖父さん、わがままだなあ」

　よく見ると、海の向こうにはいくつか島があるようだ。かなり大きく見える島もあるので、五キロとか十キロとかその程度しか離れてないのかもしれない。あっちの島々にいる人たちが騒いでも、こっちには聞こえないだろうけど、祖父ちゃんってそこまで神経質だったかなー。

「神しん堂どう家けの人間はフリーダムかつ、わがままなんだよ。呪のろわれた血だねえ」

「…………」

　しみじみ言ってるこの人こそ、その血を完全に受け継いでるんじゃなかろうか。

　俺は、そのわがままに振り回される役回りだな。

「よーし、あたしはあそこで遊んでる澪みおちんの揺れる巨乳の表現にチャレンジだ。んじゃーね、ユウちゃん」

　千華姉はスケッチブックを抱えてぶらぶらと歩いて行き、その後ろを影のようにシズカがついていく。まあ、この二人は自由にやっていくだろうから、放ほうっておいてもいいか。

　澪はマツリと遊んでるし、かなみを捜しに行ったハルカはまだ戻ってこないし。

「あ、しまった」

　千ち華か姉ねえのスケッチで思い出した。デジカメをカバンに置いてきてしまった。俺おれの物ではなく、後輩で体育会連合のサブリーダーにして水泳部の期待のルーキー、河合かわい葉は月づきに渡されたカメラだ。

　葉月も同行したがったのだが、彼女は残念ながら数日後に全国大会を控えているのだ。この旅行から帰った後でも間に合うようだが、さすがにこの時期にバカンスとはいかない。ちなみに澪みおも、水泳部の部長として大会には同行するらしい。

「神しん堂どう祐ゆう貴き、この際だから、あたしの澪様を視し姦かんするだけなら許す。だから、あんたのねちっこくエロい視点でばしばし写真を撮りまくってきて。大丈夫、予備のバッテリーとメモリーカードもたーんと用意してあるから。何万枚でも撮影可能よ！」

　河合葉月はこれ以上ない真顔で、旅行に出発する俺にそう言ったのだ。

　ということで、水泳部の先輩である澪に性別を超えた愛情をお持ちの葉月に、澪をがっちり撮影してこいと命令されているのだ。

　おかしいよなあ、俺も葉月の先輩のはずなのになんで命令されてるんだろう。だが、断ったりしたら葉月を含む澪の親衛隊「六姉妹ヘキサツド」にまた監禁でもされかねない。

　でもまあ、このバカンスもまだ始まったばかり。撮影する機会はいくらでもあるだろう。

　さてと……。

「……慧けい、隣いいか？」

「どうぞ」

　俺は近くのパラソルの下で読書している慧の隣に腰を下ろす。慧は地面に敷かれたシートに足を伸ばして座り、本に集中している。彼女も水着姿ではなく、実家の旅館の浴衣ゆかたを着ている。ビーチで浴衣というのも、なかなかシュールだ。

　氷ひ室むろ慧は桃もも女じよの中等部二年生で、旅行メンバー内での最年少だ。ヒメ神ガミの一人でもあり、やたらと騒がしかったり攻撃的であったりするヒメ神たちの中では、飛び抜けておとなしい。感情が表に出ないし、そもそも無口だ。

　ただし、表に出ないだけでやっていることはけっこう過激で、思い切りがいい。

　頭脳に優れたヒメ神である慧は、明らかにオーバーテクノロジーとしか思えない殺人ロボットを造り上げたり、ヒメ神の謎なぞを解く手がかりを求めて桃女の地下迷宮に潜ったりと、信じられないようなことをしている。

　おとなしい子だと思って甘く見ていると、痛い目に遭うというわけだ。

「ん……？　それって……」

　俺はふと、慧が読んでいる本に目を留とめた。

「桃女の地下の書庫で見つけた本か？」

「うん。本というより、神堂家がまとめた記録を製本したもの。市販物じゃない」

　数日前の地下迷宮探索では謎の影の怪物に襲われたり、人にはとても言えないような慧の衝撃的なシーンを目撃したり、いろいろなことがあった。結局、探索とは関係ないところで目的だった書庫は見つかって、ここしばらく慧はそこにこもりっきりだったのだ。

　慧けいが探っているヒメ神ガミの謎なぞについては、俺おれも大いに興味がある。

「なあ、なにかめぼしい本は見つかったのか？」

「ぜんぜん」

　慧は、ふるふると首を振った。

「これは明治中なか頃ごろの神しん堂どう家け当主の日記をまとめたもの。誰だれと会ったとか、なにを食べたとか書いてある」

「日記というよりメモだな、そりゃ。慧はそれ、読めるのか」

　本を覗のぞき込んでみると、みみずがのたくったような字が鉛筆らしきもので書かれている。いくつかわかる字もあるが、ほとんど読めない。なんで、昔の字はこんなにわかりにくいんだろうな。

「ちゃんと勉強した。慣れればけっこうすらすら読める」

「さすが……」

　慧は機械ばかりいじっているから理系に思えるが、意外に文系にも強そうだ。こんな古語にしか見えないものを簡単に読み解けるようになるとは。

「でも、たいしたことは書かれてない。他ほかは仕事のメモと、女の子のことだけ。今読んでるところだと、ある華族のお嬢様と、最近屋敷に来た十三歳の女じよ中ちゆうさんをどう口説くか悩んでるみたい。ちなみに当主はこのとき二十代後半くらい。とても見境がない」

「…………」

　ご先祖様……いったいなにをしてらっしゃるのですか？

　恥ずかしげもなく二ふた股またを狙ねらうのはともかく、それを記録に残すなよ。百年以上経たって、中二女子に読まれちゃってるぞ。

「まあ、これはこれで意外と面白い。祐ゆう貴き先輩のルーツを見てる感じ」

「俺はそこまで見境ないことは……ないんじゃないかな」

「大丈夫、祐貴先輩は見境なくてもいい。これだけ外見も性格もばらばらのヒメ神全員を可愛かわいがらないといけないんだし、ボクもいるんだからもっとロリコンに」

「元からロリコンじゃないんですが」

　それに高校二年生が中学二年生を好きになったって、ロリコンじゃない……よな？

「……ホントに？」

「わっ」

　いきなり慧が俺のほうに向き直り、体育座りをした。

　浴衣ゆかたの裾すそが派手にめくれ上がり、子供のような細いももがあらわになる。さらに、上う手まく足で隠れてはいるが、とても大事な部分が見えてしまいそうだ。

「ね、念のために訊きいておくけど」

「なに？」

　慧は小動物っぽく首を傾かしげた。

「今日は、下着のほうはどうなっていますでしょうか……？」

　後輩にまで敬語になってしまっている。下着と言っても色や形のことを訊きいているのではない。もっと根本的なことを訊いているのである。

　慧けいは首を傾かしげたまま、口を開いた。

「着物の下には下着をつけないのは常識でありマナーでもある」

「浴衣ゆかたで体育座りもマナーおかしいだろ！」

「パンツをはいてるか訊くのもマナーとしてはどうなの？」

「君は前科があるから訊いたんだよ！　他ほかの人には言わないっての！」

　そう、地下迷宮探索での衝撃的なシーンというのがそれである。

　こともあろうに、慧は制服のスカートの下にノーパンというスタイルで地下の探索に赴き、謎なぞの影から逃げるときに転んだ際、あやうくすべてが俺おれの前であらわになるところだったのだ。幸い、お尻しりが見えた程度で済んだが……。いや、そんなところが見えただけでも大事件なんだけど。

「そうか、祐ゆう貴き先輩にはある意味ボクは特別か。それでよしとしておこう」

「……特別っていうか、慧は放ほうっておけないタイプだよな」

　少なくとも、他のヒメ神ガミはノーパンでうろうろしたりはしない。

　いくら女子校とはいえ、無警戒にもほどがある。

「今は放っておいていい。ボクはここでおとなしく読書してるから」

「泳がないのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ボクはプール以外では泳がないことにしてる。足が着かないところも好きじゃない」

「……そもそも、泳げるのか？」

「桃もも女じよのマーメイドと呼ばれてる」

　さらりとそう言うと、慧けいはまた足を伸ばして本に目を落とした。

　かなり嘘うそっぽかったが、まあ追及してやるまい。慧がカナヅチを気にするタイプとも思えないが、女の子は複雑だということは俺おれもかなりわかってきた。

「ヒメ神ガミのことでなにかわかったら教えてくれ。あと、いつでも遊びには付き合うから」

「ありがと」

　慧が小さく頷うなずいたのを確認して、俺は立ち上がる。

　ハルカはまだ戻ってこないが、別荘のほうでも伝言を伝えてくれたらしく、メイドやＧガールズ数人が水着に着替えて砂浜で遊んでいる。

　うんうん、彼女たちも若い女の子なんだから、リゾート地に来て仕事ばかりなんて可か哀わい想そうだ。適当に遊んでくれたら、俺も嬉うれしい。

「ユーキ様ーっ」

　再び、癒いやしの声が響く。

　小走りに近づいてきた朱あか音ねは、オレンジ色の花の模様が入った浮き輪を抱えている。

「遅くなってすみません。可愛かわいい柄のがいっぱいあって、どれにしようか迷っちゃいました」

「それ、いいじゃないか。浮き輪さえあれば、どこまででも泳いでいけるな」

「一人ではちょっと……その、できればユーキ様に……」

「ああ、いいよ。一緒に行こう」

　と、朱音と海のほうへ歩き出そうとしたところで、かなみとハルカが戻ってきたことに気づいた。

　かなみは不機嫌そうだが、ある意味いつもの彼女なので気にしないことにする。

「おーい、かなみ。一緒に泳がないか！」

「え……？」

　朱音がきょとんとした顔になる。

「一緒に遊んだほうが楽しいだろ？　朱音もみんなともうちょっと打ち解けたほうがいいしな」

「え、あ、そうですね……」

　朱音はちょっと困ったような顔をしている。

　夏休みに入ってから数日の朱音の様子、それに船旅の間のことを思い返すと、朱音は他ほかのヒメ神たちとあまり会話していない。

　貴き理りが引き合わせて、互いの自己紹介は済ませていたが、逆に言えばそれだけだ。

　他のヒメ神たちはそれなりに上う手まく付き合っているようだし、朱音にもそうしてもらいたい。

　今後しばらく、『セラフ』の活動を抑えめにして学校に通うというからなおさらだ。

「わかりました。ありがとうございます、ユーキ様。私を気遣っていただいて」

　朱あか音ねがにっこりと微笑ほほえむ。

　かなみとハルカ、それに澪みおとマツリもこちらに近づいてきている。千ち華か姉ねえは遠くに見える島内の山のスケッチに夢中のようだ。

　千華姉以外のヒメ神ガミたちが集まってくる。かなみがぶつぶつと憎まれ口を叩たたき、澪がはしゃぎながら俺おれを呼んだところで――

　不意に、朱音が笑顔で口を開いた。

「無理に二人で遊ぶこともないですよね。結婚したらいつでも二人きりでいられるんですから」

　世界中から音が消えた。

　少女たちの声が一切聞こえなかったのはもちろん、海まで波音を消してくれたような気さえした。

　しーん、と耳が痛いくらいの沈黙に支配された空間で。

「え、あれ？　ど、どうかしたんですか？」

　朱音だけが弱々しい声を出し、きょろきょろと周りを見ている。

　かなみ、澪、ハルカの三人は平板な目を朱音に向け、小さく口を開けている。

　視界の端で、マツリがこそこそと忍び足で俺たちから離れていくのが見えた。しかし、今は防衛本能には長たけているメイドにかまっている場合じゃない。

　結婚――

　そう、この朱音・マイヤーは俺の婚約者なのだ。

　俺も知らなかったが、神しん堂どう家け当主である貴き理りに問いただしたところ、あっさりと肯定されたので間違いなく事実なんだろう。

　そして、朱音はヒメ神たちへの自己紹介のときに婚約者であることも話している。そのときはみんな、淡々とした反応を見せていたが……。

　なんか今は、朱音が不意を突いたせいか、空気が固まっちゃってる。

「……いいえ、なんでもないわ。そうよね、婚約者だものね。結婚すればいくらでも二人きりになることも、保険金を掛けて殺すこともたやすいことだわ」

「あの、かなみさんは、夫婦という関係をどう思ってるのかなあ？」

　俺は顔がひきつるのを感じていた。かなみの口調も言ってることも、怖すぎるんですけど。

「いいえ、よくわからないわ。どうせあたしは、ただの婚約者候補だしね」

「うっ」

　かなみは腕組みして、成長著しい巨乳を持ち上げるようにしながら、俺を睨にらんでくる。

「わたしもよくわからないなあ。祐ゆう貴きの唇を何十回か奪っただけだからね」

「ううっ」

　今度は澪みおが前まえ屈かがみになって胸の谷間を強調するエロいポーズを取った。顔は笑っているが、どこか怖い。

「私は、祐ゆう貴きさんの婚約者さんのことに口を出すなんておこがましいことはしませんわ。しょせん、私は祐貴さんに調教されたドＭメイドでしかありませんから」

「調教した覚えなんかないぞ！」

　さすがにこれには反論しておく。

　ハルカはやはり抜け目がない。俺おれが押されているのをいいことに、どさくさまぎれに歪ゆがんだ主従関係を主張するとは。

「さて、澪さん」

「はいよ、会長」

　おお、前はぎすぎすした関係だったかなみと澪がアイコンタクトを……！

「婚約者候補でしかないあたしは」

「祐貴のキスの相手でしかないわたしは」

　二人は笑顔で俺の両側に回り、がしっと腕を掴つかんできた。

「朱あか音ねさんが嫁入りするまでの短い間、祐貴君と遊んであげることにしましょう」

「そうだね、人の夫になっちゃったら手出しできないからね」

「ちょっ、かなみ、澪」

　ずるずると二人に引っ張られ、砂浜に敷かれたシートのところへ連れて行かれる。

「はい、祐貴君。そこに座って。いえ、おすわりよ」

「…………」

　俺は黙ってシート横の砂の上に正座する。別に正座しろと言われたわけでもないのに。

「ああっ、祐貴さんが調教されてますわ。私も『おすわり』とか『おあずけ』とか『よつんばいになれ』とか『この駄犬め』とか命じられてみたいものです……っ」

「日本の文化って凄すごいですね……これは興味深いです」

　うっとりしているハルカと、なにやらまた間違った理解を深めつつある朱音。なんでもいいけど、あの二人は俺を助けてくれないんだろうか。

「こら、祐貴。よそ見しちゃダメだよ。これから、祐貴には大事なお仕事を与えるからね」

「そうよ。婚約者様と遊び回るのはけっこうだけど、その前にあたしたちを誘ったからには、もてなしくらいはしてもらうわ」

「は、はぁ……」

　澪とかなみの息が異様に合っている。

　二人はシートのそばに置かれていた日焼け止めを手にすると、俺の両隣に腰を下ろした。

「いくら祐貴君でも、これからなにをすればいいかわかるわね？　わからないなら埋めるわね。波の数だけ海水を飲むといいわ」

「埋めるなら、せめて波が届かないところに埋めてくれ！」

　ストレートに恐ろしいことをしないでほしい。バカンスに来てまで、なんで死ぬような目に遭わなきゃならんのだ。

「ひ、日焼け止めを塗ればいいんだろ。それくらいわかります」

　お約束だしな。

「わかっているならいいわ。生徒会長として副会長に命令するわね、まずあたしに日焼け止めを塗りなさい」

「ラ、ラジャー」

　バカンスに来てまで会長も副会長もないと思うが、逆らうつもりは微み塵じんもない。だって、かなみならマジで波が届くところに俺おれを埋めるから。既に、俺の肉体に照れていた可愛かわいいあの子はどこにもいないんだ……。

　澪みおはかなみが先であることに異存はないらしく、いくつか置かれている日焼け止めやサングラスを物色している。

「じゃ、よろしく。これもわかってると思うけど、変なところ触ったらなぶるわ」

「なぶられるの!?」

　そんな脅し文句、初めて聞いた！

　かなみはシートの上にうつぶせになり、無防備な背中をさらす。

　思わず、つばを飲み込みそうになり、必死にこらえる。やべー、背中っていうのもこうしてあらためて見ると色っぽいもんだなあ。かなみの背中はつるりとしていて、まるで画像修正ソフトを使ったかのように、一点の汚れもない。

「えっと、かなみ」

「なによ？」

「まんべんなく綺き麗れいに塗らなきゃダメだろ？　変な意味じゃなくて、こういうときは水着のヒモは……」

「……なるほど、それはあたしがうっかりしていたわ。そのとおりね」

　かなみはちょっと嫌そうに言いつつも、うつぶせになったまま、ぱちりとビキニの上のホックを外した。

　おお、これはますます色気が凄すごいことに……。

「…………」

　ビキニのホックが外れ、うつぶせになったかなみの下で胸が潰つぶれてる。こう、ちょっと視線を下げて覗のぞき込むと、かなみの横乳がばっちりと……。

「ぐっ！」

　かなみの胸を覗き込んでいると、いきなり顔面にぐーのパンチをくらった。

「あなた、最近遠慮がなくなってるわよ。なにを堂々と人の胸を見ようとしてるの」

「す、すみません……」

　つい、欲望に身を任せた行動を取ってしまった。確かに、以前の俺ならまずやらなかった行動だろう。

「で、ではあらためて塗らせてもらうよ」

「はい、よろしくね」

　俺おれは日焼け止めクリームを手に取って、かなみの背中にそっと塗り始める。

「あっ……！」

「ん？」

　なんか今、かなみがびくんと動いたような……。

　まあいいか。変なところを触って怒られないように、丁寧に丁寧にと。

「んっ、ああっ……！」

　日焼け止めはムラがあってはいけない。ジャングルに入るときに肌にまんべんなく塗る迷彩メイクや虫むし除よけクリームのようにしっかりと。

「んんっ、ふっ、あっ……んっ……！」

　女の子の肌は大事にしなくちゃいけないし、南国の日差しは強烈だ。一ミリの隙すきもなくクリームを塗って、紫外線からかなみを守らなくちゃいけない。

「あっ、んっ、ああっ……ちょっ、ちょっと……」

「…………」

「ちょっと待って！　なにを夢中で塗りまくってるのよ、あたしの様子にも少しは気づきなさい！」

「どわっ！」

　さっきのよりも強烈なぐーが、ぱかんと俺の頭に叩たたき込まれる。



    

  
    
      



    

  
    
      「って、かなみ!?」

　かなみは上半身を起こしていて、しかも水着の上を外したままだった。

　かろうじて、腕で胸を隠してはいるけど、いるけど……！

「こ、こら！　またなにをじっと見てるのよ！」

「いや、そんな格好で目の前にいられたらそりゃ見るだろ！」

「あなたが変な手つきで塗るから、我慢できなくなっただけよ！」

「普通に塗ってたよ！　今回ばかりは下心なしで！」

「ひ、人の身体からだに触っておいて、下心もなかったっていうの!?　ちょっと可愛かわいい婚約者が出てきたからって、今はそっちばかりなの!?」

「ええっ、なぜか責められてる!?」

「あー、あのお二人さん、いいかな？」

　澪みおが器用に二つの日焼け止めのボトルでお手玉しながら、話し掛けてきた。

「会長の可愛いあえぎ声も堪たん能のうできたところだし……」

「あえぎ声なんて出してないわよ！　ただちょっとくすぐったかっただけよ！」

「なるほど、会長は背中が感じるわけか。祐ゆう貴き、いい情報拾えたね」

「だっ、だからくすぐったいだけよ！　感じるとか言わないで！」

　まあ、かなみは背中が弱い、というのは知っておいて損はあるまい。心のメモ帳に書き留とめておこう。

「とにかく、祐貴が綺き麗れいに塗ってくれたみたいだから、交代でいいかな？」

「うっ……い、いいわよ。あとは自分で塗れるから」

　かなみは俺おれから日焼け止めのボトルをひったくって、自分でべたべたと塗り始める。

　もうちょっと塗り塗りしたいところだったし、夢中になっていたせいでかなみの可愛いあえぎ声とやらを聞き逃したのは悔やまれる。

「はいはい、祐貴。今度はわたしだよ」

「ああ」

　俺は澪から手渡された日焼け止めを、また手に取る。

　いろいろ言いたいことはあるけど、可愛い女の子の背中に日焼け止めを塗るとか、男としてはおいしいシチュエーションだ。嫌がらずに受け止めよう。

「祐貴、よろしくね。ちょっと待ってて、水着を外すから」

「うん――って、なにをしてんだ！」

「きゃああああ！　澪さん、バカ！」

　澪の行動に気づいたかなみが、慌てて止める。

「え、どうかしたの？」

「どうかしたよ！　思いっきりどうかしたよ！」

　俺は突っ込みつつ、目のやり場に困ってしまう。

　澪は、シートの上に座ったまま、いきなり水着の上を外そうとしたのだ。

　しかも、少しも隠そうともせずに。

　水着がぽろりと外れたところで、かろうじてかなみが手で澪みおの胸を隠したからいいものの。いや、ちょっと惜しかったと思わなくもないが。

「日焼け止めを塗ってもらうだけだよ。鎖骨から胸、おへそにかけて祐ゆう貴きのテクニックで肌に優しく塗ってもらえるんでしょ？」

「なんで前なんだよ！　こういうときは、普通『背中に塗って』だろ！」

「そんなこと誰だれが決めたんだよ！」

「決めてないけど、キレるなよ！　前なら自分で塗れるだろ！」

「自分でできることをやらないのがお嬢なんだよ」

　澪は、しれっとした顔で言った。

　気さくな子なんで時々忘れるけど、澪がお嬢様なのは事実だ。リュウジンスポーツという一流スポーツ用品会社の社長令嬢なのだ。

　といっても、都合のいいときだけお嬢っぽくなられても困る。

「とにかく、前はダメよ！　綺き麗れいな砂浜でいやらしいことなんてとんでもないわ！」

「ふー、会長はうるさいなあ」

　澪はぶつぶつ言いながら、やっと水着の上を着けてくれた。

　ふう、いくら水着姿に慣れたといっても、澪の巨乳を生で見せられたら俺おれの理性もどうなっていたことか。危なかった……。

「だいたい、会長もいやらしい声を出してたくせに」

「ちょっとあえいだだけでしょ！」

　かなみさん、動揺しすぎて、あえぎ声を認めてしまってます。

　しかし、なぜ日焼け止めを塗るという程度のことがこうも進まないのか……。

「あのー、ユーキ様」

「ん？」

　朱あか音ねが、すぐそばで地面に膝ひざをついて座っている。

「ミオ様のあとでかまいませんので、私にも塗っていただけますか？　この水着、そんなに背中は開いてませんが……」

「ああ、もちろんいいよ」

「では、私はその辺でお待ちしてますね。ミオ様、お邪魔してすみませんでした」

　朱音は屈託なく言って立ち上がり、俺たちから離れようとして――

「わっ、もう焼けてきてます！」

「ぶっ!?」

　なにを思ったか、朱音はいきなり水着の胸元を下へと引っ張った。

　意外に大きい、真っ白な胸のふくらみが半分以上見えて、ドキリとしてしまう。

「あっ、ここも。うわあ、本当にこの島の日差しは厳しいんですね」

「…………っ!?」

　さらに朱あか音ねは、身体からだをひねって水着の下のほうも引っ張り、これまたつるんとした白いお尻しりが見えてしまう。

「うわぁ、すぐに日焼け止めを塗らないとあとで肌がひりひりしちゃいますね。すみません、ユーキ様、メイドの人に塗ってもらいます」

「あ、うん。そうだな……」

　朱音は今度こそ俺おれたちから離れて、その辺にいたメイドのところへ走り去ってしまった。

「……あの子、凄すごいわね」

「わたしみたいに見せようとしたわけでも、会長みたいに油断したわけでもなくて、ナチュラルに凄いものを見せつけていったね……」

　かなみと澪みおの目が死んでいる。

　ていうか、やっぱり澪はわざと見せたのかよ。

　でもまあ、二人が呆あきれてしまうのもわかる。

　朱音は、無邪気というか無防備というか……ナチュラルにエロい……。

　無防備といえば、慧けいも同じだが、さすがに幼い身体付きのあの子とは破壊力が違う。

「わたしら、婚約者とかそんなことに関係ないところで、朱音さんに負けてない？」

「べ、別にあたしは負けてるとかそんなのは……ああもうっ、なんかもやもやするわ！」

　かなみはやけくそ気味に言うと、いきなり立ち上がった。

「澪さん、競争しましょう。あそこ――沖のほうに岩場があるわね。ここからあそこまでの往復で勝負っていうのはどう？」

「おっ？　水泳部のわたしに挑戦とはいい度胸だね」

「身体を動かしたい気分なのよ。あなたなら、相手にとって不足はないもの」

「よし、のった」

　澪はにやりと笑って頷うなずくと、手早く日焼け止めを全身に塗りたくった。

「ま、こんなものでいいか。お待たせ、会長」

「待ってないわよ。じゃ、行くわ」

　二人は不敵に笑うと、砂浜を全力で駆かけて行ってしまった。

「あれ……？」

　なんか俺、放ほったらかしにされちゃってるような……。

　ああ見えて、かなみと澪も南の島に来てテンション上がってるのかも。

　ずいぶん盛り上がっちゃってたし……。

「となると……」

　俺と遊んでくれそうな人は、今は一人しかいないな。

　カナヅチだというあの子と遊ぶとなると、なにか用意したほうがいいな。

　浮き輪でぷかぷか浮かぶのもいいけど、それだけだと面白くないし……。

　ふと、ある物に目が留とまった。

　うん、あれはいいかもしれないな。





「わあっ、ユーキ様。お魚がたくさんいますよ」

「朱あか音ね、そんなにはしゃぐと落ちちゃうぞ」

　俺おれは苦笑しながら言った。

　泳げない朱音にも海を楽しんでもらおうと、ゴムボートで沖に出てみたら、彼女はえらく喜んで、さっきからはしゃぎっぱなしだ。

　俺たちは定員二名の小さなゴムボートに向き合って乗っている。ボートはあまりバランスがよくないので、重心が変わるとすぐにひっくり返りそうで、こっちはちょっとひやひやしている。

　もうだいぶ岸から離れていて、とっくに足は着かない深さだから、もし朱音が落っこちたら大騒ぎになるだろう。

「ごめんなさい、でもこんなに透き通った海を見たのは初めてで……」

「確かにすげー透明度だよな」

　俺はボートを漕こぐ手を止めて、海を覗のぞき込む。

　南国の海は怖いくらいに透き通っていて、泳いでいる魚の群れの姿がはっきり見える。手を伸ばせば掴つかめてしまいそうだ。

「まるで夢みたいですね。楽しいです」

「こういうのこそ、楽らく園えんっていうんだろうなー」

　俺が桃もも女じよでつくれと貴き理りに命令されている楽園ハーレムとは大違いだ。

　いや、あっちの楽園ハーレムもそりゃ悪くはないけど、つくるにあたってはけっこうなトラブルが数回起きているので。

「私もこんなに落ち着けるのは久しぶりです。いえ、もしかしたら生まれて初めてかもしれません」

　朱音は、そっと手を伸ばして指先を海にひたしている。

「おいおい、生まれて初めてって、また大げさだな」

　朱音の実家のことは知らないが、桃女に通っているのだからお嬢様であることは確かだろう。良家の子女であれば、勉強や習い事などで忙しかったのだろうか。

「そうですね、ちょっと言い過ぎました。でも、日本に来てからもずっと忙しかったですから。いえ、私が歌手になりたいって言い出したからですけどね」

「なんたって『セラフ』だもんなあ」

「あは、その芸名を言われるとなんか照れますね。歌うのは大好きですから、仕事自体は嫌じゃなかったんですよ。まあ、逃げたりしちゃいましたけど……」

「やり直せばいいんだよ」

　俺は朱音に微笑ほほえみを向ける。

　逃げたのは確かによくないだろうが、朱音の歌い方や作った曲にまでプロデューサーたちがうるさく口出ししてきた上に、最終的には表舞台に出て活動しろと指示してきた。なにか理由があって、メディアに顔を出したくない朱あか音ねにそれを強いたのは間違いだろう。朱音が逃げたくなったのも無理はない。

「ここでリフレッシュして、また頑張ります。新曲の準備もだいぶ進んでますから」

「俺おれに一番に聴かせてくれるんだよな。楽しみだ」

「はい、お願いします。ユーキ様のお気に召さなかったら、ボツにしますから」

「そ、それは責任重大だな……」

　もしかしなくても、『セラフ』の曲が出るか否かで数千万とか数億のお金が動いちゃうんじゃないだろうか……。庶民育ちの俺には身体からだがすくむ金額だ。

「気楽に聴いてください。歌というのは楽しんで聴くものですよ」

「うん、まあ……そうかな」

　朱音のほうは割と軽く考えているらしい。この子も大物だよなー。

「二番目になってしまいますが、ヒメ神ガミの皆さんにも聴いてもらいたいんですよね」

「ん？　それは言えば聴いてくれるんじゃないか？　澪みおはカラオケで『セラフ』の歌を歌いまくってたぞ。ありゃ、そうとう聴き込んでるな」

「そうなんですか。それは嬉うれしいです……でも」

　朱音は水面に目を向けて、せつなそうな顔をする。

「結局、二人きりですね……」

「ん？　ああ、そうだな」

　かなみと澪は、俺たちがボートで海に出たときも、まだ無意味に勝負を繰り返していた。

　ハルカは「夜の準備がある」とか意味深なことを言って別荘に戻ったし、慧けいは相変わらず本を読み続けていた。千ち華か姉ねえはシズカを引き連れて、ジャングルにスケッチしに行ってしまった。

「思うんです。二人きりになったというより、私が相手にしてもらえてないというか」

「朱音？」

「私、ちょっと皆さんの中で浮いていないでしょうか……？」

「そんなことないだろ。考えすぎだよ」

「……ユーキ様がすぐに返事をできたのは、あなたもそうお考えだからではありませんか？」

「…………」

　のんきそうに見えても、朱音はバカじゃないし鈍にぶくもない、か。

　それなら適当なごまかしを言っても無意味だろう。

「まあ、さっきもちょっと言ったっけ。実は俺も少し気になってた。朱音、かなみたちとあまり打ち解けてないよな」

「ええ、私はちょっと人見……、えーとなんでしたっけ……あまり知らない人と上う手まく話せないこと……」

「人見知り、かな」

「ああ、それですそれです。えいっ」

　がふっ、と朱あか音ねがいきなり悲鳴を上げた。

「な、なにしてるんだ、朱音！」

　なにを思ったのか、朱音が唐突に自分のボディに拳こぶしをぶち込んでいた。

「ご、ごほっ、ごほっ……いえ、日本語をちゃんと使えなかったときは、自分に罰を与えることに……」

「いやいや、こっちが心配になるからそれはやめよう」

　迂う闊かつに話題振れないじゃん。

　前は、うっかり母国語で喋しやべったときは腹にパンチしてたとか聞いたけど、その習慣は形を変えてまだ続いてたのか。

「そうですか……ユーキ様に心配させてしまうのはいけませんね。やめます」

「うん、そうしてくれ」

　朱音は素直なのがいいところだ。そう、素直ないい子なんだよ。

「もしかして朱音、自分が嫌われてるかもとか考えてないよな？」

「でも私、おどおどしてますし、はっきりしないし、こういう人間は嫌われることも知ってます」

「おどおど……してるかな？　普段はちょっとおとなしめって程度じゃないか？」

　大人の目を盗んで逃げ出したり、屈強の追っ手をギターで殴なぐりつけたこともある朱音にはあまりそういうイメージはない。

「ですけど、もうちょっと私が積極的にならないとダメですね。さっきのカナミ様とミオ様もずいぶん仲がよさそうで羨うらやましかったです」

「あ、あれは仲がいいっていうのかなあ……」

　少なくとも羨むようなもんじゃないと思うが。

　あの二人の勝負は、かなりガチだし、相手を負かしてやろうと本気になっていた。

「ヒメ神ガミたちはみんなクセがあるから、朱音の性格うんぬん以前に打ち解けるのは難しいんじゃないかな。みんな悪い子じゃないんだけどさ」

　そこまで言って、俺おれはふと気づいた。

　終業式の日に、朱音と会ったとき――

「別になにもないみたいだから、訊きかずに来たけど……朱音、千ち華か姉ねえとなにか揉もめたりしてるのか？」

「いいえ、チカ様とは終業式の日が初対面でしたから。別に因縁とかはありません。そうですね、あのときの私の態度はよくありませんでした。ちゃんと謝らないと……」

「いやあれは、千華姉もちょっと挑発してたし……」

　千華姉は基本的に気のいい人なんだけど、時々なにを考えてるかわからないからなあ。

「ああ、違う。そうじゃなくてさ」

「はい？」

　俺おれはゴムボートの丸く盛り上がっている縁ふちに軽くもたれかかる。

「遊びに来たんだよ、俺たちは。そんなことで真剣に悩むのは今はやめよう」

「悩むのは……よくありませんか」

「よくないね。特に朱あか音ねは働きすぎてたんだ。頭からっぽにして、のんびりするといいよ。ほら、太陽に雲がかかって風も出てきた。暑すぎなくて、いい感じだ」

「ええ、ちょっと涼しくなってきましたね」

「のんびりしよう、のんびり。もっとでかいボートを借りてきてもよかったかもな。そしたら、足伸ばして寝転がれたのに」

「……寝転べますよ」

　朱音が意味ありげに言って、こちらに近寄ってくる。

「おい、急に動くとボートひっくり返るぞ」

「平気です。ちょっと右に寄ってください」

「え？」

　俺は戸惑いつつ、朱音に言われた通りにボートの右に身体からだを寄せる。ぐらりと船体が揺れたものの、ひっくり返りはしなかった。

「これなら……二人で寝転がれますよね」

「わっ」

　横に来た朱音が、ぽてっとボートの上に寝転がる。

　ボートで並んで横になると、さすがに狭くて身体がぴったりと密着してしまう。

「お、おい……」

「横になればバランスもいいですよね。海が見えなくなるのが残念ですけど」

「……朱音さ。ちょっと訊ききたいんだけど」

「なんでしょう？」

「俺たち、会ってまだ全然間もないよな。でも朱音は、なんていうか……言い方が変だけど、俺になじんでないか？」

「ユーキ様、難しいことを考えてはいけませんよ」

　そう言って、朱音はくすくすと笑った。

　どうやら質問には答えてくれないらしいが……。

　朱音が俺に妙になじんでいる、というのは間違いないようだ。

　というか、難しいことを考える余裕なんてない。

「ふあー、いい気持ちです……」

　朱音の透き通るようないい声が耳のすぐそばで聞こえて。

　水着一枚だけで、あらわになった彼女の肌がくっついてきていて、いい匂においもする。

　こんな状況で考え事なんてできるわけがない。

　朱音が、空を見ながら鼻歌を口ずさみ始めた。

　さすがはプロだけあって、ただの鼻歌なのに気持ちのいいメロディーで、聴いているだけで心が洗われるようだ。

　そうだな、自分で言ったことだし……のんびりしよう、のんびりと。

　朱あか音ねがヒメ神ガミたちと仲良くなりたいというなら協力もするけど、この旅行だってまだ始まったばかりなんだ。

　焦ることなんて一つもない。

　今は、こののんきな彼女の優しい歌を楽しませてもらおう……。





「わぷっ!?　なっ、なんだ？」

　突然、顔に冷たい水が掛けられ、俺おれは目を開ける。

　水っていうか、海水か。なんでいきなりこんなものが――

「…………え？」

　身体からだを起こすと同時に、ぎょっとしてしまう。

「あ、あれ？　どこだここ……？」

　なぜ、自分が海に浮かぶボートの上にいるのかはすぐに思い出した。今のは、たまたまちょっと大きな波が来て、顔に掛かったんだろう。

　それはわかるけど……みんながいるはずの砂浜がどこにも見えない。

　見えるのは海と、二十メートルほど向こうにある見覚えのない砂浜だけ。

「寝てたのか、俺たち……」

　朱音はボートの上に寝転んだまま、くーくーと小さな寝息を立てている。

　気持ちのいい天気だし、いい風も吹いてたから、思わず寝入ってしまったんだろう。

「けっこう流されたのかなあ」

　太陽を見た感じ、それほど時間が経たっているようには見えない。

　ひとまず、すぐそばの砂浜に上陸してみるか。

「おい、朱音。おい」

　俺は朱音のむき出しの肩を掴つかんで、軽く揺さぶる。

「ん、んん……」

「朱音、起きてくれ。ちょっと面倒なことになった」

「んん、んー…………うにゃーっ！」

「うおっ!?」

　肩を揺さぶっていた手を、乱暴に払いのけられる。

「うにゃにゃにゃっ、にゃーっ！」

「げ、言語を忘れてる！」

　朱音は奇声を上げながらぶんぶんと手を振り回したかと思うと。

「にゃう、くーっ、くーっ…………」

　また小さな寝息を立て、身体からだを丸めて深い眠りに落ちたようだった。

　あー、びっくりした。

　一瞬、またモードが切り替わったのかと思った。

「寝起き悪いのかな……しょうがない」

　俺おれはボートから下りて海に入り、船体を掴つかんで引っ張りながら泳いでいく。すぐに足が着くようになって、歩きながらボートを引っ張る。朱あか音ねは「んー」とか時々唸うなりつつも、目を覚まさない。

　ボートを引きずるようにして砂浜に上げてから、どさりと横になる。

「あー、揺れない地面はいいね……」

　砂は焼けるように熱いが、あまり気にならない。窮屈な体勢で寝ていたせいか、身体を伸ばせるのが気持ちいい。

「……っと、のんびりするのは後回しか」

　ボートを覗のぞき込むと、朱音はまだぐっすりとお休み中だった。陸にボートを上げたときにけっこう揺れたはずだが、あれでも起きなかったとは。

　どれくらいボートの上で寝ていたのかわからない。でも、これ以上カンカン照りの下で朱音をそのまま寝かせておくわけにもいかないだろう。

「えーと……」

　俺は周りを見渡す。

　神しん堂どう家けの別荘がある島と似たような砂浜だが、ここは間違いなく別の島だろう。

　というか、あらためて周りを眺めると、海の向こうに俺たちが来た島があった。見覚えのある形の山があるから、間違いないだろう。

　神堂家の島までそんなに距離はなさそうだ。距離感が掴つかみにくいけど、五キロくらいだろうか。その気になれば泳いで行けないこともない。いや、遊びに来ておいて遠泳なんてしたくないが。

　すぐに戻るというわけにはいかないようだ。となると、この眠り姫さまをひとまずどこかに寝かして、起きるのを待つしかないか。

「よいせっと……うわ、軽いな」

　朱音は、まるで羽みたいに軽い。華きや奢しやでありながら、きちんと出るところは出ている身体の柔らかさをあまり意識しないようにして、歩き出す。

　ちょうどよさそうな木こ陰かげを探していると、不意に妙なものが目に入った。

　砂浜のすぐそばがジャングルになっている。南国の木々の間に、明らかに人の手によるものと思われる石畳の道があった。

　道の先へ視線を向けると、ジャングルの木々の切れ目に、青色の屋根らしきものが見えた。その屋根の建物までは、それほど距離もなさそうだ。

「ふむ……」





「うにゃ……ん……う……？」

　朱あか音ねがなにやらぶつぶつ言いながら、床に敷かれた毛布の上で身体からだを起こした。

　状況が飲み込めないのか、寝ぼけまなこできょろきょろしている。

「起きたか、朱音。よく寝てたな」

「Wo bin ich hier?」

「まだ寝てるかな……」

「……はっ。また失敗しました」

「待った！　パンチはよせって！」

　当たり前のように拳こぶしを握りしめた朱音を、慌てて止める。自分への罰を寝ぼけていてもできるような習慣にしないでほしい。

「あれ……ユーキ様……まるで本物みたい……どうなってるんですか？」

「お、おい……」

　朱音はとろんとした目をして、俺おれに顔を寄せてくる。

　細くしなやかな指で俺のあごを撫なで、頬ほおをぺたぺたと触り、「んー」と唸うなって可愛かわいく首を傾かしげた。

　と思ったら、朱音は急に目をぱっちりと見開いた。

「あっ！　本物ですか！」

「俺の偽物が出たっていう展開はまだないな。そのうちあるかもしれないけど」

「そ、そんなのはなくていいです。ご、ごめんなさい、ユーキ様。私、寝ぼけちゃってて……」

「うん、寝ぼけてたのはわかってるから、気にしなくていいよ」

「え、えっと……」

　朱音は、困ったような顔をしている。そういう顔もそそられるものがあるが、さっさと説明してあげたほうがよさそうだ。

　ボートに乗っていて、二人して眠ってしまったこと。

　神しん堂どう家けの島から近い、別の島に流れ着いたこと。

　朱音が眠っているので、どこか日陰を探していたら、無人の別荘を見つけて、そこに運び込んだことを手短に話した。

「ここはその別荘のリビングだよ。何年も人がいなかったみたいでけっこう汚れてたから、軽くホコリを払って、あとあちこち漁あさってたらそこそこ綺き麗れいな毛布もあったから、そこに朱音を寝かせておいた。こんなとこかな。ＯＫ？」

「あっ、ユーキ様が母国語以外を使ってます。お仕置きをしないと」

「俺は別に英語使ってもいいんだよ！　英語ってほどでもないし！」

　まだ寝ぼけてんのか？

「そうでした……私、たまに自分でもわけのわからないことを」

「みたいだな。で、状況はわかった？」

　朱あか音ねはこくりと頷うなずく。

「そんじゃ、そろそろ戻るか。みんな心配してるかもしんないし。特にかなみが怖い」

「またあなたは、ちょっと目を離したらすぐにどこか行って！　そんなに遠くに行きたければ、あたしが地獄に行かせてあげるわ！　……とか、カナミ様なら言いそうですね」

「あの、妙に似てて怖いんですけど。できれば、やめてもらえるかな……」

「わっ、ごめんなさい。つい……」

　かなみの口調や声色どころか、いかにも言いそうなことまでマスターしてるとは。

　朱音・マイヤー恐るべし。

「まあいいや、行こう。これもダメみたいだしな」

「あれ？　それはなんですか？」

　朱音は、俺おれが手に持っている物に気づいて、きょとんとする。

「無線機だよ。あちこち漁あさってたときに見つけた。たぶん、この別荘の持ち主が非常時に備えて用意してたんじゃないかな」

　暇つぶしを兼ねていじっていたのだが、バッテリーは生きているものの、どこか故障しているらしく上う手まく動かない。聞こえるのはノイズだけで、誰だれも応答してくれない。

「これが動けばＧガールズの無線に連絡して迎えに来てもらえたのにな。あっちの島にはエンジンボートもあったし。ま、しょうがないからゆっくりボートを漕こいで戻るか」

「わ、私もお手伝いします」

「大丈夫、大丈夫。母親に連れ出されて、もっととんでもない距離をボート漕いで渡ったこともあるから。全然楽勝だよ」

　俺は笑って、無線機を放ほうり出だした。

　勝手にお邪魔した別荘を出て、ボートを置いた砂浜のほうへ向かう。

「……何軒か別荘があるんですね」

「ああ」

　朱音が歩きながら周りを眺めている。

　こっちの島は神しん堂どうの島より小さいようだけど、別荘がいくつも建っている。祖じ父いさんが買ったときに破棄されたみたいで、何年も使われていないようだ。

「まったく、こんな島に別荘なんぞ建てるなんてぜいたくな話だよなー。俺ん家ちも人のこと言えないけどさ」

「お金のある方々は、人が少ないところに行きたがるものですよ。だいたい、騒がしい観光地は好まないですからね」

「まー、静かな無人島でもヒメ神ガミが六人もいたら静けさとは無縁だけどねー」

　ちょっとの間なら、この静かな別荘地帯で穏やかな朱音と過ごしたいくらいだ。

「あっ、ユーキ様。あそこ、見てください」

「ん？」

「あれってもしかして教会じゃないですか……？」

「おっ、本当だ。あんなものまであるんだなー」

　別荘地の奥まった辺りに、特徴的な尖とがった屋根が見える。白を基調にしたシックな雰囲気の建物だ。

「つーか、教会……なのかな？　ちょっと違和感があるなあ。なんかやけにデザインが新しすぎるというか、シャレてるというか」

「ちょっと見てきていいですか？」

「いいけど、朱あか音ねって教会に通ってたりするのか」

　朱音の国の情報はあまり見つからなかったから、宗教がどうなってるかまではわからなかった。

「いえ、あまり熱心な信者とは言えませんね。ですが、あの教会は綺き麗れいでいい感じじゃないですか」

「なるほどね」

　軽く覗のぞいてみたい、というだけらしい。

　もう今さら慌てて戻ることもないし、少しくらいなら問題ないだろう。

　数分歩いて教会に着くと、念のために俺おれが先行して中に入った。まさか、何者かが待ち伏せてるということもなかろうが、人生なにが起きるかわからないということは、充分に学習している。

「ふうん……あんまり荒れてないな」

　扉を開けて教会の中に入り、一応妙なものがないか確認する。

　少しほこりっぽいものの、さほど古びている感じもしない。もちろん、待ち伏せている不審者の姿もなかった。

　明かりなどないので、中は薄暗い。壁際にキャンドルがずらりと並んでいるが、あれに火をつけるのも面倒だ。まあ、窓から光が入っているので、このままでも中を見るだけなら問題ない。

「朱音、入ってきていいよ」

「はい、失礼します。うーん、確かに教会ですね。でも変に装飾が多いというか、派手な感じがしますね。私の国の教会とは少し違うようです」

「もしかして、あれじゃないか？　よくある、結婚式専用のなんちゃって教会とかさ」

「え？　そんなものがこの世にあるんですか？」

「日本にはあるなあ。いや、俺もよくは知らんけどさ」

　教会っぽく造っただけの、結婚式のための建物は見たことがある。

「ここの別荘って、日本人のものが多いのかもなー。わざわざ外国で結婚式挙げる人もけっこういるらしいし」

「へえ、日本にはまだまだ不思議な文化がありますね。もしかして、私たちと日本人とでは結婚もまた別物だったりするのでしょうか」

「……そんなことはないと思うけど」

　なんちゃってじゃなくて、本物の教会で結婚式を挙げるカップルだって珍しくない。

　式のやり方が朱あか音ねの国と違っていても、結婚という概念自体に違いはさほどないと思う。

　ただ……。

「ちょうどいいから、訊きいていいかな」

「はい？　なんでしょう？」

「俺おれと朱音が婚約者同士っていうのは……本当なんだな？」

「間違いありません。勘違いとか人違いとか、形だけのもので簡単に解消されてしまうものとか、そういうのでは全然ありません。まだ時期だけは決まっていませんけど、数年後には必ず私とユーキ様は夫婦になります」

「……もの凄すごい、これでもかというくらい断言したな」

「事実なので……」

　朱音は申し訳なさそうに言った。

　あれだけきっぱり言い切った割に、態度だけはいつものままだな。

「俺の――神しん堂どうの人間と結婚するってことは、朱音の家もやっぱり相当な力があったりするのか？」

　前から気になってたけど、貴き理りと千ち華か姉ねえは朱音を様付けで呼んでるもんな。

「え、ええまあそれなりに……。シンドウのお家うちと比べれば、まったくたいしたことはありませんけど」

「俺の家は異常なんだよ。それこそ千年単位であくどいこともやってきただろうしな」

「キリ様は、あの若さで世界中の大企業や権力者の方々と渡り合ってるそうですね」

「企業のトップとか政治家さんが可か哀わい想そうになってくるな」

　うちの腹黒妹は強大な権限を握っている上に、自分の利益のためなら誰だれにも容赦しないだろう。

「そのキリ様にも、ユーキ様と私の結婚は認めていただいてます」

「うーん……ていうか、ヒメ神ガミのことはわかってるんだろ？　バカみたいな言い方だけど、俺は誰か一人を選ぶってわけじゃないんだぞ」

　ああ、自分で言っておいて、なんかモテる男みたいで嫌だ……。

「私は特に気にしません。ヒメ神は愛情を受けなければいけないこともわかってます。それに、私の父も正妻以外にそういう女性はいますし、母はレディはそういうことは気にしないものだと教えてくれました」

「そ、そうなんだ……」

　お国柄というものなんだろうか……。

　まさか一夫多妻制じゃないだろうが、朱音が無理をして言っているようにも見えない。

「ん？　待てよ、結婚が確実みたいに言ってるけど、かなみのことは聞いてないのか？」

「カナミ様がどうかしたんですか？」

「かなみは、その……俺おれの婚約者候補ってことになってる。鳴なる神かみの家にも伝えてあるみたいだぞ」

「それは簡単なことです。結婚は決まっていますが、そのときまで私が生きているとは限りません」

「…………」

　今、あっさりした口調でとんでもないことを言われたような……。

「別にヒメ神ガミも不死身ではありませんので。結婚までに私がこの世から消えていたら、他ほかの誰だれかが必要になる、ということでしょう」

「……縁起でもない。そんな話は、君にもかなみにも失礼だろ」

「ですが、それも事実ですから……」

　俺が怒っていると感じたのか、朱あか音ねが目を伏せてしまう。

　確かに言ってることは筋が通っているかもしれないが、はいそうですかと納得できる話でもない。

「いや、朱音に文句言うのはダメだな。別に朱音が決めたわけじゃないんだから」

「は、はぁ……それはそうです。家同士で決まったお話ですから」

「それだよ」

「え？　どれですか？」

　朱音は、小首を傾かしげた。

「こんなの、家同士で決まった話だろ。朱音はそれでいいのか？　会ったこともない……会ったこともなかった男と家の都合で結婚させられるなんて。今だって、俺のことなんてまだ全然わからないだろ？」

「ユーキ様ならかまわないと思っていました。今でもそう思っています」

　これまたあっさりと、朱音は言い切った。

　なんでそんなに迷いのない顔で、人生を左右しかねないことを受け入れられるんだ……。

「……まさか、昔俺と会ったことがあるなんて言わないよな？」

　小さい頃ころに会っていて、その頃から好きでした――みたいな展開とか。

「いいえ、先日お会いしたのが初めてです。留学してくるまで日本に来たことはありませんし、おそらくユーキ様も私の国にはいらっしゃってないと思います」

「ああ、たぶん。行ったことはないと思う」

　母親に連れられてヨーロッパ方面に行って、雪山や森林地帯でサバイバルをしたことはあるが、朱音の国に行った覚えはない。

「でも、私はユーキ様のことを昔から知っていました」

「え……？」

　朱音は優しく微笑ほほえんで、俺のそばまで歩いてくる。

　手を伸ばせば届くところにまで近づいてきて――

「ずっと、リナ様からユーキ様のお話を聞いてましたから」

「あ、ああ。そういうこと……」

　うちの母親、間違った日本の知識だけじゃなくて俺おれのことも吹き込んでたんだっけ。

「小さい頃ころはいつも妹さんとセットのようだったこと、キリ様と部屋を分けると言われたら大泣きして抵抗されたこと……」

「なにを教えてるんだ、あのバカ母は！」

　しかも未来の婚約者に吹き込むとか、最高にタチ悪い！

「シンドウのお家うちを出てからは、訓練でリナ様に徹底的にいじめられて、訓練中は一切泣かないのに、無事に訓練を終えたら感動で大泣きしたとか」

「人の涙の思い出を笑い話として語らないでほしいよな……」

　訓練中は泣いてる暇なんかなかったし、無事に生き延びたときの喜びは泣かないほうがおかしいくらいだったんだよ。

「聞いたのはそれだけではありません」

「まだなにか面白い話が……」

「ユーキ様は『王の声オーバーロード』のせいで友達も恋人もつくれず……」

「それは俺のトラウマなのに……」

　うちの母は鬼なのですか？　俺は鬼の子ですか？

「シンドウの人間というだけで充分すぎるくらい普通じゃなくて、『王の声』の持ち主で、しかもろくでもない母親に引きずり回されてる」

「引きずり回してる自覚はあったんだ、あの人……」

「ユーキ様は、普通の人間なら耐えられないような環境で嫌そうな顔をしながらも、『平和に生きたい』なんてのんきなことを言えるような人だと。私はそう聞いていました」

　朱あか音ねはそう言ってにっこり微笑ほほえんだ。

「それでも、自分の平和よりも誰だれかを守ることを優先するお人ひと好よしなバカでもある。ひどく矛盾だらけの人間になってしまったけど――と、リナ様はそこまで言って、私に訊きいてきました」

「……なんて？」

「そんなバカのことを、あなたはどう思うのよぅ？」

「それも似てるな……うちの母親そっくりだ……」

　朱音って天才的な歌手だけど、モノマネでも食っていけるんじゃないか……。

「私はお答えしました。ユーキ様という方が好きです、と」

「ぶっ!?」

　あっさりとそんな答えを――しかも、本お人れの前で。

「な、なんで……そんな会ったこともない相手が好きだとか」

「物語の登場人物に憧あこがれるような気持ちではありました。でも、あなたは確かにこの世界にいて、いつか出会う人だということを知っていました」

　朱音はさわやかに微笑む。

「それに、ユーキ様の外見は知っていたんですよ。リナ様がよく、『お土産』と言ってユーキ様の写真や映像を持ってきてくださったので」

「どんなお土産だよ……」

「かなり安く売ってくれました」

「金取られたの!?」

　どこまで外道なんだ、母さんは！

　そういや、時々俺おれの写真とかビデオとか撮ってて、「ああ、この人にも親らしいところがあるんだな」ってけっこう感動してたのに！

「といっても私がお金を渡したことはありませんし、リナ様なりのジョークですよね」

「そうであることを祈るよ。あの人の場合、本気だった可能性も高いけどね」

　本気だったことが確認された場合、息子として俺が返金しないと……。

「リナ様はとても楽しい人です。私はあの方が遊びに来てくれるのがいつも楽しみで……ユーキ様のお話を聞かせてもらうのが大好きでした」

「だからといって……婚約とか結婚とかしてもいいとは思わないだろ」

「あとは確認するだけだったんです」

「確認？」

　俺が聞き返すと、朱あか音ねはしっかりと頷うなずき、不意に身を翻して祭壇の前へ歩み寄った。

「あなたが、リナ様が言っていたとおりの方なのかどうか。もう……確認できました」

「……どうだったんだ？」

　まるで吸い込まれるように、俺は朱音のところへ歩いて行く。

　一歩進むたびに、こつこつと澄すんだ音が教会内に響いている。

「ユーキ様は……会ったばかりの、なんの関係もない私を助けてくれました。危険もあったのに私なんかのために戦ってくれました」

「下心があったんだよ。朱音は可愛かわいいし、助けておけば恩が売れるかと思って」

「たまに意味のない嘘うそをつくことも聞いています」

「…………」

　今のは完全にデタラメというわけでもないんだけど、こっちの嘘は見抜かれてしまいそうだ。

　もっととんでもない、突拍子もない嘘なら逆に信じちゃいそうだけど。

「ユーキ様は私が思っていたとおりの方でした。いえ、それ以上の方です」

「……君は、俺を買いかぶってないか？」

「買いかぶっているとしても、それは私だけではありません。キリ様から聞きましたが、カナミ様やミオ様もユーキ様とお会いしてすぐにころっと参って、しっぽを振るようになったとか」

「その言い方には悪意がある！」

　しっぽって、おい。

「え？　いけないんですか？　しっぽを振る、というのは愛情表現の一つなのでは……」

「そうだけど、人間の愛情表現としては不適当なんだよ……」

「しっぽを着けてる女の子は萌もえだという話も知ってますが、それも違うんですか」

「違わないけど、違うと思っておいてくれ」

　一部の人間の趣味嗜し好こうを当たり前のことのように教えるのはやめてくれ、お母様。

　あと、妹も朱あか音ねが信じるのをわかっていて悪意のある表現をすんな。

　俺おれの家族ってそんなのばかりなの？　神しん堂どう家けの血はよどんでいるよ。

「そういうことは私にはまだ難しいですが……」

「難しいままでいいよ」

「買いかぶってるなんてことはありません。私は、本気です。だから……」

　朱音は顔を赤らめ、もじもじしている。

「さっき結婚の時期は決まってない、と言いましたよね。なんでしたら、その……今すぐでも……」

「ま、待て待て！　早まるな！」

　いきなりなにを言い出すんだ、この天然さんは！

「えーと、えーと……そうだ、俺はまだ十七だから！　日本ではまだ結婚できない！」

「私の国では、結婚できるのは男女ともに十八歳以上からです」

「じゃあダメじゃん！」

　朱音は、今年十六歳になるはずだ。

　よく知らないが、結婚可能な年齢って自分の国のルールが適用されるんじゃないかな。

「それもそうですね……法律を変えさせる手もありますが」

「貴き理りみたいな考え方はやめるように」

「では……結婚式の……予行演習というのはいかがでしょう」

「予行演習？」

　朱音は顔をさらに真っ赤にして頷うなずいた。

　そして――

「えっ……？」

　教会の壁際に並んでいたキャンドルに、ボッボッと一つずつ順番に火がついていった。

　壁の左右合わせて二十本ほどはありそうなキャンドルのすべてに、赤い炎が揺らめいている。

「これ、朱音の能力か……」

「はい。私の力なんて大したことはありませんが、このくらいは」

　ヒメ神ガミには敵対する者と戦うための『天罰』の能力が備わっている。

　俺と誓約エンゲイジを済ませない限りは実に地味な力でしかなく、以前に朱音が巻き起こした炎も一瞬燃え上がってすぐに消えてしまっていた。

「でも、こんな格好ですからね。せめてこれくらいの雰囲気は……」

「…………」

　朱あか音ねはスクール水着のままだ。

　水着で結婚式という趣向も、この広い世界には存在するかもしれないが、新婦がスクール水着で挙式なんてしたら、末代まで語られてしまうだろう。

　綺き麗れいなキャンドルの火が揺れる教会、というのは確かに結婚式のシチュエーションとしては悪くないかもしれないが……。

「それでは誓いの言葉を言ってみましょうか」

「いきなりそれ!?」

「私はシンドウ・ユーキ様を永遠に愛することを誓います」

「もう誓った！」

「あくまで予行演習ですから……」

　朱音は耳まで真っ赤になっていて、それは可愛かわいいんだけど……。

　おとなしそうに見えて、意外に強気というか。強引に絡め取って逃げられないようにする、みたいな……。

「ユーキ様も、お願いします……」

「うっ……」

　子犬のような目で見つめられて、動揺してしまう。

「言葉が無理でしたら、他ほかのことで誓ってください……」

「ううっ……」

　誓いの言葉、の次となればなにをするのか決まっている。

　いやでも、いくら婚約者同士といっても、まだ会って間もないのに。

「私じゃダメですか……？」

「あ、朱音がダメとかじゃなくて……」

　そんなことを言いつつ、なぜ俺おれは朱音の肩を抱いてるんだ？

　なぜ、自分のほうに引き寄せているんだ？

「いくら演習でも……ヤバイだろ……」

「そんな日本語はわかりません……」

　明らかな嘘うそをつきながら、朱音はそっと目を閉じた。

　朱音がいつも着けている、ルビーのはまったブレスレットは今はハルカが持っているのだろう。もし、ここにあれがあったら……誓約エンゲイジが発動しているかもしれない。

　俺が朱音に向けている気持ち、そしてこの場の雰囲気。

　これまでに二度経験した誓約が発動したあのときと、よく似ている。

「朱音……」

「ユーキ様……」

　朱音の薄いピンク色の唇に、俺の唇が近づいていって――

　ドーン、と。

　不意に凄すさまじい轟ごう音おんが響き、教会全体が大きく震えた。

「なっ、なんだ!?」

「どうでもいいです。ユーキ様、続きを」

「……君、大物すぎないか？」

　鼓膜が破れそうなとてつもない音だったのに、朱あか音ねには少しも動揺が見られない。

　俺おれはさっきの音がなんだったのか、だいたい予想はついている。

　母に連れて行かれたサバイバルでも何度か聞いた――落雷の音。

「でも、雨が降りそうな空じゃなかったよなあ。スコールとかか？」

「あの、ユーキ様？」

「あ、そうか。ちょっと待て、朱音。もしかすると……」

　不審そうな顔をする朱音の肩から手を離し、教会の入り口のほうへ目を向けた。

　大きな扉がほんの少しだけ開いていて、その向こうに人影らしきものが見える。

「うわちゃ、ほら気づかれたよ。会長があんなことするから」

「しょ、しょうがないでしょ。わざとやったんじゃないわよ」

　ぎゃあぎゃあ言い合いながら教会の中に入ってきたのは――これも予想がついていたが、かなみと澪みおだった。二人とも水着の上にパーカーを羽織っている。

「カナミ様、ミオ様……」

　朱音がじーっと見ていることに気づくと、かなみは驚いたような顔をした。

「ち、違うわよ。別に二人の邪魔をしようとしたんじゃないの。いつも人の邪魔をしてるみたいな気がするし、そんなことばかりしてちゃダメだと思って、今回は黙って見守るつもりだったのよ」

「見るのもダメじゃないかな、普通は……」

　俺がぽつりとそう言うと、かなみはぎらりと睨にらんできた。

「うるさいわね！　あなたたちがいなくなって、この島から無線の電波が飛んでるっていうから捜しに来ただけよ！」

　あれ、あの無線機は発信はできていたのか。

「で、ボートで来てみたら、あなたたちが変なことしてるから……」

「そうだよ。どうなるのか、わくわくしながら見てたわけじゃないよ！」

　澪の付け足しで、二人がなにをしていたのかはっきりわかった。

　まあ、捜しに来てくれたのはありがたいが……。

「そ、それに今の雷だってあたしの能力とは限らないでしょ！　自然の雷かも！」

「いやー、それはないだろ」

　どう見ても、教会の外は快晴だ。雲一つないのだから、自然の落雷は無理がある。

「ちぇ、惜しかったです……もう少しだったのに……」

　朱音は、なんか舌打ちしてるし……。

「ていうか、ていうかね！」

「ん？」

　かなみがつかつかと、こちらに早歩きで近づいてくる。

「朱あか音ねさんがおとなしいからって、いろいろ飛ばしていきなり誓いの儀式を始めないように！」

「え!?　それは俺おれじゃなくて、朱音から……」

「わかってるけど、わかってないことにさせて！」

「んな無む茶ちやな！」

　かなみさん、さっきから言っていることが支し離り滅めつ裂れつです。

「まったく、あなたはちょっと目を離したらフラフラと……そんなに遠くに行きたいなら、あたしが地獄に行かせてあげるわ！」

「あ、本家本元です」

「まさか、こんなにすぐに本物の台詞せりふを聞けるとは」

「あなたたちがなにを言ってるのかわからないわ！」

　かなみがわからないのも無理ない。

　恐るべきはかなみと、既にかなみの性格を読んでいる朱音か。

「とりあえず、このイライラだけは発散させてもらうわ……」

「わたしもやっとこうかなー」

　かなみがばりばりと身体からだの周囲に火花を弾はじけさせ、澪みおは手首の柔軟などを始めている。

　今まで、かなみには何度もしばかれてきたが、これに澪が加わったら……！

「ユーキ様、私は離れておきますね」

「えっ、ちょっ」

　かなみたちに気を遣ったのかもしれないけど、せめて朱音がそばにいてくれたら二人の折せつ檻かんも緩ゆるくなるかもしれないのに。

「じゃあ、祐ゆう貴き。ちょっとだけ我慢してね」

「あたしたちの心の安定のために」

「俺の命の安全はどうなるんだ!?」

　うん、二人に見つかったらこうなるのはもう決まっていたわけだな。

　正直、ドツかれるいわれはないんだけど……。

　これも楽園ハーレムをつくる男の宿命とあきらめて、せめて死なないように努力しよう……。



    

  
    
      
２章　ヒメ神ガミたちの熱い夜



　妹が空から降ってきた。

　怖いくらいに星がちりばめられた夜空から、ちかちかと赤く光るものが落ちてくる。

　飛行機のエンジン音が、遠くへと去っていく。

　砂浜で待っていた俺おれのところへ、それはゆっくりと舞い降りてきた。

「…………っ」

　ざんっ、と音を立てて砂の上に着地した妹は小さな声を上げた。

「あいたた、お尻しりを打ちました……」

「申し訳ありません。ご無事ですか、お嬢様」

「平気です。ありがとう、軍曹」

　パラシュートでタンデム降下してきたのは神しん堂どう貴き理りと、その護衛隊長である軍曹だ。

　二人はパラシュートを外し、ヘルメットやゴーグルなどの装備も脱ぎ捨てていく。

　貴理はまとめていた髪をいつものツインテールに結び直して、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ふーっ、意外と怖いものですね。あ、兄様。お迎えご苦労様です」

「おまえな。どうでもいいけど、来るなら普通に来いよ」

　Ｇガールズの一人に、「お嬢様をお迎えに行ってください」と言われて来てみれば。



    

  
    
      



    

  
    
      「船は時間がかかりますし、ヘリでは航続距離が足りません。この島には飛行機は着陸できませんからね。飛び降りちゃいました」

「そりゃまた、せっかちだなあ」

　神しん堂どう家け当主となれば忙しいんだろうけど、スカイダイビングで時間を節約とは。

「ほう、お嬢様のやることに文句があるのか」

　チャキッ、と軍曹が四五口径の拳けん銃じゆうを構える。

「も、文句があるわけじゃ。無む茶ちやはしないでほしいな、みたいな……」

「私がご一緒したんだ。危険などあるわけがない」

「軍曹の言うとおりですね。兄様、心配は無用です。こういうことは軍曹に任せておけば万事問題ないんです」

「も、もったいないお言葉でございまする！」

　軍曹がかしこまって頭を下げる。

　感動してるのはわかるけど、時代劇口調になってるぞ。

　しかし、軍曹はマジで貴き理りに忠誠誓ってるんだなあ……。

「では行きましょう。飛行機の椅い子すは硬いので疲れてしまいました」

　そう言って、貴理はすたすたと歩き始める。

　俺おれと軍曹も貴理の横に並び、ジャングルに作られた道を三人で別荘へと向かう。

「ところで兄様はお疲れですか？　ちょっと顔に疲労がにじんでいるようですが？」

「あー、今日は少しはしゃぎすぎたかな。全力疾走したり、遠泳とかもしちゃって」

　正確には、かなみと澪みおに追いかけ回された挙げ句、海に飛び込んで逃げたのだが。

　ああしないと、マジで命の恐怖も感じたもんなー。

「そうですか。兄様がこの旅行を楽しんでいるのなら、貴理は文句はありません」

「楽しすぎて、一週間も身体からだがもつか心配なくらいだ」

「もたなければ、薬でどうにかします」

「どんなお薬!?」

「さすがに、そろそろヒメ神ガミたちとも次の段階へ進んでほしいですしね。そちら方面を充実させるためのお薬も用意しましょう。なんといっても六人いますからね」

「どちら方面なんだよ！　いらんことしなくていい！」

「…………」

「げっ！」

　すっ、と軍曹が腰の拳銃に手を掛けるのが目に入り、俺は一歩後ずさる。

　かなみや澪は怒ってもさすがに手加減してくれるけど、軍曹の場合はマジで撃ちそうなんだよな……。以前、『王の声オーバーロード』で無む理り矢や理り従わされたことをまだ根に持っていそうだし、俺が貴理に対して失礼なことを快く思ってないようだ。

「ん？」

　軍曹は拳銃に手を掛けたまま、ぴたりと足を止めた。

　なぜか彼女は、ジャングルに真剣な目を向けている。

「どうしたの、軍曹？」

「いえ……お嬢様、申し訳ありませんが他ほかの者に護衛を引き継いでかまわないでしょうか？　私は、この辺りを一回りしてみます」

　軍曹がそう言うと、道の左右に茂っている木々の間から二人のＧガールズが音もなく飛び出してきた。こっそりついてきていたらしい。忍者か君らは。

「私はかまいません。別荘はすぐそこですしね。軍曹、気をつけなさい」

「はい、では失礼します」

　軍曹は軽やかな動作で走り出し、ジャングルの中へと消えていった。

「……どうしたんだ、軍曹は？　よくわからんけど、一人で大丈夫なのか？」

「彼女のことは心配しなくていいですよ。兄様を撃つまで死ねないと言ってますしね」

「そう言ってるなら、おまえが止めておいてくれよ……」

「部下のプライベートに口出しはしませんよ」

「プライベートで俺おれを殺す気なのかよ！」

　完全に私し怨えんじゃねぇか。

　非番のときは銃を持たないようにしてほしいな……。

「それより、早く別荘に行きましょう。貴き理りは、お腹なかが空すきました」

「俺ら、もう食べちゃったぞ。みんな遊び回って腹減ってたし、貴理がいつ来るかわかんなかったしな」

「かまいませんよ。食事は一人でさっさと済ませることが多いですからね」

「……俺も付き合おうか？」

　旅行に来てまで一人で飯、というのはちょっと寂しいだろう。

「兄様は貴理にひどい目に遭わされているのに、お人ひと好よしですね。マゾいですね」

「マゾは余計だろ……」

　しかも、兄貴をひどい目に遭わせてる自覚もあるのかよ。

「本当に心配はご無用です。明日から食事はゆっくりできますからね。兄様も、ごゆるりと過ごしてください」

「ゆっくりとね……」

　今日一日だけでけっこうな大騒ぎだったし、俺に穏やかな時間は訪れるのだろうか。

「わかっていますか、兄様？　これはチャンスなんですよ」

「チャンス？」

「南の島で解放的になった少女たちと、身も心もお近づきになるチャンスです」

「……おまえ、相変わらず身も蓋ふたもないね」

　虫も殺さないような顔をして、大胆なことを言う……。

「兄様が桃もも女じよに来て既に三ヶか月げつも経たっているんですよ。誓約エンゲイジを済ませたヒメ神ガミが二人。それもまだ、誓約以降の関係が進んでるとも言えないでしょう」

「そう簡単にはいかねえだろ。相手はかなみと澪みおなんだぞ」

「竜りゆう崎ざき澪なんて、その気になれば今夜にでも一線を越えることが可能でしょう。鳴なる神かみかなみもそう難しいとは思いませんが」

　二人を、盛りのついた猫みたいに……。

「でも今日は、朱あか音ね様とそこそこお近づきになれたようですね。偉いですよ」

「おい！　なんで貴き理りが知ってるんだ!?」

「何度も言っていますが、貴理が知らないことなどないのです」

　今日の昼間にあったことを、同じ国にすらいなかったはずの貴理が知っているとは。

　褒ほめ方も完全に上から目線だし、妹としてそれはどうなんだろう。

「知らないことがない貴理さんには、いろいろと訊ききたいこともあるんだがな」

「一応、ものはためしで言ってみたらどうですか？」

「……それじゃあ」

　訊きたいことは、本当に山ほどあるが、どうせ答えないんだろうしな……。

「ヒメ神ガミももう六人揃そろったけど、七人目はどこにいるんだ？」

「えっ、それを……訊くんですか？」

　あれ、珍しく貴理があたふたしてる？

「他ほかにもいろいろあるじゃないですか。ヒメ神の謎なぞとか女神はなんなのかとか、千ち華か姉ねえ様の腹黒さとか、朱音様の正体とか」

「ホント、いろいろあるよなー。ありすぎて、もうなにがなんだかわかんないくらいだ。もうこの際だから、謎を解くより先に謎が全部出で揃そろってほしいな」

　そしたら、一つずつ解決していくから。

「……七人目のことは、貴理からはちょっと」

「まあ、そう言うと思ってたけど」

「いいえ、別にこれは兄様への嫌がらせとかそういうことではなくて」

「どれがお兄様への嫌がらせなんだ……」

　心当たりがありすぎて、どれのことかさっぱりだが。

「とにかく、七人目についてはしかるべき時がくれば、兄様は知ることができます。貴理からは言えません」

「……わかったよ」

　まったくもって納得できないが、貴理は言わないことはなにがあっても黙ってる。

　今回は「言わない」ではなくて「言えない」なのは気になるところだが……。





　別荘に着くと、すぐに貴理は食事すると言ってダイニングへ向かった。

　どうにも、質問をするたびに謎が増えてしまうのはなんとかならないものか。

　それとも、もう謎なんて気にせずにヒメ神たちと楽しく遊んでしまったほうがいいのだろうか。

　少なくとも、ヒメ神ガミたちの影カゲヒメ化を回避するには有効な手段ではある。

「でもまあ、今日はもう飯も食い終わったしなあ……」

　ヒメ神の誰だれかの部屋へ遊びに行くのもいいけど、みんなあれだけ遊び回れば疲れているだろう。

　あ、そうだ。

　海から帰ってきてから、軽くシャワーを浴びただけだから、風ふ呂ろにでも入ってくるかな。

　着替えを取りに、二階にある自分の部屋へ戻ることにする。

　部屋のドアを開けると――

「あっ、ユウちゃんおかえりー」

　従姉いとこのお姉さんが、俺おれのベッドの上でくつろいでいた。

「……千ち華か姉ねえ」

「はーい、あなたの千華お姉さんですよ」

　相変わらず制服姿のままで、ベッドにうつぶせになり、お行儀悪く足をばたばたさせている。

「あんた、なにやってんの……」

「昼間はずっとお絵描きしてて疲れたから、回復中」

「だったら、自分の部屋でゆっくり休めばいいじゃん……」

「やだー」

　千華姉はぷいっと顔を背け、枕まくらの上に置いていたスケッチブックを手元に引き寄せた。

　どこから持ってきたのか、色鉛筆でぐりぐりとなにか描いている。

「ユウちゃん、貴き理りっちがもう来たって？」

「ああ、空から降ってきたよ」

　俺は苦笑しながら、ベッドの上にあぐらをかいて座る。

　ベッドはバカみたいにでかいので、千華姉が寝転がっていても充分に俺が座るスペースはあった。

「いつから貴理っちは空くう挺てい部ぶ隊たいに入隊したんだろうね。金持ちはおかしなことするなあ」

「千華姉も同じ家の生まれだろ」

「あたしはしょせん、神しん堂どう家けのはぐれ者だもん。そういう生き方がお似合いだしね」

「はぐれ者っていうなら、俺だろ。十年も家から離れてたんだから」

「ふーむ……よっと」

　千華姉は身体からだの向きを変えると、勢いをつけて上半身を起こした。靴下もはいていないしなやかな生足を、座っている俺の膝ひざの上に載せる。

「ふー、いい足置きだね」

「あのな、千華姉。俺らもガキじゃないんだから、もうちょっと緊張感持とうよ」

　当たり前のように肉体的接触をしてくるのは、いかがなものか。

「そうだよね、子供じゃないんだよね。さてさて、ユウちゃんはお姉ちゃんのおみ足を見てどう反応してくれるのかな？」

「ちょっ、おいっ」

　千ち華か姉ねえは楽しげに足を伸ばして、つまさきで俺おれの太ももをくすぐり始める。

「な、なにしてるんだよ」

「いとこ同士のスキンシップだよ。ほら、なんだかんだで再会してからこっち、ユウちゃんとあまりイチャイチャできてないよね」

「イチャつく必要があるの……？」

　くすぐったさに耐えつつ、俺は答える。

「ふふ、口ではそう言ってても、身体からだはそうは言ってないぜ？」

「おっさんか、あんたは！」

「とんでもない。お姉さんだよー」

　どうやら、お姉さんポジションにこだわりがあるようだ。

「だいたい、イチャつくとかはともかく、スキンシップが足りないのは千華姉がすぐにどっか行っちゃうからだろ」

　俺が住んでた町に出かけたときも、すぐにフラフラいなくなったし、今回の旅行でも一人でスケッチして遊んでいる。これでどうやって、スキンシップを取れというんだ。

「あたしはいつだってフリーダムだから止められない！　ユウちゃんも、落ち着いてるお姉ちゃんなんて嫌でしょ！」

「いや、別に……って、そろそろ勘弁してくれ！」

　千華姉の足は、俺の太ももをくすぐり、お腹なかのほうに移動してくる。足だけで器用に俺のＴシャツの裾すそをめくり上げ、腹にじかに触れてくる。

「おやおや、ユウちゃん、身体がびくびくしてるよ？　お姉ちゃんの足でいやらしい気持ちになっちゃったのかな？　いけない子だなあ」

「ちょっと、これなんのプレイ!?」

「もう、わかってるくせに」

　千華姉は猫みたいな口をして、にやにやと笑っている。

　さっきから千華姉の足が動くたびに、ちらちら水色のパンツが見えてるし……。

　なんだかわからんけど、従姉いとこのパンツで興奮したら負けな気がする……けど……。

「もうダメだ！　これ以上やられたら、お婿に行けない！」

　俺は叫んで、転がるようにしてベッドから降りる。

　はーっ、危ないところだった……。

　あれ以上、千華姉の足技でもてあそばれていたら、俺も男の子だしどうなっていたことか。

　一応、千華姉はこれでも年上だけのことはある……凄すごいテクニックだった……。

「なんだ、もう終わりか。つまんないなあ」



    

  
    
      



    

  
    
      「……退屈なら絵を描いてればいいだろ」

　今度は床の上に座りながら、俺おれは言った。

「もうーっ、ユウちゃんはあたしを誤解してないかい？　お姉さんだって、年がら年中絵ばかり描いてるわけじゃないんだよ」

「俺、千ち華か姉ねえと再会してから絵を描いてるところか、飯を食ってるところしか見た覚えがないよ」

　再会したその日に、おひつのご飯をしゃもじでガツガツ食っていた姿は忘れない。

　今日の夕食も一番食べていたのは千華姉じゃなかっただろうか。

「食べるもの食べて、元気をつけないと、ユウちゃんを襲うこともできないよ」

「あんた、俺を襲いに来たのか!?」

「襲うのもスキンシップの一つだよ。澪みおちんにも襲われたんでしょ？」

「人のトラウマを掘り起こさないように」

　澪に桃もも女じよの地下に連れて行かれ、鉄パイプで足を殴なぐられた上に、アバラを拳こぶしで折られたことは、俺の中ではもう無かったことになりつつあるのに。

「もー、ああ言えばこう言うなあ。あたしはただ、ユウちゃんと一緒にいたいだけなんだよ。他ほかのヒメ神ガミばっかりにかまって、あたしにはツンデレだよね」

「デレた記憶はないけど……千華姉が自由にうろちょろしすぎなんだって」

「ふむ……それもそうか」

　千ち華か姉ねえは細いあごに手を当てながら考え込んでいたかと思うと、いきなりベッドに横になり、ごろごろと転がって床へと落ちてきた。

「ちょっ、危なっ！」

　俺おれは慌てて千華姉の身体からだを受け止める。

　ずしりと重みが両腕にかかり、落とさないように必死に力を込める。

「な、なにしてんだよ、千華姉」

「ナイスキャッチ、ユウちゃん！　君ならきっと捕まえてくれると信じてた！」

「なんだか放ほうり出だしたくなってきた」

「ユウちゃんは大変だよね」

　俺の皮肉をスルーして、千華姉はお姫様だっこされたまま首を傾かしげる。

「あと一人足りないとはいえ、七人も女の子を見てなくちゃいけないんだから。ヒメ神ガミのほうはユウちゃんだけ見てればいいけど」

「……つーか、俺だけ見てるなら、今日みたいにかなみや澪みおにしばかれなくても済むけどな」

　ヒメ神たちが他ほかのヒメ神を気にしない、というのは普通に無理だろう。

「俺が大変なのは事実だけど、そうするしかないもんな。もう誰だれにも……影カゲヒメにはなってほしくないしさ」

「そういうことだよね。確かに、あたしも他のヒメ神たちも、ハルハルだってそう思ってるだろうね」

　ハルカのあだ名、初めて聞いた……。

「うん、影ヒメになんて誰もなりたくない。あたしだってなりたくない。けどさ……」

　千華姉は、俺の頬ほおをそっと撫なでてくる。彼女の手は、ほんの少し冷たい。

「愛されなきゃいけないのも、憎まれなきゃいけないのも、結局はそんなに変わらないんじゃないかな。不自由だし――そう、なにより面倒くさいよね」

「千華姉がなにを言いたいのかさっぱりわからん」

「あーんっ、お姉ちゃんが珍しく珍しく真ま面じ目めな話をしてるのに、ユウちゃんが軽ーく一いつ蹴しゆうした！　そんな子に育てた覚えはないのに！」

「残念ながら、育ちがよろしくないもんで。そりゃ、千華姉の言う意味ではヒメ神も影ヒメも似たようなもんかもしれないけど、それでも違いは大きいだろ」

「ま、ユウちゃんはそう考えるか。うん、よくわかった。ちゅーさせろ」

「なんでやねん!?」

　俺のツッコミにかまわず、千華姉は身体を起こしてむやみやたらに頬にキスしてくる。

　冷たくて柔らかい唇の感触が……！

「なんでいきなりそれなんだよ！」

「うるさーい。あたしはちゅーしたいときに、いつでもちゅーできるんだ！」

「誰が決めたんだ、それ！」

　千ち華か姉ねえは俺おれの首に腕を回し、さらにキスしまくってくる。

　ここは逃げないと――って、身体からだが動かない!?

「ふふーん、あたしの能力をもうお忘れかな？　ユウちゃんが身動きできないようにするなんて、楽勝なんだよ。ちゅー♪」

「こんなことで、力を使うなよ！」

　千華姉の能力は重力操作。大した力じゃないが、人間一人の動きを止めるには充分すぎる。身体がずっしりと重くなり、床に縫いつけられたように動けない。

「はー、これでじっくりユウちゃんのほっぺを味わえる……」

「あのな……」

　貴き理りは――この従姉いとこをなにか企たくらんでいるとして、危険視している。

　朱あか音ねも千華姉に含むところがあるようだ。それに、あのとき朱音が口にしていた『失墜の星ダウン・フオール』という言葉。

　ヒメ神ガミであり、神しん堂どう家けの一族でもある千華姉は重力操作や美を司つかさどる他ほかに能力を持っている可能性がある。『失墜の星』がその能力だとして、いったいどんな力なのか。そして、それをどう使おうとしているのか。

　という感じで、けっこう悩んでいたのだけど――のんきに俺の頬ほおを味わってる姿を見てるとバカバカしくなってくる。

　千華姉はわけのわからん人ではあるが、悪い人間だとはとうてい思えない。

　なんだかんだ言っても、昔から知っている、俺にとっては大切なお姉さんなのだ。言うと調子に乗るから、口には出さないけれども。

「んー、どうしたの、お姉ちゃんの顔をじっと見ちゃって。ユウちゃんもあたしにちゅーしたくなってきた？」

「んなわきゃねえ。つーか、そろそろ離してくれ」

「旦だん那なー、ちょっといいっすかー」

　いきなりドアが開いて、メイド服姿のマツリが部屋に入ってくる。

「っと、千華様。今夜もご機嫌うるわしゅう」

「はいはい、マツリんはどうしたのかな？」

「ちょっと旦那に連絡が。お風ふ呂ろの用意ができたんで、ちゃっちゃと入ってください。タオルとか着替えとかは脱衣場に置いてあるんで」

「……おまえ、この状況を見て業務連絡する前に言うことないのか？」

　俺が床にへばりつくように座って、千華姉は俺の頬をくわえるようにしてキスしてる真っ最中だっていうのに。

「いちいち、ハーレム王の旦那のやることに驚いてらんないっすよ。風呂は二階のトイレの奥にある第二浴場のほうを使ってください。一階の第一浴場のほうはヒメ神様たちが使ってるんで、下へ手たに入って鳴なる神かみ会長と鉢合わせでもしたら、旦那をここで埋葬しなくちゃならなくなるんで、面倒な仕事を増やさないようにお願いするっす」

「せめて、遺体は日本に連れて帰ってくれ」

　第二浴場のほうを使う、というのはしっかりと覚えておこう。

　もしかなみと鉢合わせしたら、マジでマツリの言うとおりになる。風ふ呂ろ場ばと言わず、一階に近づかないくらいのつもりでいよう。

「それと、ウチは今日はこれで上がりにさせてもらいます」

「あ、そうだ。ねえマツリん、おシズの様子はどんな感じ？」

「ん？　シズカがどうかしたのか？」

「妹は、ちょっと体調が悪いんすよ。少し熱があるくらいで大したことないですけど、今夜はシズカに付き添っておいてやろうと思って」

「なるほどな」

　シズカはどう見ても身体からだが弱いとは思えないが、屈強な兵士でも風邪もひくし腹だって壊す。急に環境が変わったせいかもしれない。

「……旦だん那な。早上がりだからって、お給料減らされたりしないっすよね？」

「しないから、早くシズカのところへ行ってやれ」

　まだ重力操作を受けながらも、俺おれは手を振ってマツリに行けと合図する。

　マツリは嬉うれしそうに頷うなずくと、ぱたぱたと部屋を出て行った。

「そうか。千ち華か姉ねえ、あんたシズカが寝込んでて暇なんだろ……？」

「うーむ、そうとも言うねえ」

　千華姉はまだしつこく俺にキスしながら、にやりと笑った。

　事情はわかったけど、そろそろ解放してもらえないもんだろうか……。





　ざぶん、と勢いよく湯船に身体を沈める。

　お湯がかすかにグリーンがかっているところを見ると、入浴剤が入っているのだろう。いい香りもする。心なしか、つかっているだけで気分がいい。

　第二浴場はその名のとおり、サブとして使っているのだろうが、洗い場は十人くらいが同時に使えそうだ。湯船も充分に広くて、一人で使うのがもったいないくらいだ。足をめいいっぱい伸ばして身体をほぐせる。

「あ～、気持ちいい～。癒いやされる～」

　つーか、そんなに疲れてるのか俺。

　軍曹の訓練のおかげで体力はそこそこついているのに、それでもヒメ神ガミの相手をするのは大変ってことか。

　千華姉も言ってたけど、今は六人で最終的には七人だもんな。

　しかも浮気じゃなくて、全員と本気で付き合わなきゃいけないという……。

　もう、ヒメ神たちのことしか考えない――くらいじゃなきゃ、難しいかもしれない。年中女の子と遊んでばかりっていうのもどうかと思うが、それが俺のやるべきことなのだ。

「はー、貴き理りの言うとおり、この旅行もチャンスではあるんだよな」

　みんな疲れてるかもしれないけど、風ふ呂ろから上がったら誰だれかに会いに行ってみるか。

　一番身の危険が少なそうで、なおかつ話が通じる相手となると……。

「ん？」

　ふと、妙なことに気づいた。

　風ふ呂ろ場ばの天井で、赤い光がぴかぴかと点滅している。

　よく見ると、拳こぶし大だいくらいの丸いプラスチックの物体が天井に取りつけられている。

　なにかの警報機に見えるような……。

「もしかして、なんか異常があるのか？」

　ガス漏れとか、水回りの異常とか、それとも……。

　俺おれは湯船から上がって、赤い光の下に立つ。

　あれが警報機だとして、どんな異常を報しらせているのか。火災報知器にも似ているけど、けっこう天井が高いのでなんの装置なのかよくわからない。

「んー、風呂上がってメイドに訊きくしかないか」

　ぽつりと独り言をつぶやいたそのときに。

　不意に、床が消失した。

「――――っ!?」

　俺の身体からだは重力に引かれて、そのまま落っこちていく。

　って、なんだなんだ、なんの罠わななんだ!?

「ぶわっ!?」

　落下していたのはほんの一瞬だけだった。

　次の瞬間には、俺はどこかの水――いや、お湯の中にいた。

「ぐぐっ…………ぷはぁっ！」

　勢いをつけてお湯の中から飛び出し――今度は、なにか柔らかいものに顔を塞ふさがれた。

「んんっ!?　今度はな――んだ――？」

「おや、祐ゆう貴き。いらっしゃい」

　柔らかいものに顔をくっつけたまま、少し視線を上げると。

「いきなり大胆だね。いい傾向だよ」

　にっこりと笑う澪みおの顔があった。

　俺の顔を塞いでいた柔らかなもの――それは澪の胸だった。

「え、なんで澪が……つーか、どうなったんだ、俺？」

「さあ、それはわたしにも。祐貴がいきなり天井から落っこちてきたんだよ。ここは、一階のお風呂。で、わたしが入浴中。あ、違うか」

　澪はそう言って、ちらりと後ろを見た。

　俺もつられて、そちらに目をやると。

「わたしたちが入浴中」

「…………」

　俺おれは目の前の光景を眺め、ゆっくりと視線を左右に動かす。

　身体からだを洗っているところだったらしく、泡だらけのかなみ。

　洗い場の真ん中で、ぼけっと全裸で突っ立っている慧けい。

　澪みおから離れたところで、のんびり湯船につかっているハルカ。

　タオルで身体を隠して、こっちを楽しそうに見ている千ち華か姉ねえ。

　それに、洗い場の隅っこに座り込み、身体を丸めて必死に裸を隠そうとしている涙目の朱あか音ね。

　要するに、六人のヒメ神ガミが勢せい揃ぞろいしていた。

　素っ裸のヒメ神たちが、今まさにお風ふ呂ろタイムの真っ最中だった。

　そう、さっき澪が説明したとおり、ここは一階の風呂――第一浴場なのだ。

　ヒメ神たちが使う、お風呂なのだ。

「ち、違うんだよ……！」

　なにが違うのか自分でも説明できないまま、俺は思わず湯船に身体を沈める。

「……なっ、なんでこんなことに？」

「そんなのどうでもいいよ。やっと、祐ゆう貴きがわたしの胸に飛び込んできてくれた！　ぎゅーっ！」

「うおぉっ!?」

　澪は自分の胸をぎゅっと左右から押しつぶすようにして、俺の顔に押しつけてきた。

　む、胸が顔の左右から当たってきてる！

　澪のふくらみで顔を挟まれてる！

「ちょっと待て、澪！　俺にはなにがなんだか……！」

　慌てて澪の胸から顔を離して、ぎょっとする。

　むき出しの、なにも着けていない澪の胸がどーんと視界に入ってきていた。

　湯船に浮かんでいる大きな二つのふくらみと、その頂点にあるつやつやとしたピンク色の乳首があまりにも近いところにある。

「ご、ごめん。別に見るつもりじゃ……！」

「わたしはとっくに、いつ見せてもいいと思ってたよ」

　澪はにやっと笑うと、俺の頬ほおをぐっと掴つかんで顔を寄せてきた。

「揉もんでも舐なめてもくわえてもいいから、その前にまずこっちね」

「……っ！」

　澪が唇を重ねてきて、さらに身体をぎゅっとくっつけてくる。

　む、むむむ胸が当たってる！　ち、乳首の感触までばっちりと！

「んー…………むぐむぐ」

　澪が俺の唇をむさぼるように吸い、舌が口の中に入り込んでくる。

「んむむ……んんっ……」



    

  
    
      



    

  
    
      「……くっ、待てって！　なんでいきなりこんなことに！」

　俺おれは渾こん身しんの力を振り絞って澪みおから離れ、湯船の中で体勢を立て直す。

「なんだかわからんけど、とにかく俺は上の風ふ呂ろに戻るから！」

　と、湯船のへりを乗り越えようとして、俺はぴたりと動きを止める。

　ヒメ神ガミの皆さんの視線が、こっちに集中していた。

　うん、今の澪とのアレコレを全部見られてたわけだよな。

　ていうか、このまま全裸で湯船から出ると、俺が見ちゃいけないものを見ることになるのと同時に、見せちゃいけないものが丸出しになっちゃうんじゃないでしょうか？

　俺は無言で、再び湯船に身体からだを沈める。

「そろそろ……あなたがなにをしてるのか、聞かせてもらえないかしら？」

　かなみが腕で胸を隠しながら、無表情で尋ねてくる。

　その疑問はもっともだ。

　俺としても、やましいことなどないことを知ってもらわなければならない。

「えーと、二階の風呂に入ってたら、天井でなにかがぴかぴか光ってて――」

　自分がここに来てしまった経緯を丁寧に説明する。床が開いて下の階に落とされるとか、まるで漫画みたいで嘘うそっぽいが、実際そうなったのだから仕方ない。

「……なるほど、話はよくわかったわ」

　かなみが目を閉じて、こくりと頷うなずく。

「え、わかってくれたの？」

「あなたが天井から降ってきたのは事実だからね。そこは疑わないわ。ただ……」

　来た。

「そこまで細かく説明しなくていいのよ！　さっさと出て行きなさい！」

「ダメ」

「いけませんわ」

　かなみの言葉に、瞬時に澪みおとハルカがダメ出しをする。

　そして、澪とハルカが俺おれに近づいてきて、両側からしっかりと俺の肩を掴つかんだ。

「出て行くことはありませんわ、祐ゆう貴きさん。ここに来たのもなにかの縁です」

「縁じゃなくて、貴き理りの罠わなだと思うんだけど……」

　言うまでもなく、こんな仕掛けを用意できるのは貴理しかいない。

　そして、これまでいろんな目に遭っておいて、あの程度の罠に引っかかるバカも俺くらいしかいないだろう。あはははは……。

「なんだか不気味に笑ってらっしゃいますが、それは置いておきましょう。祐貴さん、ゆっくりくつろいでいってください」

「そうそう、別にわたしたちは気にしないから」

　二人が、さらに身体からだをくっつけてくる。澪の豊満な胸と、ハルカのすべすべした柔らかな肌の感触が……！　こんなに肌色が多いハルカを見たのは初めてかもしれない。

「なに言ってるの、二人とも！　あたしは気にするわよ！　みんなも気にする……わよね？」

　かなみがトーンダウンしたのは、堂々と全裸を晒さらしている慧けいと、にやにやしている千ち華か姉ねえが目に入ったせいだろう。

「え、えっと……朱あか音ねさん！　あなたはどうなの！」

「タ、タオルを巻いてもいいのでしたら……」

「…………」

　朱音にまで条件付きで賛成されてしまい、かなみが二の句を継げなくなっている。

「おかしいわ……あたし、常識的なことを言ってるのに……。なんで孤立してるの？」

「まあまあ、会長もそう気にしないで。わたしたちヒメ神ガミは、愛されなきゃいけないんだよ？　肌と肌のふれあいで、しっかり愛してもらうチャンスでしょ」

　澪が嬉うれしそうに笑いながら言った。

「この状況で向けられるのは、愛情じゃなくて劣情でしょ」

「似たようなもんだよ。わたしなんて、祐貴に胸揉もまれてるときは、愛情注がれてるなーって、ヒメ神としての幸せを感じるよ」

「それは澪さんがエロ女だからよ」

「本当、会長はどんどん言葉が荒くなってきてるよねー。名家、鳴なる神かみ家けの後継者なんだから、もっとおしとやかにしないと」

　澪みおの言うこともごもっとも。

　一応、かなみが庶民出身だということは基本的に秘密のはずなのに、お嬢様からかけ離れた言葉遣いを気にしなくなっているような気がする。

「ふふ、荒っぽいかなみさんも私は嫌いではないですわ。さあ、かなみさんもこちらにいらっしゃい。いいお湯ですよ。みなさんで堪たん能のうしましょう。どうしても嫌でしたら、上がってもかまいませんけど。私たち五人で祐ゆう貴きさんにはべるだけですから」

「…………」

　うん、なんでもいいんだけど……。

　俺おれの意志が完全に無視されてるのは気のせいだろうか。





　ふと、妙なことに気づいた。

　この第一浴場の洗い場は第二よりもずっと広いのに、湯船だけがどうも狭い。

　七、八人でつかったらぎゅうぎゅうになるように計算されているかのように。

「というか、どうしてあたしが祐貴君の隣なの……？」

　不機嫌さを隠そうともせずに、かなみが言った。

　かなみと朱あか音ね、それの千ち華か姉ねえの三人はタオルを巻いて身体からだを隠している。ちなみに、俺もタオルを腰に巻かせてもらった。

　そこまではいいのだけど……。

「は～、いいお湯だね、祐貴」

　見事なまでに全裸の澪が身体を寄せてくる。生の胸が腕に当たってるんですけど！

「祐貴、あまり動いちゃダメだよ。狭いんだから」

「いや、あのな……ホント、この状態はどうなんだよ」

　俺の左右にかなみと澪。

　後ろにハルカと千華姉が背中合わせにくっついていて、さらに目の前には朱音がこちらを向いて、座っている。

　慧けいだけは、湯船のへりに腰掛けて、足をお湯につけている。おかげで、湯船に少し隙すき間まがあるのだけど、すべてが丸見えなので、とてもそちらに目は向けられない。

「祐貴さんもかなみさんも文句はいけませんわよ。誓約エンゲイジを済ませているお二人が隣にはべるのは当然のことですわ」

「いくらなんでも、一緒にお風ふ呂ろは段階をいろいろ飛ばしすぎじゃないの！」

　ハルカの言うこともわからないでもないが、こればかりはかなみが正論のような。

「いやいや、かなみん。男女の恋には段階も順番もないんだよ。脱ぎたいときに脱ぐ。見せたいときに見せる。それでいいじゃん」

「よくありませんよ！」

　うん、千華姉の言葉にはなんの説得力もないな。かなみと澪の裸を描きたがっていた千ち華か姉ねえには、この状況は願ったり叶かなったりだろう。

「ちょっとバカバカしいと思ってたけど、なんだかもう本当に楽園ハーレムになってる……」

　一人だけ湯船のへりに座って俺おれたちを見下ろせる位置にいる慧けいが、ぽつりとつぶやいた。

　ていうか、窮屈になってもいいから、慧もお湯の中に入ってくれないかな。マジで目のやりどころに困る。

「まったくだわ。着々と楽園が完成しつつあるのが、微妙に納得できないわね……」

「会長、今さらなにを言ってんの？　祐ゆう貴きが桃う女ちに来たときから、楽園をつくるって話だったでしょ。むしろ、一番最初に祐貴にころっと参っちゃったくせに」

「ま、参ってなんかいないわよ！　主導権を握ってるのはあたしのほうだもの！　あたしがひざまずけと言ったら祐貴君はひざまずくし、死ねと言ったら頸けい動どう脈みやく切って自分の血で溺でき死しするはずよ！」

「…………」

　おかしい、いつの間にかなみと俺に主従関係が生まれてたんだろう……。どうでもいいが、死ぬならもっと穏やかな死に方をしたいもんだが。

「つくづく思いますけど、ツンデレとは身近にいると厄やつ介かいなものですわねえ。そんな風に意地を張っていると、もらえるはずの愛情までもらえませんわよ」

　ハルカが意味ありげに言って、背後から、細い指で俺のあごをくすぐるように撫なでてくる。

「ヒメ神ガミは『誓約エンゲイジ』を済ませて、初めて愛情を受け取ることができるのでしたわね。まだ『誓約』していない四人は愛情をもらうこともできないのに、かなみさんは少し贅ぜい沢たくじゃないかしら？」

「ううっ、それは……」

　かなみが言葉に詰まっている。

　特に、『誓約』を交わす前に影カゲヒメになってしまったハルカに言われるとリアクションに困るのはわかる。

　そもそも、影ヒメとも『誓約』は交わせるのだろうか？　まだ『誓約』の発動条件すらはっきりしていない現状では、想像もできない。

　さらに、『誓約』を交わしていれば影ヒメにならないという保証すらないのだ。

　どうしても、先日の桃もも女じよ地下探索のときに見た、黒い影のことが頭から離れない。

　影ヒメとは無関係とは思えないし――あれのことを思い出すと、心がざわついてしまう。

　俺がやらなければならないことは、ヒメ神たちと『誓約』を交わすこと。

　そして、すべてのヒメ神たちに愛情を注ぐことだ――

「きゃっ!?」

「おっ」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げたのはかなみで、嬉うれしそうな声を出したのは澪みおだ。

　俺がかなみと澪の肩を抱き寄せて、二人とぴったり肌を密着させたのだ。

「ちょ、ちょっと祐ゆう貴き君、あなたなにをして……」

　かなみが顔を真っ赤にして、俺おれを睨にらんでくる。

　その反応は、もちろん予想していたので驚かない。

「あー、まあ……かなみも澪みおも、もっとこっち来たら？」

　澪の胸や肌の柔らかさはもちろん、かなみのバスタオルからこぼれてる巨乳もエロすぎる……。

「あ、あなた調子に乗らないでよ！」

「ではお言葉に甘えて」

　かなみと澪が、わかりやすい反応を見せる。

　調子に乗ってるといえば、確かにそのとおりだ。

　だが、以前に貴き理りが言っていたことも思い出した。ヒメ神ガミは愛情を注ぐだけでもダメで、相手は女の子なのだから肌を重ねることも大事だと。

　そんなことに関係なく、下心だけで二人を抱き寄せてる気もするが、それは男の子だから仕方ないとしよう。

《怒ってるかなみも可愛かわいいし、澪は素直でいいよな》

「かっ、可愛っ……あなたはこりもせずにまたそんな……ことを……」

　俺が『王の声オーバーロード』を使って語りかけると、かなみは消え入りそうな声で言い、恥ずかしそうに目を伏せる。

　澪はにやにや笑って、俺に顔を寄せてくる。

「わたしは欲望に素直だからね。んー、ちゅう」

「あっ！」

「ああっ！」

　澪と唇を重ねると、かなみと朱あか音ねがびっくりしたような悲鳴を上げた。

　もう澪とのキスは慣れたもんだけど、人が見れば驚くか……。

《かなみもそろそろキスしとくか？》

「バカを言わないでっ。あ、あたしがもしそんなことするとしたら、冥めい土どの土産にするときだけよ！」

「キスが死亡フラグか……ありがちありがち」

　慧けいがぼそりとつぶやく。

　この子、完全に我関せずで観察側に回ってるな。

《じゃあ、キスはやめておくよ。今は抱き寄せるだけで我慢しとく。それならいいか？》

「よ、よくないわ……」

　そう言いつつも、かなみは身体からだを寄せてくる。口ではそう言っても身体は正直じゃないか――なんて冗談でも言ったら、かなみはみんなを巻き込んででも電撃を放ちかねない。

　俺も少しだけかなみのほうに身体を寄せ、彼女のクセのある栗くり色いろの髪に唇をつける。

「ひゃっ……！」

　かなみがくすぐったそうにするが、俺おれにされるがままになってくれる。

《おー、かなみの髪、ふわふわしてていい匂においがするな》

「バ、バカ……っ！」

　なんと言われようが、彼女の髪は本当に柔らかくて、ずっと口で触れていたいくらいだ。

　あー、いい気分だな。

　かなみと澪みおの身体からだの感触と、ヒメ神ガミたちがみんな周りにいてくれる。

　ホント、マジで楽園ハーレムだよなあ……。

「やっぱり『誓約エンゲイジ』ですか……」

「ん？」

　目の前で、朱あか音ねがなぜか暗い顔をしていた。タオルを巻いた胸元の辺りで、手をもじもじと動かしている。

「どうしたんだよ、朱音？」

「わ、私のほうはいつでも準備はできてます。冥めい土どの土産じゃなくても……その……」

「ん……？」

「えーい！」

「わっ」

　朱音がばっと顔を上げたかと思うと、いきなり唇を寄せてきた。

　俺と唇が重なろうとした瞬間――朱音は顔をわずかに背け、唇ではなく頬ほおに口づけてきた。

「あうっ！　ううう……」

　一瞬だけ俺の頬に唇をつけて、弾はじかれたようにさっと離す。

「す、すみません。今はこれがせいいっぱいです……」

「い、いや。無理をしなくていいんじゃないか？」

　俺は朱音に笑いかけながら言った。彼女みたいな奥手そうな子には、いくらなんでもキスなんて早すぎる。特に今は人前なのだし。

「……なんか、祐ゆう貴き君は朱音さんには甘いわよね」

「会長があんまり怖がらせるから、おとなしい子が好みになったんじゃない？」

「ボクもけっこうおとなしいけど、まだロリコンへの目覚めを待ってるところだから」

「いやいや、ユウちゃんはお姉さん好きだよ？」

「ロリコンでも年とし増ま好みでもかまいませんわ。嗜し虐ぎやくの心さえお持ちであれば」

　みんな、好き勝手なことを言ってる……。

　微妙に毒舌が混ざったお言葉もあったが……。

「うん、とりあえず今日のところはこんなもんでいいかな」

　俺は一人でつぶやいて、かなみと澪の肩から手を離す。

　そしてタオルが外れないように押さえながら、湯船から立ち上がる。

「じゃ、みんな。あとはごゆっくり」

　裸のヒメ神ガミたちをできるだけ見ないようにして、浴槽から出て、すたすたと振り返らずに出口のほうへ歩いて行く。

「えーっ、祐ゆう貴きもう終わりなの？」

　澪みおの残念そうな声が聞こえたが、戻るわけにはいかない。

　だって、もう限界なんだもん。

　これ以上、裸のヒメ神たちと一緒にいたら、抱き寄せるだけとかキスだけじゃ済まない。

　さすがにここで、六人のヒメ神相手に不ふ埒らちな行為に及ぶのは無理だ。

　ヒメ神たちと一緒にお風ふ呂ろ。

　俺おれ、今夜はもう充分に頑張ったよな？





「あはは、兄様。まだですよ」

　がらりとガラス戸を開けて脱衣場に出ると、そこには笑顔の妹の姿があった。

　華きや奢しやな身体からだにバスタオルをきちっと巻きつけて、俺が出てくるのをわかっていたみたいに、ガラス戸のすぐそばに立っている。

　後ろにはＴシャツ姿の軍曹が控えている。この人、どこかに姿を消してたけど、もう戻っていたのか。

「兄様、せっかくのチャンスなんですから、無駄にしてはいけません」

「チャンスっていうか、おまえの罠わなだろ！」

「ええ、罠です。まあ、兄様にしては頑張ったほうですけどね」

　貴き理りは偉そうに言ってから、手にしていたスマートフォンに目を向けた。

　待てよ。

「まさか、それの液晶には風ふ呂ろ場ばの映像がリアルタイム中継されて――」

「はい、兄様。もう一度張り切っていきましょう」

　貴理が手を伸ばして俺の胸にとん、と触れる。

「――――！」

　これまで何度か体験した、急激な視界の揺れ。

　一気に意識が遠のいていき――

　同じくらい唐突に、意識がはっきりした。

「ま、またか……」

　俺はいつもと視点が変わっていることに気づく。

　一応鍛えていて、あのかなみをも赤面させたたくましいボディはどこにもなく、肩を触ってみてもそこは恐ろしく細く、肉づきが薄い。

　今の俺は意識が――いや、魂が貴理の身体の中に入ってしまっている。

　神人一体ホーリイ・ワン。

　貴理が持つ能力で、本来は神の魂をみずからの肉体に降臨させる能力だという。

　しかし、神だけでなく、双子である俺おれの魂も自分の身体からだに宿らせることができるのだ。

『ふふ、兄様聞こえますか？』

　頭の中で貴き理りの声が響いた。俺のほうからは声を出しても、心で話し掛けても会話することができる。

『兄様と一つになるのは久しぶりですね』

「誤解を招く言い方をすんな」

　あくまで俺の魂が貴理の中に入っているだけだ。やましいことはなにもない。

　ちなみに、俺自身の身体は単なる抜け殻となっている。俺の魂が抜けると同時に軍曹が支えてくれたようで、ぐにゃりとなって彼女にもたれかかっている。

『では、お風ふ呂ろに戻りましょうか、兄様。堂々と見て大丈夫ですよ。いえ、堂々としてもらわないと、むしろ貴理が怪しまれます。目を逸そらしたりするとかえって変な趣味があると思われますからね。可愛かわいい妹を守ってくれますよね、兄様』

「可愛い妹なら守るけどね……」

『ありがとうございます』

　今のは皮肉なんだけど……それをわかっていていいように解釈するのが、妹の恐ろしいところだ。

「もしかしなくても、もう一度ヒメ神ガミたちと風呂に入れっていうのか？」

　桃もも女じよに編入したばかりの頃ころにも、貴理の身体に宿ってかなみと風呂に入っちゃったことがあったけど……。

『以前にも言いましたが、ヒメ神たちを攻略するためです。彼女たちが兄様には言えないことを、貴理の姿なら聞けるかもしれません。兄様が、ヒメ神たちが言えずにいることを察してあげられるほど鋭い方なら、こんなことをする必要もないんですけどね』

「……素晴らしい追い込み方だな」

『それほどでもありません』

　声しか聞こえなくてもわかる……妹がほくそ笑んでいるのが……。

「おまえは、俺に嫌がらせするのが趣味なのか？」

『生いき甲が斐いです♪』

「もっとダメだ！」

　この妹、もうダメだ。

　十年前に戻って再教育したい！

「さっさと行け、神しん堂どう祐ゆう貴き。おまえの身体は部屋に運んでおいてやるから。そんな格好のままでここにいては、お嬢様が風邪をひく」

「はいはい」

　軍曹に睨にらみつけられ、俺はしぶしぶ歩き出す。

　俺の身体を丁寧に扱ってくれることを祈りつつ、再び浴場の戸を開いた。

「うっ……！」

　思わず悲鳴を上げそうになり、必死にこらえる。

　ヒメ神ガミたちがみんな湯船から出て、身体からだや髪を洗っている真っ最中だった。

　もちろん、もう誰だれもタオルなんか巻いてないし……。

「あれ、貴き理りさん、いらっしゃい。そういえば、貴理さんとお風ふ呂ろなんて初めてかもしれないな。どうぞどうぞ、遠慮なく」

　人懐っこい澪みおが感じのいい笑顔を見せて、手招きしてくれる。

　澪って俺おれに対しても最初からフレンドリーだったけど、面倒見のよさという意味ではヒメ神の中でも一番かも。体育会連合の連中にも慕われてるもんなあ。

「貴理さん？　どうしたの？」

「あ、いいえ。み、みなさんのお邪魔にならないかと思いまして」

　できるだけ貴理の口調を真ま似ねながら言った。

「すぐに洗って上がりますね。ヒメ神のみなさんでごゆっくり」

　俺はこそこそと、洗い場の隅っこへ移動する。みんな完全に油断してるから、いろいろ丸見えだし。

　と思ったら、隅には先客がいた。

　あのいつも輝かしいオーラを放っているかなみが、隠れるようにして洗い場の隅でぼんやりしている。

「…………？」

『なにしてるんでしょうね、鳴なる神かみかなみは？』

　頭の中で貴理が質問してきた。それはこちらが訊ききたいくらいだ。

　かなみはぼけーっと洗い場の鏡を眺めながら、時々思い出したように自分の髪をいじっている。よく見ると、口元が笑っているような……。

「かなみん、なにしてるの？」

「……え？」

　千ち華か姉ねえが横に座って話し掛けても、かなみはまだぼんやりしたままだ。

　どうしちゃったんだ、いったい？

「ははーん。さっき、ユウちゃんに髪を褒ほめてもらったのを思い出してニヤニヤしてたっってところだね。ふーむ、そりゃ邪魔しちゃいけなかったかな」

「ええ、そうですね……」

　嘘うそだろ、まさかかなみがそこで頷うなずくとは……。

『兄様、さっき王の声オーバーロードでささやいたでしょう。相当効いているみたいですね。というか、鳴神かなみはもうすっかり兄様にやられてますね。これは、まだキスもしてないのが残酷なくらいですよ』

「あのなあ……」

　確かに、そろそろキスくらいしても、怒られるだけで嫌がられはしないかもしれないが。

　やっぱりキスするとなると、それなりのムードってものが必要じゃないだろうか。少なくとも、他ほかの女の子たちと風ふ呂ろに入りながらやることではない。

「私も頑張らないと、頑張らないと……婚約者だからって油断してたら……」

　ぶつぶつ言いながら、朱あか音ねが風呂から出て行くのが見えた。

　なんだかわからんが、あっちもだいぶ参っているような……。

「んじゃ、邪魔しちゃ悪いからあたしはちょいと離れよう。つーか、そろそろ暑くなってきたから、もう上がろうかな」

　千ち華か姉ねえはかなみから離れ、ぺたぺたと歩いてこちらに近づいてくる。風呂でもポニーテールにしたままのしっぽがゆらゆら揺れている。

　うわ、千華姉は貴き理りと体型似てるけど、胸の大きさだけは全然違うなあ。

『兄様？　なぜ、自分の――貴理の胸をぺたぺた触っているのでしょうか？』

　わ、悪い！　別に深い意味はない！

　と、心の中で妹に弁解する。

　この腹黒妹も一応女の子なので、胸の小ささについては思うところがあるらしい。

　なにを考えていたかまでバレていないことを祈ろう。

「貴理っちはごゆっくり。たまには貴理っちも女の子と一緒に遊ばないとね」

「はぁ。お気遣いどうもです」

　俺おれは、千華姉に向けて小さく頭を下げる。意外と、この姉ちゃんもまともなことが言えるんだな。

「ああ、そうそう」

「はい？」

　千華姉が俺の横でぴたりと足を止め、ぽんと肩を叩たたいてきた。

　そっと顔を寄せてきて、俺の耳元にささやいてくる。

「みんな、それぞれの思惑で動き始めてる。貴理っち、君の願いが叶かなうとは限らないよ。ヒメ神ガミたちもユウちゃんも、思いどおりにはならない。すべてを手に入れることはできないってことを知るべきだよ」

「…………」

　今まで聞いたこともない、真剣な口調だった。

　俺が慌てて千華姉のほうを向くと、彼女は口元に薄い笑みを浮かべていた。

　その笑みはとても綺き麗れいで――だがどこか、恐ろしくも見えた。

「千華ね――千華姉様、あなたは……！」

「じゃあね」

　千華姉は、今度は俺の背中をぽんぽんと叩いて離れていく。

『兄様、千華姉様のことはいいです。それより、ヒメ神たちに女同士という利点を最大に利用したセクハラを』

　優先するのはそっちなのか!?

　いやいや、状況がなんだろうと今のを聞き逃すわけにはいかない。

「待ってください、千ち華か姉ねえさ――」

　言いかけて、視界がぐらりと揺れた。

　あれ、これは――！

　さらに視界が大きく揺れて、千華姉の後ろ姿――ポニーテールのしっぽと、白い背中、きゅっと引き締まったお尻しりが何重にも見える。

　おかしい、どうしてこんなことに――！





「…………っ！」

　まぶたを開けると、淡い灰色の天井が目に入ってきた。

　俺おれは周りを見渡し、自室のベッドに寝ていることを確認すると、身体からだを起こす。

「……俺、なんでここにいるんだ？」

　自分の身体を触ってみる。

　さっきまでの貴き理りの細い身体とはまったく違う。妹の悲しいくらいの貧乳も、硬い胸板に変わっている。

　そう、自分の身体に戻っているのだ。

　軍曹が俺の部屋に運んでくれたのだろうが……。

　不意に、電子音が鳴り響いた。

　ベッドそばのテーブルに置いてあったスマートフォンだ。俺は素早くベッドから降りて、スマートフォンの通話ボタンを押した。

「はい」

『あ、兄様ですか。あなたの貴理です』

「おまえ、どんなときでもなにか付け加えないと気が済まないのか？」

『だいたいそんな感じです。こちらはお風ふ呂ろを出て、脱衣場にいます』

　電話の向こうから聞こえてくる妹の声は、いつもより少し真剣に感じられる。

「まあいいや。どうなってるんだ、いったい」

　俺は電話をぎゅっと握りしめる。

「おまえの能力は、直接身体を触れ合わせていないと、魂の移動はできないはずだろ？」

『……ええ、そのはずです』

　今まで『神人一体ホーリイ・ワン』を使ったときは、例外なくそうだった。

　貴理と俺の身体の一部が触れ合っていないと、魂を宿らせることも元に戻すこともできなかった。

　というより、それらはすべて貴理の意志でやっていたはず。

『貴理は兄様の魂を戻した覚えはありません。気づいたら、貴理の中から兄様が勝手に抜けていました』

「勝手にって……」

　なんだか引っかかる言い方だ。

『千ち華か姉ねえ様がなにかしたのかとも思いましたが……姉様は何事もなかったように、お風ふ呂ろから出て行きましたし』

「……千華姉がやったなら、ほくそ笑んだりしそうなものだよな」

　それは、俺おれたちが知る千華姉にはあり得ない行動だ。

『理由はわかりませんが、誰だれがやったにしろ、誰もやってないにしろ、ここで貴き理りが動揺するのは面白くありません』

「おまえ、人に弱みを見せたがらないっつーか、けっこう負けず嫌いだな……」

『貴理は普通にお風呂に入っておきます。兄様は、今日はもういいですから、あとはヒメ神ガミたちの裸でも思い出してニヤニヤしていてください』

「おまえ、兄をなんだと……いや、ちょっと待て。千華姉がやったんじゃなくても、さっき千華姉が言ってたのはなんだ？　貴理の願いがどうとか……」

『あれは気にしなくていいです。抽象的すぎて、貴理にもいまいちわかりませんでした』

「本当かよ……」

『それでは兄様。愛してます』

　さらりととんでもないことを言って、妹は電話を切った。

　どうも、さっきの貴理の言葉には嘘うそはないように思えた。

　魂がいきなり元に戻ったのも、千華姉の言葉も、貴理にすら理解できないことなのか。

　あのなんでも知っている妹にも、把握できない事態が起こるとは。

　いや、『神人一体ホーリイ・ワン』のほうは能力が途中で解除されちゃったというだけで、別に大した問題でもないのかもしれないが。

　それでも、どこか引っかかるものを感じるのは、俺が警戒しすぎなのだろうか。

　ヒメ神たちの裸でいろいろ妄想したいのは山々だけど……。

　このままのんきにニヤニヤしたり、寝てしまうというのは難しそうだ。





　部屋でじっとしていられず、俺は別荘の外へと出た。

　舗装された道を歩いて、海辺のほうへ向かう。

　道沿いには街灯まで取りつけてあるが、今夜は月明かりだけでも充分に辺りが見える。

「…………？」

　ふと、耳をくすぐるような優しい音が聞こえてきた。

　これは……ギターの音色？

　道を進んで砂浜に着くと、そこには――

「んんんん～ん～♪」

　アコースティックギターを奏でながら、楽しげにハミングしている少女の姿があった。

　サマードレスというのだろうか、花柄のゆったりしたワンピースを着ていて、砂浜にじかに座っている。

「朱あか音ね？」

「……はっ？」

　朱音は演奏していた手を止めて、こちらを振り向く。

　暗い中でもはっきりわかるくらい彼女は慌てていて、顔が真っ赤になっていく。

「ご、ごめんなさい。うるさかったですか？」

「あ、いや。別に注意しに来たんじゃなくて。こっちこそ、邪魔して悪かったな」

「うるさかったですよね……ごめんなさい」

　台詞せりふの順番が入れ替わっただけで同じこと言ってる……。

　というか、よほど焦ってるらしく、俺おれの言ってることが耳に入ってない。

「朱音、落ち着け。君はなにも悪いことはしてない。大丈夫、誰だれも怒ってないから」

「……そ、そうですか」

　まるで子供に言い聞かせるみたいになってしまった。それでも、朱音は落ち着きを取り戻してくれたようなので、ほっとする。

「すみません、慌ててしまって……。地面にそのまま座り込むなんて、人に見られたらはしたないと怒られるような気がしまして……」

「その辺の道ばたに座り込んでたら怒られるかもしれないけど、砂浜なら別にいいんじゃないか？」

　そんなことを気にするなんて、やっぱり朱音もお嬢様なんだなあ。

　むしろ、男と一緒に風ふ呂ろに入ったことのほうが、よほどはしたないと思うけど、それは言わないでおこう。

「……一度、こういうのやってみたかったんです。夜の海辺でギター弾き語り……ちょっとロマンチックじゃないですか」

「ああ、いいな。俺ももっと聴きたいしな」

「おまえの身体からだを鳴かせてやろう、みたいなお話ですか？」

「全然違うわ！」

　どこからそんな方向に飛躍したんだ！

「違いましたか……まあ、私もなんのことかよくわからないのですが」

「だろうな。うちの母親が言った冗談は覚えておかなくていいから」

「はぁ、よくリナ様が言ったことだとわかりましたね」

　はは、と俺は曖あい昧まいに笑っておく。

　基本的には、朱音がおかしな日本語を使ったら母さんのせいだと思っておいていいだろう。

「それより、朱音の歌が聴きたいな。朱音、そういうギターも弾けるんだな」

「エレキギターと基本は同じですから。別荘の娯楽室にあったのを借りてきたんですよ。ちゃんとメンテがされていたみたいです。愛されてる、いいギターです」

　朱あか音ねはなめらかに指を動かして、旋律を奏で始める。確か、これは「禁じられた遊び」だったかな。もの悲しいけど、綺き麗れいないいメロディだ。

「……と、こんなところです」

「おー、上う手まい上手い。朱音、歌上手いけど、楽器の腕もすげぇな」

「まだまだですよ。ギターは始めて二年くらいなんです。ピアノは物心ついた頃ころからやってますけど、そっちに比べるとまだ指がたどたどしくて……最後にリナ様にお会いしたときは、まだ始めたばかりで、『その程度のフィンガーテクでは祐ユ貴ウには通じないわねぇ』と笑われたものです」

「……君、俺おれの母親をネタに使ってない？」

「え、ネタ？」

「いや、なんでもない」

　朱音に限って、人様の母親で笑いを取ろうなんて考えないか。

「そうですか。今の曲は準備運動です。これからが本番です。恐れおののくといいです」

「その言葉の使い方は、ちょっとおかしい」

「難しいですね……」

　うーむ、朱音には悪い教育を施した人物がいることだし、あらためて日本語を教え込んだほうがよさそうだ。他ほかのヒメ神ガミたちも言葉に問題がある子ばかりだから、ここは俺が教えたほうがいいかな……。

「あ、本番だったな。なにを聴かせてくれるんだ？」

「前から作っていた新曲です。ちょうど、ほぼできあがりました。ただ、歌詞はまだで……ドイツ語の歌詞はつけたんですが、日本語歌詞はできてないんです」

「俺はドイツ語わからんけど、いいんじゃないか？　洋楽も嫌いじゃないよ」

「……本当にドイツ語、わかりませんよね？」

　朱音がずいっと顔を寄せてくる。

　こらこら、そんな可愛かわいい顔を近づけられると俺もなにをするかわからないぞ？

「本当に本当にわかりませんね？」

「あ、ああ。ドイツ語なんて、挨あい拶さつも数の数え方もわかんないな」

　じーっと俺を見つめてから、朱音は納得したようにこくんと頷うなずいた。

　そこまで念押しされなくても、英語だって怪しいのにドイツ語なんてわかるわけない。

「だったらいいんです。それでは…………始めるぞぉぉっ！」

「しまった、忘れてた！」

　朱音は歌うときには性格が豹ひよう変へんするんだった！

　焦る俺の前で朱音は立ち上がり、ギターを激しくかき鳴らし始める。

　さっきの「禁じられた遊び」の落ち着いたメロディとは対照的な、アップテンポな激しい曲を奏でている。

「タイトルはまだねぇ！　つーかこの曲はもうユーキだけにくれてやってもいい！　てなわけで、ありがたく聴いとけ！」

「は、はい」

　思わず敬語が出ちゃう場面が多いなあ。

　朱あか音ねは、こちらのモードに切り替わると日本語が流りゆう暢ちようになるのはなぜなんだろう。

　イントロが終わると、朱音の口からドイツ語の歌が流れ始める。

　前に聴いたときと同じように、マイクを通しているわけでもないのに頭にびりびりと響く圧倒的な声量。完かん璧ぺきなリズム感と、震えがくるほどに熱い感情が込められた歌。

　やはり、朱音の――『セラフ』の歌は凄すさまじい。

　正体不明でＴＶにもラジオにも一切のメディアに姿を見せていないのに、出す曲がすべてヒットチャートの上位に食い込み、世間を騒がせているのは伊だ達てじゃない。

　朱音は真っ赤な髪を振り乱し、なめらかな動作でコードをかき鳴らしている。

　歌詞の意味はまったくわからないけど、それでも伝わってくるものがある。

　朱音が歌っているこの歌は、たぶん――

　暴力的ですらある曲が終わり、歌声とギターの響きが消えて、波音が戻ってくると。

「……ふうっ」

　朱音は額ひたいに浮かんでいた汗をぬぐい、小さく息をついた。

「きゃ、お恥ずかしいです」

　俺おれを見て、朱音は顔を赤くする。

　前もそうだったけど、朱音は歌い終わったら照れないと気が済まないのかな。

　恥ずかしがる朱音を見ながら、俺はとりあえず拍手をしておく。彼女の歌を聴いた後は、歌の凄すごさと朱音の豹ひよう変へんっぷりに圧倒されて、つい反応が遅れてしまう。

「…………」

「ん？」

　朱音が、まだ俺をじっと見ている。

　かと思ったら、紅潮していた彼女の顔がさらに真っ赤になっていく。耳まで完全に赤くて、ちょっと心配になってしまうくらいだ。

「ど、どうしたんだ、朱音？」

「……もうお嫁に行けません」

「婚約解消なの!?」

　なにがどうなって、そんな話に！

「あ、そうでした……ユーキ様のところにお嫁に行くんでした……」

「……やっぱり嫌だったのか？」

「いえ、そういうことではなくて」

　朱音がふるふると首を振った。

「私、どさくさにまぎれてとんでもない歌を……あの歌詞はいくらなんでも言い過ぎだったかもしれません……」

「ど、どんな歌詞だったんだ？」

「それを訊きくのはセクハラです、ユーキ様」

「…………」

　確か、『セラフ』の曲は全部日本語の歌詞で出ていたはずだが、ドイツ語版も出してほしくなってきた。慧けいにでも訊けば、訳してくれそうだし……。

　だけど、訳してもらうまでもなく想像できることはある。

「今の歌は……ラブソングなんだよな？」

「なっ、なぜそれを！　エスパーですか!?」

「ある意味、そうだけどね」

　口が裂けても、『王の声オーバーロード』は超能力じゃないとは言えない。

「朱あか音ねの歌い方とか表情とかで、だいたい察しがつくよ。当たってたみたいだな」

「はい……自分の気持ちをあまりにあからさまに歌詞にしてしまいました。これでは、妄想が暴走していた二年前の私よりずっとヤバイです。ユーキ様に引かれます。ドン引きというやつです」

「二年前の君と、ちょっと会ってみたかったかも」

　十三歳か十四歳の頃ころの朱音は、どれだけ妄想まみれだったんだ。いくら夢見がちなお年とし頃ごろとはいえ。

「はぁ……こんなことを言ってしまったからには、もうユーキ様の妻になる以外に道はありません……。もしそれが叶かなわなかったら尼になって、生涯独身を貫きます。ユーキ様がカナミ様に殺されたときもお弔いができて便利です……」

「うん、便利だね……」

　もしかして、朱音は俺おれ以上にかなみを危険人物だと思ってないだろうか……。

「つか、考えすぎだろ。歌詞に自分の気持ちを込めるなんて当たり前のことだろうし、なにを歌ったって気にしなくても」

「マジですか」

「マジマジ」

　今時の日本人な言葉遣いだな、朱音さん。

「気持ちが入ってるから、いい歌だったんだろうな。聴かせてくれてありがとう」

「いい歌だなんて……そっ、そんなことは……」

　ありません、と顔を赤くしたままうつむいてしまう。

　謙けん遜そんなんてすることないのにな……。

　朱音の歌は、本当に凄すごかった。歌詞の意味がわからなくても、彼女の気持ちが溢あふれ出していて、はっきりと伝わってきた。

　聴いている間は、朱音の歌手モードに気を取られてしまったというか、呆ぼう然ぜんとしてしまったというか。

　こうして落ち着いて、朱音の歌を思い出してみると……。

「…………おおお」

「ど、どうしたんですか、ユーキ様。お顔が真っ赤ですよ」

「そりゃ、朱あか音ねもだろ。いや、ていうか……」

　ヤバイ、意識しちゃうと余計に顔が赤くなってくる。自分のために作られたラブソングを聴かされるって、凄すさまじいまでの衝撃だな……。

「私のことはいいんです。それより、どんどん赤くなってますよ。まさか、お熱があるのでは……」

「うっ」

　朱音は俺おれの頬ほおを両手でがっちり掴つかんで、顔を寄せてくる。

　うおっ、顔近いっ。可愛かわいい！　綺き麗れい！　俺が本気で心配なのか、目が潤んでてすげぇせつない顔してる！

　俺は慌てて視線を下げ――

「…………っ」

　またもや動揺してしまう。

　朱音のサマードレスは細いストラップがかかっているだけで、ほとんど肩がむき出しになっていて、さらに胸元もかなり開いているので意外に大きなふくらみが、半分近く見えてしまっている。

　しかし――

「え、な、なんでしょうか？」

　朱音は困ったような、ちょっと情けない顔をして口を半開きにしてこちらを見ている。

　今は、華きや奢しやな肩とか胸の谷間よりも、朱音の顔のほうが破壊力が高い……。

「朱音……」

「は、はい……」

　俺は朱音の赤い髪を優しく撫なでて。

　ゆっくりと唇を近づけていく。

「……ユーキ、様……」

　そっと、俺たちの唇が重なる。

　朱音の薄い唇は驚くくらいぷにぷにと柔らかく、弾力がある。

　ああ、なにをしてるんだ、俺は。

　さっき澪みおとキスしたばかりじゃないか。

　六人の女の子と一緒に風ふ呂ろに入ったばかりじゃないか。

　そんなことのすぐ後で、今度は朱音とキスなんて――

「んん……んっ……」

　朱音はくぐもった声を漏らしている。

　常識や倫理観が頭をよぎっているのに、朱音の唇をむさぼるようにキスを続けてしまう。

　朱音のほうも、弱々しくだが唇をこちらに押しつけてきている。

　まるで吸い寄せられたように、俺おれは朱あか音ねと唇を重ね、少し離してはまた口づける。

「んん……っ、ユーキ様……ん……」

「朱音……」

　それでも、なんとか気力を振り絞って、朱音の濡ぬれた唇から離れる。

「ふぅっ……」

　朱音が色っぽく、小さな吐息を漏らす。

　ヤバイ、そんな仕草を見るとまたキスしたくなるだろう……。

「……よかったです」

「え？」

「ユーキ様が誰だれかとキスするのはいいんです。でも、私にキスしないのはダメです……」

　照れながら、とんでもないこと言ってる……。

　いや、とんでもないのは俺のほうだよな。

　こんなことやっちゃいけないと思いつつ、じっくり朱音の唇を味わって……。

「あっ！」

　不意に、朱音が驚きの声を上げた。

　彼女は自分の右手の甲を見て、目を丸くしている。

「朱音、それは……」

　朱音の右手の甲が淡く光り、幾何学模様が浮かんでいる。



    

  
    
      



    

  
    
      　鳴なる神かみかなみと、竜りゆう崎ざき澪みお。以前、彼女たちにも同様の現象が起こっていた。

「な、なんでしょう。私の右手にこんな機能が……」

「いや、機能とかじゃなくて……これは『誓約エンゲイジ』だよ」

「これが……」

　俺おれは頷うなずいて、朱あか音ねの右手を手に取った。

　未いまだに『誓約』の発動条件が正確にわかったわけではない。

　おそらく、二人の気持ちがはっきり通じ合ったときに交わせるのだろうが……。

　今は、彼女とやるべきことをやらなければ。

《朱音・マイヤー》

　王の声オーバーロードの本当の使い方。

　彼女たちと心を交わし、愛情を注ぐために必要な儀式を――

《穢けがれなき気高き心を持つ、神であり姫であるあなたに――》

「ま、待ってください！」

「……え？」

　朱音が慌てた様子で、左手をぱたぱたと振っている。

「あ、あの……朱音・マイヤーじゃなくて……朱音、だけでお願いします」

「……なんで？」

「マイヤーは……母方の姓で……朱音は本当の名前です。だから……ごめんなさい」

　よくわからないが、謝られてしまった。

　違うか、わからないということはない。

　朱音には――なにか大きな秘密がある。たぶん、『セラフ』の正体を隠している理由と関係があるなにかが。本当のフルネームも、彼女の秘密の一つなのだろう。

《朱音》

　俺はなにも訊きかずに、再び彼女の名前を呼んだ。

　彼女がすべてを語らないなら、無理に聞き出すことはない。必要があれば、朱音は真実を教えてくれるだろう。

　彼女の手をそっと持ち上げ、光っている甲に口づけた。

《穢れなき気高き心を持つ、神であり姫であるあなたに、王として告げる。この身は常にあなたとともにあり、あなたを想おもい続ける。この世の終わりまで――永遠に》

　手の甲の光が、一気に強くなり、浜辺を明るく照らした。

　そのまぶしい光は大きく広がったかと思うと、すぐに手の甲へと収束していって――ふっと消えた。

「……これで、『誓約』ができたんですか」

「そうだよ。朱音のそのブレスレットにも模様が刻まれてるしな」

「え？　ああっ、なんですか、これ！」

　朱音は、自分の左手に着けているブレスレットを見て、大声を上げた。

　ブレスレットにはまっている真っ赤なルビーには、さっき朱あか音ねの手の甲に浮かんでいたのと同じ模様が刻み込まれている。

「ど、どうしましょう。キリ様にいただいたブレスレットなのに！　こんな変な模様が入っちゃって、怒られませんか!?」

「そこを心配するのか!?」

　やっぱり、この子はどこかズレてるぞ。

　本物の天然さんって凄すごいなあ。外国にも天然ってやっぱりいるんだなあ。

　俺おれは朱音に笑いかけ、あやすように軽く頭を撫なでてやる。

　とにかく、『誓約エンゲイジ』を交わしたんだ。

　これからは、彼女にもたっぷりと愛情を注いでやらないと――

「朱音、俺の後ろにいろ」

「は？」

　俺は近くに落ちていた流木を拾い上げる。

　頼りないが、こんなものでも無いよりはマシだ。

「ユーキ様？」

「……なにか来る」

　大事な場面で邪魔者が現れるのは、もう慣れっこだ。

　危険が近づいたときの探知能力も、最近は向上する一方だ。

　平和が近づく気配を感じないのは、俺に能力が欠けているのか、それとももはや平和は訪れないのか。

　そんなことを気にしつつ、海のほうを睨にらむ。

　波は穏やかで、真っ黒な海面にはなにも見えない。

　だが――

「おでましだ」

　海から現れたのは、ダイバースーツに身を包んだ人物だった。

　身長はさほど高くなく、胸のところがふくらんでいるのがわかる。細い腰や全体の身体からだつきから見ても、間違いなく女性だろう。長い黒髪を後ろでまとめて、顔には白い仮面をはめている。

「……誰だれだ？」

　俺の問いには答えず、仮面の女は腰に巻いていたベルトから、すらりと一本の棒を引き抜いた。

　女が棒を一振りすると、ジャキッと音を立てて棒が伸びた。伸縮式の特殊警棒らしい。

「ユーキ様……」

「話をするつもりはなさそうだ。朱音、別荘に走って、Ｇガールズを呼んできてくれ。それが一番助かるんだよ」

　こうでも言わないと、朱音は俺一人を置いて逃げ出すことを受け入れないだろう。

　朱あか音ねは少し迷った風だったが、小さく頷うなずいて身を翻し、走り出した。

「――――！」

　同時に、女も走り出して、こちらに向かってくる。

　俺おれは木の棒を構え、走り寄ってくる女をじっと睨にらみつける。

「って、おい！」

　しかし、女は俺の横を通り過ぎ、まっすぐに朱音のところへ駆かけ寄っていく。

「待てこら！　危ない、朱音！」

「ふぇ？」

　女の特殊警棒が、朱音に振り下ろされようとしたそのとき。

「朱音様！」

　不意に、近くの茂みから大柄な人影が現れ、拳けん銃じゆうを構えて連射する。

　パン、パンと乾いた銃声が二度響き、仮面の女はさっと跳び上がって、朱音から離れた。

　その大柄な人物は、Ｇガールズの一員で朱音の専属ガードについているマモリだ。このクソ暑いのにロングコートをきっちり着込み、ニット帽をかぶっている。

　どうやら、俺たちから離れたところに控えてガードをしていたらしい。恥ずかしいシーンも見られたということだが、そこを気にするのは後だ。

「マモリ！　そのまま朱音を連れて逃げろ！」

「はい！」

　マモリが頷き、朱音の手を引いて走り出そうとする。

　そこに仮面の女が滑るような動きで近づいていく。マモリはさっと拳銃を構え、引き金に指を掛けたところで。

　女が突然加速して、跳ねるようにマモリに肉薄し、マモリの手首に強烈な手刀を叩たたき込んで、拳銃を落とさせる。

「くっ……！」

　拳銃が地面に落ちて転がっていっても、マモリはひるまずに仮面の女に立ち向かう。

　マモリがその長い手を伸ばして、仮面の女の手首を握りしめる。女性としてはかなり大柄なマモリと、細くて背も低い仮面の女では、まるで大人と子供くらいの体格差がある。

　これで取り押さえられるか。

　と、俺が安心したその瞬間、仮面の女が無造作に自分の手首を掴つかんでいるマモリの手を、一気に引きはがした。

「えっ！」

　俺はマモリたちのほうに駆け寄りながら、驚きの声を上げる。

　明らかにパワーで劣るはずの仮面女が、握力も半端じゃないはずのマモリの手を引きはがすなんて。

　大したことのないように思えるが、信じがたいことだ。

　さらに、信じがたいことが続けて起こった。

「なっ……！」

　空中で、マモリがぽかんと口を開いているのが見えた。

　仮面女がいきなりマモリの胸ぐらを掴つかみ、肘ひじ打うちを叩たたき込んでから、片手で無造作に投げ飛ばしたのだ。まるで、紙くずを投げるかのような、軽々とした動作だった。

　あいつ、人間じゃない――！

　数メートル飛ばされたマモリが海に落ち、俺おれはそれを見ながら進路を変える。

　仮面女を睨にらみながら、マモリの手から飛んだ拳けん銃じゆうを拾い上げる。

　木の棒なんかじゃ、勝負にすらならない。すぐに朱あか音ねのもとに駆かけ寄りたいところだが、少しのロスがあっても、この場で一番強力な武器を使うしかないと判断したのだ。

「動くな！」

　拳銃を構えながら、仮面女に警告する。

　怯おびえている朱音が、砂浜にぺたんと座り込んでいるのを見て、この位置からなら彼女に当てることなく仮面女を狙ねらえると確信する。

　警告しておきながら、俺は相手の反応を待たずに引き金を絞った。

　二連射し、そのうちの一発が、仮面女の右肩に命中する。

「…………っ！」

　仮面女が、命中の衝撃で、わずかに後ろにのけぞった。

　だが――それだけだった。

「なにっ……？」

　俺は、驚きの声を上げながら仮面女を見つめる。

　仮面女は弾丸がめり込んだ自分の右肩に、そっと触れると。

　にやり、と笑った。

　いや、仮面で顔が隠れているので、見えたわけじゃない。だが、俺には確かに仮面女が笑ったように思えたのだ。

　急所でなくても、銃弾が当たったら、普通は痛みでのたうち回る。撃たれても動き回れるのは、映画のヒーローくらいのものだ。

　仮面女の肩からは赤い血がどくどくと流れ出ている。人間ではなくてもロボットなどでもなく、あれは間違いなく生き物だ。

「冗談だろ……？」

　仮面女は、痛みなどまるで感じていないかのように、じりじりとこちらに近づいてくる。右手には、さっきの特殊警棒が握られたままだ。

　片手でマモリをぶん投げたほどのパワー。澪みおにも劣らないようなその怪力で特殊警棒を振るわれたら――骨折程度では済まないかもしれない。

「あたしの――」

　不意に、凛りんと澄すんだ――そして、怒気が込められた声が聞こえた。

「あたしのユーキになにをする気だっ！」

　朱あか音ねがぶんっ、と右手を一振りすると、仮面女のすぐ目の前に巨大な炎の柱が立ち昇った。

　直径三メートルほど、高さは十メートルほどもあるだろうか。

　真っ赤な炎が海辺を煌こう々こうと照らし、熱風が周囲に巻き起こる。

　仮面女に直撃こそしなかったが、さすがに奴やつも驚いたように立ち尽くしている。

「あ、あれ……？　なんです、この火は……？」

　炎をおこした本人も立ち尽くしていた。なにしてんの、この子。

「あうう、燃えすぎです。あの、そこの仮面の人、大丈夫ですか？」

　しかも、謎なぞの襲撃者のことまで心配してるし……。こんな非常時にまで、人を和なごませるとは、恐るべし天然美少女。

　そういえば、誓約エンゲイジを済ませるとヒメ神ガミの能力がパワーアップするんだった。以前の朱音は、小さな炎を一瞬おこすだけだったが、今の巨大な火柱は人間一人くらい焼き尽くしてしまいそうだ。

「『天罰』の力か。面倒だな」

　初めて、仮面の女が喋しやべった。仮面を通しているせいか、くぐもっていて妙に低く聞こえる声だった。

「だが、それだけだ。おまえたちヒメ神は――選ばれた者などではない。運命の奴ど隷れいにされた、哀れな女たちだ」

「なに言ってるんだ？」

　俺おれは拳けん銃じゆうを構えながら、じりじりと仮面女に近づいていく。こいつは危険すぎる。すぐにでも取り押さえないと。

「……誰だれが」

「ん……？」

　朱音が、ぶるぶると肩を震わせていたかと思うと。

「誰が奴隷だ！　この無礼者め！」

「なんか、またキャラが違うぞ！」

　また、朱音がぶんっと手を大きく横に振った。

　さっきよりもさらに巨大な炎の柱が轟ごう音おんとともに巻き起こる。

「ちっ！」

　仮面女は舌打ちして、素早くバックステップする。さっきまで女が立っていたところが、炎に飲み込まれている。マジで狙ねらったのか、朱音。恐ろしい子だ……。

　凄すさまじい炎が砂浜を焼き、地面をもえぐってから――

　その炎が消えた後、仮面女の姿はどこにも見えなかった。

「……逃げたのか」

　朱音の炎が巨大すぎたために、仮面女を見失ってしまったか。どっちに逃げたのかもわからない。

「あっ」

　朱あか音ねは慌てて、海のほうへ駆かけて行く。

　波打ち際には、地面にひざまずいて激しく咳せき込こんでいるマモリの姿があった。

「大丈夫ですか、マモリ！　どこが痛みますか！」

「……んんっ、ありがとうございます。問題は……ありません」

　朱音はマモリのそばにしゃがみこむと、大柄なボディガードの背中を優しく撫なで始めた。

　俺おれも拳けん銃じゆうを構えて周りを警戒しながら、彼女たちのところへ向かう。

　仮面女はもう近くにはいないようだが……。

　いったい、誰だれだったんだ、あいつは。

　パワーは並外れていたし、弾丸をくらってもほとんどダメージがなさそうだった。

　間違いなく、普通の人間じゃなかった。

　マモリの手当てもしなくてはいけないし、早いところ別荘に戻ったほうがよさそうだ。

　これは、ヤバい予感がする――





　その予感は、外れていなかった。

　マモリに肩を貸して別荘に戻ると、Ｇガールズやメイドたちが慌ただしく走り回っていた。

　Ｇガールズたちは全員武装し、別荘の内外を完全に固めていた。

「……なにがあったんだ？」

　玄関に入り、マモリをＧガールズの衛生兵に託してから、朱音と二人でリビングに入る。

　そこでは、貴き理りと軍曹が深刻な顔で話し合っているところだった。

「おい、貴理、軍曹。どうしたんだ？　こっちも今ちょっと――」

「……兄様。面倒なことになりました」

　珍しく、貴理が真ま面じ目めな顔をして、俺のそばに近づいてきた。

「この別荘に侵入者です。今はもう逃げたようですが」

「侵入者？」

「はい、軍曹は何者かが別荘の周りをうろついていた痕こん跡せきを既に見つけていたのですけど、中に入り込まれていたようです」

　俺は軍曹の顔を見る。

　そういえば、貴理が着いたときに、軍曹は一人でジャングルを調べに行ってたっけ……。

「はっきりした痕跡ではなかったから、気のせいかとも思ったが、私の判断ミスだった。きちんと警戒態勢を敷いておくべきだった」

　これも珍しく、軍曹が神妙な顔をしている。自分のミスに落ち込んでいるようだ。

「あの、その侵入者というのは……もしかして、仮面の変な人ですか？」

　朱音も顔を真っ青にしている。彼女も、プロのボディガードであるマモリをあっさり叩たたきのめした相手が恐ろしいのだろう。

　朱あか音ねの質問に、貴き理りはゆっくりと首を振る。

「いえ、朱音様。犯人の外見はわかりません。ただ、被害が出ていまして。もしかして、そちらでもなにかあったのですか？」

「それは後で説明する。被害ってまさか、ヒメ神ガミたちになにか――」

「はい、そのとおりです兄様」

　貴理は真ま面じ目めな顔でこくりと頷うなずいた。

「氷ひ室むろ慧けいが――何者かにさらわれました」



    

  
    
      
３章　夜はまだまだ終わらない



　氷室慧がさらわれたのは、ほんの数分前のことらしい。

　異常に気づいたのは、風かざ間まハルカだった。

　ハルカはここ最近、桃もも女じよ地下の書庫にこもっている慧の護衛についたりで、無口な後輩のことを気に掛けている。

　風ふ呂ろから上がるとすぐに部屋に引きこもった慧を、リビングに引きずり出してくるために、ハルカは彼女の部屋へ向かい――異常に気づいた。

　慧の部屋はもぬけの殻で、部屋の床には読みかけの本と浴衣ゆかたの帯が落ちていた。

　窓は開きっぱなしで、彼女がいつも連れている小型ロボットのチャッピーも置き去りで寂しそうにしていたらしい。寂しそうにするロボットってどうなんだと思うが、ひとまずそれは問題ではない。

　ハルカが異常に気づいたのと同時刻、軍曹のもとに無線が入った。別荘の周囲を警備中だった部隊が、別の警備チームの隊員二名が昏こん倒とうしているのを発見したという。

「二人はすぐに意識を取り戻したが、なにが起きたのかほとんどわかっていなかった。いきなり後ろから殴なぐられたらしい」

「そりゃタチが悪いな」

　俺おれは、淡々と説明する軍曹に答えた。

　精鋭揃ぞろいのＧガールズの背後を取って一撃で仕し留とめるとは、半端な腕前じゃない。

「ただ、一人は意識を失う前に、黒い人影が浴衣ゆかたを着た小柄な人物を抱えているのを目撃している。風かざ間ま様の話とあわせれば、どう考えても氷ひ室むろ様だろうな」

「だろうな……」

　メイドたちも動員して別荘の中と周囲は徹底的に捜したらしいが、慧けいは見つかっていない。

　貴き理りが言ったとおり、さらわれた――と考えていいだろう。

「ということは、行くしかないな」

　俺は、リビングのテーブルの上に置かれたＭ４アサルトカービンを手に取った。俺が訓練のときに使っているライフルで、もしものときのために軍曹が持ってきてくれていたらしい。どんな事態を想定していたんだか。

　ドットサイトとフォアグリップを装着し、ちょこちょことカスタマイズも施してある。慣れない他人の拳けん銃じゆうよりは戦いやすいだろう。

　さっきの、怪しい仮面女のことは軍曹にも話してある。

　犯人はおそらく、あいつと考えて間違いない。俺ではなく、朱あか音ねを狙ねらっていたのは確実だった。

　朱音の炎から逃げ、この別荘まで来て慧をさらって逃げていったのだろう。

　時間的に考えれば、大した手際のよさだが、あの女はただ者じゃなかったからな。

　さっきは朱音を狙っておいて、今度は慧をさらったところを見ると、あの女の狙いは特定の誰だれかではなく、ヒメ神ガミなら誰でもいいのかもしれない……。

「既に追跡チームを三チーム出してある。別荘の守りのために、これ以上は人数を出せないが、それでも行くつもりか？」

「あったり前だろ」

　俺は頷うなずいて、Ｍ４の弾だん倉そうをベストのポケットに入れていく。既に戦闘用の装備は整えてある。武器のチェックさえ終われば、すぐに慧を捜しに行ける。

「待て」

　軍曹が鋭い目をして、俺を制してくる。

「それはゴム弾の弾倉だろう。今回は実弾を持っていけ」

「軍曹……？」

　俺はすべてを説明したはずだ。

　今回の相手はロボットでも謎なぞの怪しい影でもなく、限りなく人間に近い姿をした生き物だということを。

「そんな顔をするな。神しん堂どう祐ゆう貴き、おまえの甘さを責めたりはしない。私はもうおまえのことをある程度わかっている。実弾で人間の頭を狙えるような性格ではないことも」

　軍曹の言葉によどみはない。

　彼女が言うとおり、俺おれを責めているようにも聞こえない。

　軍曹は自分のベストから弾だん倉そうを一本引っ張り出して、俺の前に差し出してきた。

「それでも、あえて言う。実弾を持っていけ。私はおまえが嫌いだ。だが、おまえの言葉は信じてやる。お嬢様はおまえを信じているからだ。ヒメ神ガミ様たちとともにいるおまえも見てきた。敵が撃たれてもひるまない化け物だというなら、本当のことなんだろう。それはなんの疑いもなく信じよう。だからおまえも私を信じろ。おまえも私を知っているはずだ。その化け物と戦うには、実弾を使う他ほかにない」

「…………」

　やたらと広いリビングの、少し離れたところにいるヒメ神たちに目を向ける。

　慧けいを除くヒメ神たちは全員、リビングのソファに座って神妙な顔をしている。彼女たちはＧガールズが護衛しているし、たぶん自分の身は守れるだろう。かなみと澪みお、それに朱あか音ねは誓約エンゲイジ済みで強力な能力を持っている。ハルカは戦闘タイプのヒメ神だし、重力を操作できる千ち華か姉ねえをさらうのは難しいだろう。

　仮面女の狙ねらいがヒメ神の誰だれでもよかったという仮定が当たっているかはわからない。だが、もっとも戦闘に向かない慧が狙われるべくして狙われた可能性はある。

　つまり、相手はヒメ神の情報をある程度は知っていると考えたほうがいい。

　わざわざさらったということは、すぐに害するつもりはないのかもしれないが、油断は禁物だ。

　相手は尋常じゃない。確実に倒さなければ、慧を救うのは難しいだろう。

　軍曹にはそれもわかっているのだ。

　俺は視線を戻し、まだ差し出されたままの弾倉を見つめる。

「殺したくないならそれでもいい。殺さないように撃て」

「……了解。軍曹、俺もあんたの言葉は信じるよ」

　俺は頷うなずいて、軍曹から弾倉を受け取る。

　実弾を使って殺さないように急所を避けて当てるなど、至し難なんの業わざだ。軍曹がそれを知らないはずがない。

　殺傷力のないゴム弾ではダメージを与えることすらできない、と言いたいのだろう。

　間違いなく軍曹が言っていることが正しい。

　慧を救いたいなら、生ぬるいやり方ではこちらが返り討ちに遭うだけだ。

　人を実弾で撃ちたくなんてないし、殺すなんてもってのほかだ。だが――それが嫌なら、自分の技量で補うしかない。

「よし。んじゃ行ってくるよ。軍曹、ヒメ神たちは任せた」

「偉そうに言うな。まあ、いろいろ言ったが、私の部下たちが氷ひ室むろ様を見つけるから、どうせおまえの出番はないぞ」

「それならそれでいいさ」

　軍曹に笑いかけてから、俺はＭ４を持ってヒメ神たちのところへ歩み寄る。

「そういうことだから、みんなはここで待っててくれ。Ｇガールズがいれば大丈夫だからさ」

　俺おれの言葉に、澪みおが立ち上がった。

「祐ゆう貴き、わたしも行こうか？　戦闘になったら、役に立つと思うよ。あと、バトルで荒すさんだ祐貴のハートもこの乳で癒いやしてあげられるし」

「……ありがたいけど、遠慮しとく。癒されるのは帰ってきてからでもいいしな」

「は？」

　ソファの端っこに座ってぼんやりしていたかなみが、ぎろりと睨にらんできた。

　緊迫した空気を和なごませるための冗談も、この潔癖な生徒会長様には通じないらしい。

「あの、ユーキ様……」

「大丈夫。俺も無理はしないさ」

　不安げな朱あか音ねの肩に手を置いて、笑みを向ける。

　犯人を目撃している朱音が、一番不安を感じているかもしれない。さっさとこの事態を解決してやらないとな。

「おおっ？」

　ふと、千ち華か姉ねえが朱音のほうに目を向けた。

「ユウちゃん、朱音様と誓約エンゲイジしたんだね。朱音様のブレスレット、変な模様が入ってる。それ、誓約の証あかしでしょ？」

「えっ、祐貴君、また見境もなく！」

「祐貴、また新しい女をつくったの!?」

「二人そろって、人聞きの悪いことを！」

　かなみと澪は、マジで息が合ってきているな。

　この二人、いろんな意味で最強のコンビだ……。

　こういうとき、話に割り込んでくるハルカは、意味ありげに笑いながら俺の顔を見ている。ハルカまでこの話題に食いついてきたら、対応しきれない。早く話を済ませよう。

「す、すみません。私たち、夜の浜辺で済ませてしまいました……」

「おーい！　朱音、その言い方だと他ほかのことまでやったみたいに聞こえるからな」

「え、他のことって……？」

　朱音はきょとんとしている。

　この子は、母国語だったらもっと普通に喋しやべれるのかな……。

「って、そんなこと話してる場合じゃない。行ってくるよ」

「はいはい、行ってらっしゃい。あたしは、マツリんと一緒におシズのところにいよっと。少々調子が悪くても、おシズのそばなら安心だからね」

「爆弾投げといてマイペースだな、千華姉……」

　千華姉はひらひらと俺に手を振って、リビングを出て行った。

　まあ確かに千華姉の言うとおり、シズカの腕前ならあの仮面女とも充分に渡り合えそうだ。しかも千ち華か姉ねえ自身にも厄やつ介かいな能力があるのだし。

　と、だからのんびりしてる場合じゃないんだって。

　俺おれもみんなに手を振り、Ｍ４を手にリビングを出て、玄関へ向かう。

　そういえば、装備を整えている間に貴き理りの姿が見えなくなってたな。どこかで外部に応援でも頼んでいるんだろうか。

　別荘を出て、見張りのＧガールズ二人が倒されたという方向へ走っていく。

　ジャングルは暗そうだが、スマートフォンのＧＰＳもある。迷う心配はないだろう。

「祐ゆう貴き君！」

「…………？」

　突然の、後ろからの声に俺は振り向いた。

　そこには、息を弾ませたかなみが立っていた。

「かなみ……？　どうしたんだ？」

「どうもしないわよ」

　ぷいっ、とそっぽを向かれてしまう。

　素直になれないかなみちゃん、なのはわかっているけど……。

「一人で出てきたら危ないだろう。早く別荘に戻ったほうがいい」

「……あたしに危ないことなんてあるわけないでしょ」

　かなみはぶっきらぼうに言って、つかつかと近づいてくる。

　ちょっと驚くくらい俺のすぐそばまで来て、立ち止まった。

「……あの、かなみさん？」

「今から行ったって、どうせ犯人にもＧガールズにも追いつけないのに。話を聞いた限りだと、危険は充分ありそうなのに。それでも行くなんて、本当に…………バカね」

「その言い方、久しぶりに聞いたような気がするなー」

　会ったばかりの頃ころはよく言われてたっけ。――あの頃より言い方が優しくなった気もする。

「こんなにバタバタしてる中で、ちゃっかり朱あか音ねさんと誓約エンゲイジをしたりとか、やってくれるわね。最初に誓約したのに、あっという間に澪みおさんや朱音さんに追い抜かれそうだわ」

「追い抜かれるって。別にレースしてるわけじゃないんだから」

「うるさいわね。いちいち小こ賢ざかしい受け答えをするんじゃないわよ」

「えーっ」

　なんで俺、こんな理不尽に絡まれてんの。

　というか、かなみ今日はずっと不機嫌だな。海でも怖かったし、風ふ呂ろでも憮ぶ然ぜんとした顔だったし、イライラがたまっているのかもしれない。

「もういいわ。早く行きなさい。ただし、ケガするのも死ぬのもダメよ。どちらも、あたし以外の人にやられるのは許さないわ」

「メチャクチャ言うなあ……」

　おまえを倒すのは私だけだ、みたいな展開か。

　いつから俺おれとかなみは宿命のライバル関係になったんだ。

「祐ゆう貴き君」

「ん？」

　突然、かなみは俺の肩をがしっと掴つかむと背伸びをして顔を寄せてきた。

「…………っ！」

　頬ほおに柔らかな感触がして、俺はびくりと硬直してしまう。

　い、今かなみのほうからキス――

「た、たまたま唇が当たっただけよ」

「どうせ当たるなら、頬じゃなくて唇に当たればよかったのに……」

「なにか言った!?」

「いいえ！」

　俺は力強く否定する。

　かなみは態度と言動が凶暴で、時々マジで人を殺しかねない恐ろしさがあるが、本当は心優しい女の子だ。

　たぶん、仮面女の話を聞いて、心配でたまらなくなったんじゃないだろうか。

「帰ってきたら、反対の頬にも当たるかもしれないわ。それを期待して、さっさと帰ってくることね」

「……了解」

　俺は笑って、Ｍ４を肩に担いで走り出す。

　かなみから離れる、まさにそのとき――

「たぶん、あなたは一つ勘違いしてるからね。このまま死なれたら……困るのよ」

　そんなことをつぶやいているのが聞こえた。

　俺の勘違いってなんだろう？　特に心当たりはないし、正直気になるが、引き返して質問している暇はない。

　俺は振り返らずに走り続けた。

　きちんと生きて帰れば、かなみが話してくれることもあるだろう。

　今は、慧けいと犯人に少しでも近づかないと――





『こちらデルタ。犯人エツクスレイ、人質ヤンキーともに未いまだ発見できず』

　ジジッ、とノイズ混じりの無線がインカムから聞こえてくる。

　先行したＧガールズの追跡チームも、まだ慧たちを見つけられないらしい。

　犯人の痕こん跡せきはほとんど残っていなかったし、この島は一人の人間を捜すには広すぎる。

　人海戦術か、ヘリで空から捜索するのがもっとも効率的だろう。

「ま、無いものねだりしても仕方ないか」

　俺おれはＭ４を構え、銃身に取りつけたフラッシュライトで前を照らして、夜のジャングルを走りながら考える。

　あの仮面女が犯人だとして、あいつの目的がヒメ神ガミの確保なのか危害を加えることなのかすらわからない。

　普通に考えれば、海へ脱出しそうなものだが、奴やつはジャングルに逃げ込んでいる。どこかに逃走用の船を用意している可能性は高く、それは俺たちの別荘から離れた海辺に用意しているのかも。

　船で逃げられたら、俺には手の出しようがない。たぶん、貴き理りが連絡して周辺の海域に網を張っていると思うが、仮面女が島から出る前にケリをつけたい。

「つっても、そう上う手まくいくかなあ……？」

「弱気は禁物ですわよ、祐ゆう貴きさん。特に私には常に強気でいていただかないと」

「…………」

　当たり前のような顔をして、俺の横を並走しているのは風かざ間まハルカだった。

　メイド服姿で、手には木刀を持っている。

「……ハルカさん、なにしてんの？」

「なにかしてほしいのですか？　なんでもして差し上げますけど」

　ハルカは意味ありげに笑いながら言った。

　こんな非常時にまでナチュラルに誘惑するのはやめてほしい。

「ふふ、そんな嫌な顔をなさらないでください。祐貴さん一人では心配なので追いかけてきただけですわ」

「ありがたいけどさ……」

　さっき、ヒメ神たちと話していたときにハルカだけなにも言わなかったのは、最初からついてくるつもりだったからか……。

「実は、軍曹がＧガールズ数人に祐貴さんの後を追わせようとしてましたの。あの方も、けっこうなツンデレですわよね」

「えーっ、軍曹が？」

　別荘の守りを減らしてでも、俺に援軍を送ろうとしたなんて。

　嫌われてはいても、貴理やヒメ神にとっては俺が必要だからだろうか……。

「ですが、これ以上手勢を外に出すより、私が追いますと志願してきたのです」

「ハルカさんも無む茶ちやをするなあ。だいたい、その格好じゃジャングルはキツイだろ」

「ああ、そうですね。このひらひらは、ちょっと走りにくいですね。ちょっと止まっていただけますか？」

「ん？」

　俺が足を止め、ハルカも立ち止まると、メイド服のポケットから小さなナイフを取り出した。

　そして、なんのためらいもなく、彼女はすっぱりとメイド服のスカートを切り裂いた。

　足首まであったスカートが、あっという間に超ミニに――

「これなら邪魔になりませんわね」

「――って、そういう解決!?」

　その格好じゃキツイだろうから、別荘に戻ったほうがいいと言いたかったのに。

「止めても無駄ですわよ。私も慧けいさんを放ほうってはおけませんから。あの方には、私を倒せるロボットを造っていただく約束ですからね」

「そうだったな……」

　やはり、ハルカは慧と友情を育はぐくみつつあるらしい。おかしな組み合わせではあるが友達っていうのは理屈じゃないしな……。

「さ、参りましょう」

　ハルカは、にこっと笑ってそう言った。

　これは本当に止めても無駄だな……。押し問答をするより、素直にハルカに協力してもらったほうがよさそうだ。

　俺おれは頷うなずいて、ハルカとともに再び走り出す。

　ハルカは足下に特に注意しているわけでもなさそうなのに、暗いジャングルを軽々と走りながらついてくる。この人は、どんな訓練を受けてきたんだろう……。

「慧さんがなにか細工をしておいてくださったら楽なのですけど。あの子は賢い方ですし。道にパン屑くずを落としておく、みたいなのはよくありますわよね」

「都合よくパン屑なんて持ってないだろ。つーかカンだけど、そういう小細工ができるほど甘い相手じゃないと思う」

　慧が痕こん跡せきを残していれば、既にＧガールズが発見しているだろう。無線も入らないということは、手がかりはゼロだということだ。

　不意にジャングルを抜けた。

　背の低い緑に覆われた草原が広がっており、月明かりに照らされて神秘的なほどに綺き麗れいな光景だった。

　一瞬、息を呑のんでその景色に見とれてしまう。

「……へぇ、凄すごいもんだな」

　慧を助けてこの事件が解決したら、ヒメ神ガミたちを連れてここにピクニックに来るのも悪くないかもしれない。

　ジャングルを抜けてすぐに緩ゆるい丘になっており、登り切ったところに巨大な岩がある。楕だ円えんに近い形で、高さは三メートル、横幅は五メートル以上ありそうだ。まるで、広い草原のアクセントになるように配置されたかのような、絶妙な位置だ。

「……あの、祐ゆう貴きさん」

「なに？」

　振り向くと、ハルカもぼんやりと岩のほうを見つめていた。

　違う、そうじゃない。彼女は景色に感動しているんじゃない。

　ハルカの顔には、汗がつうっと伝っている。夜とはいえ、南国は蒸し暑い。ジャングルを走ってきたのだし、汗くらいかいても不思議はないが……。

　彼女の表情を見た瞬間にわかってしまった。あれは冷や汗だ。

「申し訳ありません、私は来なかったほうがよかったかもしれません」

「ハルカさん……？」

　あのハルカが弱気なことを言うなんて。

　どんなときでも不敵に笑っている女の子なのに。

「祐ゆう貴きさんはわかりませんか？　あそこにいるものが――」

「いるって、なにが？」

　ハルカが指さしたほうに目をこらす。

　そちらにはさっきの岩があるだけだ。月に雲がかかっていて暗く、よく見えないが、これといって妙な気配も感じない。

「……ん？　あれはなんだ？」

　よく見ると、確かに岩の上になにかがあった。

　俺おれはＭ４を構えながら、丘を登って岩のほうへ進んでいく。

　ほんの少し進んだところで、不意に雲が晴れてきた。月光が岩を照らし、はっきりとそこにいるなにかが見えてくる。

「……なんで……なんで、おまえがいるんだ？」

　丘を登り切り、岩のすぐ下まで来て、俺もまた呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　岩に腰掛けていた人物が、すっと立ち上がる。

「貴き理り……」

　月に照らされ、微笑ほほえみを浮かべているのは神しん堂どう貴理だった。ゆったりとした水色のワンピースの上に、薄いカーディガンを羽織っている。

　いつもツインテールに結んでいる髪をほどいているが、見間違うはずがない。

「いいえ、違います。あれは貴理さんではありません」

「え？」

　横で、真剣な顔で岩を見上げながらハルカが首を振った。

　さっきよりも明らかに焦りが感じられる。こんなに感情を乱しているハルカは、めったに見られるものではない。

「あれは――別のものです」

　冗談を言っている様子でもない。

　そうだよな、貴理は別荘にいたはずだ。妹の身体からだを使ったことがあるからこそ言えるが、あいつは運動神経とか持久力とか、まったく持ち合わせていない。俺たちより先行して別荘を出ていても、先回りは無理だろう。そもそも、この岩の上に登ることさえ不可能だ。

「祐貴さんは感じないのですね。私は――あの人を見ているだけで、頭がどうにかなりそうです。ただでさえ、性格がどうにかなっているのに」

「自分で言うなよ。つーか、貴き理りじゃないなら誰だれなんだよ」

　俺おれは、岩を見上げて貴理ではない誰かを睨にらむ。

　ふと、その誰かは岩の上から身を躍らせた。

「――――！」

　三メートルほどの高さを、髪を揺らしながら、ゆっくりとその女は降りてきた。

　重力を無視した落下。やはり、尋常の存在じゃない。千ち華か姉ねえのような重力操作の能力だろうか……？　貴理にはそんな力は使えないはずなのに。

「いい夜だ」

　そいつは、他人事のように貴理の声で言った。

　妹の声で、妹じゃない誰かが喋しやべっている――

「動くな。余計なことも喋るな。訊きかれたことだけに答えろ。おまえは――誰だ」

　俺は腹が立って、Ｍ４を構えてドットサイトの照準を貴理の身体からだの肩に定める。まさか当てるわけにもいかないが、こいつを好きにもさせられない。

「誰だ、か。その質問は苦手なんだ。そうだ、風かざ間まハルカ。君はもう私が何者かわかっているだろう？　代わりに神しん堂どう祐ゆう貴きに教えてやってくれ」

　そいつは笑いながら、尊大な口調で言った。

　俺とハルカの名前も知っている。

　いや、そうじゃない。それだけじゃない。

　そうか、そういうことなのか――

　教えられるまでもなく、俺にもこいつの正体がわかる。少なくとも想像することができる。

　貴理であって、貴理じゃない。どうしたらそんなことになるのか、俺はよく知っているのだから。

　神人一体ホーリイ・ワン――

「女神、ですわね」

　ハルカがぽつりと言った。

　彼女が木刀を握る手に異様に力が込められているのがわかる。ギリギリと、木刀がきしむ音すら聞こえてきそうだ。

「そのとおり、言ってくれて助かった。『私は女神です』なんて、真顔で言ったら笑われてしまいそうだからな。自己紹介は苦手なんだ」

「笑えるか、そんなもん。本当に……あんた、女神なのか？」

　ヒメ神ガミは愛情を得て、いつか女神へと変わるという。

　その話だけは聞いていたが、具体的にどの程度の愛情を得られれば女神になるのか、女神になればヒメ神はどう変わるのか、まったく知らない。

　というより、そこまで気にしていなかった。他ほかにもっと気にすることがたくさんありすぎたから。

「もし本当に女神だとして、なんでこんなときに現れたんだ？　なにが目的だ？」

「矢継ぎ早な質問だな。君にも意外とせっかちなところがあるらしい。私が女神かどうか、見てもわからないだろう。ただ、君には心当たりがあるはずだ。風かざ間まハルカもヒメ神ガミの一人なのだから、感じるだろう？」

「……ええ、感じますわ。あなたは――私たちが目指すべき存在ですわね。まさか、貴き理りさんに乗り移って現れるとは思いませんでしたが」

「乗り移る、か。いい表現だ。私にも一応肉体というものはあるのだが、わけあって眠っているところでな」

「眠ってる？」

「こっちにも事情があるのだ。それで、この子の身体からだを借りさせてもらった。さっき一度、借りようとしたら先客がいたときには驚いたがな」

「…………」

　そうか、そういうことだったか。

　俺おれが貴理の身体から強制的に弾はじき出だされたのは、この自称女神が割り込もうとしていたせいなのか……。

　神人一体ホーリイ・ワンは、肉体に神の魂を降臨させる能力。

　初めて、本来の形で貴理の能力が発現しているわけか。

「で、あらためてこの子の身体を借りてみた。神しん堂どう祐ゆう貴き、君に挨あい拶さつをしようと思って」

「挨拶？　あんたには大いに興味があるけど、また今度にしてもらえないかな。今は急いでるところなんだ」

「そのことなら心配いらない。焦らなくても、氷ひ室むろ慧けいは無事だし、犯人もまだこの島にいる。話さえ聞いてくれたら、君たちに居場所を教えてやろう」

「なぜ、あなたに犯人の居場所がわかるんですの？」

「私は女神だからだ」

「……女神って自分で言ってるじゃん」

「はっ!?　しまった、さすが風間ハルカ、見事な誘導尋問だった！」

　女神は、本気でびっくりしているようだ。

　えーと……。

「女神っていうのは、バカでもなれるのか？」

「失礼な男だな。私だって、元はヒメ神だ。君のヒメ神たちと同じように人間社会で育ったんだ。完かん璧ぺきではない。うっかりミスをすることもある」

「……あんたが犯人の居場所を知ってるっていうのも勘違いとかじゃないだろうな？」

「大丈夫だ。信じる者は救われる」

　なんて胡う散さん臭くさい神だろう……。

　貴理の身体じゃなかったら、どついてやりたいくらいだ。

　女神って、もっと神秘的なものじゃないの？　登場シーンは悪くなかったのに。

「っと、挨あい拶さつだったな。本当は神しん堂どう祐ゆう貴きがヒメ神ガミたちに会ったところで、挨拶するつもりだったが、君たちがやたらと楽しそうにバタバタしていたからな。邪魔をするのは悪いと思って、控えてた」

「楽しかったか……？」

「私はけっこう楽しんでいましたわ」

　調子を取り戻したらしく、ハルカがすました顔で言った。

　俺おれがヒメ神と出会った頃ころといえば、ハルカがかなみの命を狙ねらって暗躍していたっけ。まあ確かに、ハルカのほうは楽しそうだったな。

「ただ、挨拶が遅れすぎるのもなんだからな。そろそろ――と思って来てみれば、また面倒が起きているようだな」

「取り込み中だよ。トラブルは毎度のことだけど、今度はわけのわからん化け物のご登場だ。あんた、なにか知ってるか？」

　元ヒメ神の女神というなら、少なくとも俺や今のヒメ神たちより多くの知識を持っていてもおかしくないだろう。

「化け物はひどいな。氷ひ室むろ慧けいをさらったあの子も、もしかすると君のヒメ神の一人になっていたかもしれないのに」

「…………は？」

　ドットサイトを覗のぞいていた目を離して、俺はぽかんと口を開けてしまう。

　ハルカも隣で首を傾かしげているようだ。

「あれは、ヒメビトだ。ヒメ神の素質を持ちながら、ヒメ神になれなかった女の子だ」

「ヒメ神になれなかった女の子……？」

　七人いるというヒメ神以外に、そんなものまで……？

　いきなり言われても、すぐに受け入れられる話ではない。

「疑う気持ちは充分わかる。だが、事実だ。ヒメ神は七人しかいないが、その候補者はもっともっといる。ヒメ神は人であり、神でもある者たち。そしてヒメビトは、人ではないが神でもない者たちだ」

「待て、待て待て。いきなりそんなに言われても理解が追いつかないだろ」

　俺はライフルを下げ、女神を手で制する。

「さっき俺が会った仮面女がそのヒメビトってやつなのか？　確かに、銃で撃たれても平気そうにしてたし、人間とは思えなかったけど……」

「平気というわけではないだろうがな。ただ、ヒメビトには強力な回復能力がある。撃たれてもすぐに傷の回復が始まっているはずだ」

「えぇっ！　すぐに回復してしまっては痛みを楽しめないじゃないですか！」

「あの、ハルカさん。ちょっと黙っててくれるかな？」

　いじめられるの大好きなハルカには、苦痛すらも快感なのはよーくわかってるけど、時と場合を考えてものを言ってほしい。

「話を続けていいか？　ヒメビトはヒメ神ガミのような、それぞれの特性や天罰の能力がない代わりに、強い回復能力と人間離れした身体能力を持っている。力は竜りゆう崎ざき澪みおほどではないが、おそらく神しん堂どう祐ゆう貴き、君よりずっと上だぞ。並の兵士程度では歯が立たないだろうな」

「そりゃ、ヒメ神とはまた違った迷惑な人たちだな……」

　ハルカの戦闘能力や朱あか音ねの歌の才能といった、ヒメ神たちがそれぞれ持つ特性。風だの炎だのを操る天罰の能力。それらは強力であるが……ずば抜けた回復能力と身体能力というのもシンプルではあっても恐ろしい。

「さらにいえば、ヒメビトはヒメ神に敵対する本能を持っている」

「敵対!?」

「あらら、それは素敵ですこと」

　戦闘好きなハルカが喜んでいる。俺おれが心配だからついてきたというだけではなく、戦いたかったんじゃないだろうか？

「君たちも知っているだろう。ヒメ神の能力は使うほどに強くなる。だが、人間なんてヒメ神の力の前では無力だからな。ヒメビトは、ヒメ神にとっては能力を磨く相手としては申し分ない」

「……ヒメビトはそれだけのためにいるのか？」

「さあな。私にもそこはよくわからない。とはいえ、ヒメ神の成長のためにヒメビトが必要なのは確かだ」

「なるほど……ですが、その割には今まで登場されませんでしたね。あなたの言葉によると、複数いらっしゃるそうですが、皆さんそろってお昼寝でもされていたんですか？」

「ヒメビトには、ヒメ神の存在を探知できる能力もある。本来はもっと早く、ヒメ神たちの前に現れていたはずだ。だが、誓約エンゲイジも済ませていないヒメ神を戦わせることを恐れた、お節介な誰だれかさんがあちこちでヒメビトを倒して回っていたらしい。神堂祐貴が出会ったのは、そいつが討ち漏らしたヒメビトだな」

「誰かさん……？」

　思いっきり気になるが、そういう言い方をするということは、その人物の正体を教える気はないんだろう。

　中の人が違っても、もったいぶるところは貴き理りと同じとか、ひどい話だ……。

「……挨あい拶さつに来ただけなのに、ちょっと話しすぎたか。あまり言い過ぎると、貴理に怒られそうだ」

　そう言って、女神は笑った。貴理のどことなく腹黒さを感じる笑顔とは違う……。

「神堂祐貴、これだけは言わせてくれ」

「なんだよ」

「なにかを手に入れるには代償が必要とか、そういうのは普通の人間の考え方だ。君は王なのだから――ほしいものすべてを手に入れるがいい。なにも失うことなく」

「いきなりなに言ってるんだ、あんたは」

　横を見ると、ハルカが手のひらを上に向けて、くいくいと上下に動かしている。「もっと言ってもっと言って」というジェスチャーか。この人も俺おれになにを期待してるんだか。

「神しん堂どう祐ゆう貴き、君は初めて現れた、七人のヒメ神ガミを愛せる男だ。一人ではなく、七人を愛せるのは本当に――本当に特別なことだ。そのことだけは決して忘れるな」

「特別って……『王の声オーバーロード』のことか？」

「あなたの言葉は、人の魂を震わせ、神にすら届く――」

「なんで……」

　それは、俺が遠い昔に誰だれかから聞いた言葉だ――

「まさか、俺にその言葉を伝えたのは……」

「さあな。そんなことはどうでもいいだろう？　それよりも、君の力のことだ」

「俺の力……」

　長い歴史を持つ神堂家でも、自分が特に異常な存在であることは知っている。

　ヒメ神七人を攻略するには、この能力がなければ不可能だということも。

「君はその能力を嫌って、ずっと使わずに来ただろう。そのせいで、未いまだに君の力はせっかくの可能性を眠らせたままでいる」

「も、もしかして祐貴さんの『王の声』も成長するのですか？　強くなった『王の声』で『この犬め！』と罵ののしられたら、本当に犬になってしまったりですか？」

「あのさ、ハルカさんは俺の可能性になにを期待しているの……？」

　ハルカの目がマジできらきらしてるし。

　女神が言うとおり、『王の声』は子供の頃ころには乱用していたこともあったが、ここ数年はずっと使わずにきた。ヒメ神たちと出会ってからは何度か使っているものの、回数としては大したことはない。

「『王の声』を使うのをためらうのはわかるが、君はもう少し自分を信じるべきだ。どんなに強い力を持っていても、君なら悪用などしないだろう。必要なときに必要なだけ使っていけばいいんだ。君が望めば、それだけ『王の声』は進化していく」

「軽く言ってくれるな……」

「ちょ、ちょっとくらいならえっちなことに使ってもいいと思うぞ。君もお年とし頃ごろなんだしな」

「照れながら言われるのも困る！」

　女神が顔を赤くしてる！

　仮にも神だというのに、威厳よりも可愛かわいらしさを出してどうするんだよ。

　神様のお許しが出たってことで、桃もも女じよの女の子たちにエロいことを『王の声』で要求しまくっちゃうぞ。そんなことしたら、まず間違いなくかなみに殺されるけど。

「……言われなくても、使うときには使うよ。それよりあんたは女神で、元はヒメ神なんだよな。あんたの時代にも他ほかに六人のヒメ神がいたのか？　その人たちはどうなった？」

　俺の質問に、初めて女神は悲しげな表情を見せた。

　風が草原を渡っていき、貴き理りの――女神の長い髪がさらさらと揺れている。

　彼女の心は激しく揺れ動いているように見えた。そして、それを決して表に出さないようにしているようにも。

「君は気になっているんだろう。七人目は誰だれなのか、と」

「え？　ああ……」

　女神の顔から憂いが消え、まっすぐなまなざしで見つめてくる。

「当然、私のときにもヒメ神ガミは七人いた。彼女たちがどうなったのか、それは私の口から語ることではない」

　質問の答えは半分だけか……。それでも答えてもらえるだけマシなのかな。

「一つ言えることは、今回は特別だということだ。今の世代のヒメ神たちには、私のときとも、それまでとも違うところがある」

「違うところ？　なんだ、それは？」

「もちろん、君のことだ。今のヒメ神たちには特別な王がいる。だから、王にも特別なヒメ神がいてもいいだろう。私はそう考えている」

「特別なヒメ神……？」

　ヒメ神というのは、元から特別な存在だと思うが。

　さらに別の、スペシャルなヒメ神でも存在するっていうのか？

「ヒメ神たちと同じく、重い運命を課せられた君のために、七人目についてはルールを変えることにしたんだ。いずれ、君にはわかる。今はまだ時期ではない」

「誰が七人目なのか……教える気はないってことだな」

「神しん堂どう貴理は知らない。私もこれ以上教えられることはない。もし、答えを持っている者がいるとしたら――それは君だ」

「は……？」

　戸惑う俺おれの前で、女神はくるりと身を翻し、背中を向けた。

「もう行くといい。仮面のヒメビトは、あちらに三キロほど行った入り江にいる。もちろん氷ひ室むろ慧けいも一緒だ。そこでなにかを待っているようだ」

「……それはどうも」

　七人目についてのお話はもう終わりらしい。

　情報は増えたが、わからないことも余計に増えてしまった気がする。

　だが、それでいい。

　俺が一番訊ききたかったことは教えてもらえたのだから。答えを得た以上、女神だろうが、もうどうでもいい。

「話が終わったなら、妹の身体からだを返してくれ。生意気で腹黒な奴やつだけど、それでも貴理は俺の妹なんでな」

「貴理には君の言葉は聞こえていない。この身体の中で彼女の魂には眠ってもらっている。今の言葉を聞いたら大喜びしそうだな」

「貴き理りの身体からだを返すのか、返さないのか、どっちなんだ？」

　俺おれは女神の背中にＭ４を向けて、じりじりと近づいていく。

　女神というなら、ヒメ神ガミ以上の能力を持っていそうだが、そんなことは関係ない。貴理の身体は、あいつだけのものだ。

「いい男だな、君は。私を愛したあの男にも――少し似ている」

　女神は振り向かずにそう言うと、ゆっくりと歩き始めた。

「おい！　どこへ行く気だ！」

「別荘に戻るだけだ。ちゃんと神しん堂どう貴理は君の妹として、帰りを待っている。安心して、氷ひ室むろ慧けいを助けに行くといい。幸運を祈ってる」

「女神の祈りか。それはありがたいことだな」

　女神は俺たちから遠ざかりながら、さっと手を挙げた。

「神堂祐ゆう貴き、またいずれ。それに風かざ間まハルカ。君ともまた会えてよかった」

「え？　今、なんて……？」

　ハルカが戸惑った声を出す。

　また――って、女神は以前にハルカと会ったことがあるのか？　ハルカのほうは覚えがないようだけど……。

　しかし、女神は立ち止まりもせずに草原を歩いて行く。

　小さくなっていく背中を、俺たちは黙って見送る。追いかけることはできなかった。

　あれは、本当に女神だったのか――？

　貴理ならあれくらいの演技はできるだろう。

　そう疑いつつも――心のどこかで、あれが本物の女神だったと感じてしまっている。

　だから――

「祐貴さん」

　ハルカがこくりと頷うなずいた。

　俺もハルカに頷きを返す。

　これからどこへ向かうか、既に心は決まっている。





　進むにつれて、潮の香りがはっきりと漂ただよってくる。

　草原を抜けると、再びジャングルになっていて、俺はハルカとともに互いをカバーしながら前進していく。

　実は軍曹には、慧の居場所を連絡していない。

　ヒメビトとやらの話を聞いた後では、Ｇガールズを戦わせるのは気が重いからだ。

　プロの兵士であるＧガールズに対して失礼だとは思うが、女神の話を信じるならヒメビトは化け物だ。

　相手は人間ではない。精鋭揃ぞろいのＧガールズといえども、ハルカや澪みおとの戦いを思い出せば、彼女たちでも不覚を取る可能性はある。

　一方で、ハルカと俺おれは、普通とはちょっと違う。ヒメビトと戦うなら、俺たちのほうが向いているはずだ。

　俺とハルカで意見が一致し、こうして二人だけで女神に教えられた入り江に向かったのだ。後で軍曹に怒られるだろうが、それで済むならまだマシだ。もうＧガールズたちだって何人か顔見知りもいるし、彼女たちが傷つくのはごめんだ。

　本当ならハルカも置いてきたかったけど……。

「祐ゆう貴きさん」

　小声で、ハルカが海のほうを指さす。彼女の表情は心なしか嬉うれしそうだ。戦闘タイプのヒメ神ガミというのは、戦闘を楽しめるという意味なのかもしれない。確実に、彼女はなにを言われても俺についてきただろう。そこはもう、あきらめるしかない。

　俺は、ハルカが指さしたほうを見る。ほんの数メートルでジャングルを抜け、その先はすぐに海だった。

　砂浜ではなく、切り立った岩場になっていて、押し寄せた波が岩にぶつかって派手な水しぶきを上げている。

　俺たちはジャングルの茂みに姿を隠し、岩場の状況を確認する。

　地形は起伏に富んでいて、自由自在に走り回るというわけにもいかないだろう。身を隠せる場所も多いから、銃撃から逃げるにもちょうどいいかもしれない。もっとも、ヒメビトの回復能力なら逃げる必要なんてないだろうか。

「……ヨットがありますわね」

「ああ」

　岩場に打ちつけられた杭くいからロープが伸びていて、小さなヨットに繋つながっている。船上に人影は見えないが、女神の話が事実ならば……。

　どう動くべきか悩んでいると、不意にヨットのデッキに仮面女が現れた。船上を動き回り、なにやら作業している。

「もしかして出航の準備か？」

「かもしれませんわ。急いだほうがよさそうですわね」

「えっ？」

　ハルカはそう言うと、勢いよく立ち上がった。茂みががさりと鳴って、仮面女がこちらを見た。

「ちょっと、ハルカさん！　奇襲が台無しじゃん！」

「いえ、向こうも気づいていたようですよ」

　よく見ると、仮面女のほうは動揺した様子もない。

　そうか、ヒメビトにはヒメ神を探知する能力があるんだった……！

「私は奇襲なんて最初からやるつもりはありませんでしたわ。ヒメビトはヒメ神になれなかった方だということですが、要するに――ヒメ神のなり損ないでしょう？」

「舐なめてかかるのはヤバイって！」

「自分の力を知っているだけです。私が舐めるのは、祐ゆう貴きさんの靴の裏くらいですわ」

「そこかよ！　しかも裏か！」

　どこまでドＭなんだ、この人は！

「ふふっ」

　ハルカは不敵に笑うと、茂みから飛び出して、ヨットへ向かって一直線に駆かけて行く。

　ああっ、すっかり忘れてたけど超ミニスカになってるのに全力で走ったら！　スカートが思いっきりめくれ上がってる！

　さすがは風かざ間まハルカ、外見だけは完かん璧ぺきな大和撫子やまとなでしこだけあって、パンツも清せい楚そな白か！

「って、そんな場合じゃない！」

　俺おれが不ふ埒らちなことを考えている間に、仮面女がふっと屈かがみ込んで、黒っぽくて長いなにかを拾い上げた。

「ミニミ――！」

　仮面女が両手で持っているのは、ミニミ軽機関銃だった。五・五六ミリ弾を二百発装そう填てんし、発射速度は毎分七百五十発。俺も使用したことはあるが、きわめて強力な武器で、世界中の軍隊で使用されている。

　仮面女はミニミを持ったままヨットから岸へ大きく跳んで、岩場に着地し、腰ほどの高さの岩の上にミニミを据えて射撃を開始した。

「戻れっ、ハルカさん！」

「あらま」

　ハルカはのんきにつぶやいて、さっと身を翻した。ミニミの弾がどかどか飛んでくる中を、ハルカはジグザグに走りながら、こっちに戻ってくる。

「ただいま戻りましたわ」

「……おかえり」

　ハルカは笑みすら浮かべて、俺が潜んでいる茂みの中に飛び込んできた。

　銃撃は既に止やんでいる。向こうも弾を無駄遣いするほど素人でもなさそうだ。

　こちらと仮面女の距離は、せいぜい百メートル足らず。充分すぎるくらいＭ４の射程距離内だ。でも……。

「ちっ、回復能力が高いって割には防御が甘いわけでもないんだな」

「しっかり身を隠してらっしゃいますねえ」

　仮面女はミニミの銃口をこちらに向け、身体からだのほとんどを岩に隠している。頭と腕以外はほとんど見えない。

「この距離ならピンポイントで狙ねらえるけど、腕に当てても無駄だろうし、頭に当てたらさすがに死ぬだろうなあ」

「それで生きてたら、さすがにファンタジーすぎますわね」

「どっちかっつーとホラーだな。ヒメビトを倒して回ってたって人に、参考意見を聞きたいもんだ」

　機関銃を向けられている状況で、こんな軽口を叩たたけるとは、俺おれも図太くなったもんだ。それとも、ハルカがいるから安心しているのか。

「しゃーない。ちょっと強引なことをやってみるか。あっちは丈夫みたいだし、そう簡単には死なないだろ。ハルカさん、付き合ってくれるか？」

「答える必要すらありませんわね」

　ハルカは木刀を握りしめて、にっこり笑う。

　俺は、ふと気づいた。木刀とはいえ、殺傷能力は真剣にさほど劣らない。木刀で頭をかち割られたら、驚異的な回復力を持つヒメビトでもひとたまりもないんじゃないか。

「わかってますわ、祐ゆう貴きさん。私も殺さないようにします。敵に情けを掛けるなんて甘いと思いますが、あなたが敵に甘くてもかまいませんわ」

「ハルカにだけ厳しければいい、か？」

「私の台詞せりふを取っては嫌ですわ！」

「泣くなよ！」

　意外なリアクションだな、おい！

　どうしても俺を挑発したいのか！　もしかして生いき甲が斐いなのか！

「うう、祐貴さんったらひどいですわね……でもそれもまた悪くないです。言葉責めとしては弱いですが、これが私の調教計画の始まりだと考えることにします」

「そんな計画、微み塵じんも練ってねぇよ……」

　俺はつぶやきながら、腰のポーチから手しゆ榴りゆう弾だんを取り出す。

　敵の射撃に対抗するには、射撃で応じるよりも爆発物で一気に制圧してしまったほうが早い。敵まで距離がありすぎるので、接近するための牽けん制せいも必要だ。

　俺はもう一つ、スモーク弾も取り出した。

「俺がこいつを投げたら、ハルカさんも――」

「わかりましたわ。お任せください」

　ハルカは俺の言葉を遮って、こくりと頷うなずいてくれた。話が早くて助かる。

「それじゃ――行くぞっ！」

　俺はスモーク弾のピンを引き抜き、茂みから立ち上がってぶん投げた。

　スモーク弾は数十メートル飛んで、地面に落ちるとバシュッと音を立てて煙が噴き出し始めた。

　俺たちと仮面女の間の空間が、分厚い煙で埋まっていく。

　煙が噴き出すのと同時に、俺とハルカは走り出していた。敵からの射撃も始まったが、煙で視界が遮られた状態では、狙ねらい撃うちは無理だろう。

　俺は身を低くして走りながら、今度は手榴弾のピンを引き抜いた。あちらには俺たちの姿は見えないだろうが、敵のミニミのマズルフラッシュははっきりと確認できる。

　頼むから死ぬなよ。ちゃんと逃げろよ――と祈りつつ、手榴弾を放ほうり投げた。

　放物線を描いて飛んだ手しゆ榴りゆう弾だんは狙ねらいを誤らずに、軽機関銃のそばに落ちる。

「手榴弾だ！　逃げろっ！」

　念のためにわざわざ警告までしてやりつつ、自分の甘さが嫌になってくる。

　こっちも命が懸かってるのに、なにをやってるんだか。

　ドンッ、と意外に軽い音がして手榴弾が爆発する。

　仮面女は――

　海から吹いてくる風で、たちまち煙が晴れていく。

「……いいような、悪いような」

　ミニミは吹っ飛んで、岩場に転がっていたが、仮面女のほうは元気いっぱいだった。

　右手に特殊警棒、左手にサブマシンガン――ＭＰ５の銃身を切り詰めたＭＰ５Ｋを持っている。こっちを挑発するように偉そうに立ち、すうっとＭＰ５Ｋの銃口を向けてきた。

「人のご主人様になにをしてるんですか！」

「くっ！」

　そこに、ハルカが素早く斬きり込んできて、木刀を振り下ろす。警棒で受け止めた仮面女に、さらに二太刀目、三太刀目と浴びせていく。息をもつかせない連続攻撃だった。

「あなたのお相手は、この犬ですわ！　この卑しい犬がいる限り、誰だれにもご主人様に手出しはさせません！　犬を、犬を甘くて見ては困ります！」

　あまり犬とか連呼しないでほしいな……。

　若干、仮面女が引いてるように見えちゃうんだけど……。中二のおとなしい女の子をさらった凶悪犯だというのに、ちょっと同情しちゃいそうだ。

　言ってることはともかく、ハルカはさすがだ。休むことなく打ち込み続け、仮面女に銃を構える隙すきを与えない。性格――いや、性癖はともかく腕はいい。

「犬なら……おとなしく伏せてろ！」

「きゃっ！」

　仮面女が警棒ではなく、ＭＰ５Ｋを振るって、ハルカの肩に叩たたきつける。

　片手で振るったとは思えない勢いで殴なぐられ、ハルカの細い身体からだが吹き飛び、彼女は岩場の上に手をついて着地した。

「ハルカさんっ！」

　俺おれはＭ４を連射して仮面女を牽けん制せいしながら、ハルカのもとへ駆かけ寄る。

　彼女は肩を押さえながら、眉をひそめている。

「ハルカさん、大丈夫か！」

「ダ、ダメです……」

「えぇっ！」

「祐ゆう貴きさん以外にぶたれてもダメです！　感じませんわ！」

「本当にダメだな！」

　心配して損したよ！

　頼むから、そういう意味で戦いに快楽を求めるのはやめてくれ！

「まあ、冗談はともかく……めんどくさい相手だな」

　さっきから動きを見ていると、俺おれが撃った肩はなんともなさそうだ。本当に回復しているらしい。

「私は冗談は言ってませんが、確かに面倒ですわ。澪みおさんほどではありませんが、なかなかのパワーです。私の細腕では力負けしますわね」

　ハルカは戦闘能力は高いが、単純な力だけならそれほど大したことはない。剣の技術が尋常じゃないから、真剣を使えばなんでも斬きり裂いてしまうが。

「とはいっても……放ほうって逃げ出すわけにもいかないしな。おい、慧けいは無事なんだろうな！　もしあの子になにかあったら……！」

　俺は余裕たっぷりでこっちの出方を待っている仮面女に呼びかける。たぶん、慧はあのヨットにいるのだろうけど……。

「残念ながら無事だ。ヒメ神ガミと戦うことが私たちの仕事だが、氷ひ室むろ慧のほうは戦う気などまったくないからな。こちらもやりにくい」

「あー、まあ……そうだろうな」

　慧は頭脳に優れたタイプのヒメ神だ。

　運動能力は高くないし、天罰の能力もまだまだ弱い。彼女個人の戦闘能力は皆無だ。しかも、ああもぼーっとされてしまうと、戦いを挑む気も起きないだろう。

「というか、私がさらってきたわけじゃない」

　仮面女の声はくぐもっていて、ずいぶん聞き取りにくいが、なにか困っているような感じだった。

「さらったわけじゃない？　なにをふざけたことを言ってるんだ？」

「本当だ。鳴なる神かみかなみか竜りゆう崎ざき澪を狙ねらおうとしたのに、氷室慧の部屋に入ってしまって。私の肩の傷が治っていくのを見て『解剖させてくれ』と、あの子が言い出して……」

「慧さんの知的好奇心は、見境がありませんからね……あなたも驚かれたでしょう」

　ハルカも珍しく呆あきれている。さっきまで殺し合う勢いでやり合っていた相手に、同情すらしているように見える。

「騒がれても面倒だから、調べさせてやるから一緒に来いと言って連れ出したんだ。さっきまで本気で私を解剖しようとしてたから、なだめるのが大変だった」

「自分からついて行ったのかよ。なにやってんだ、あの子は……」

「かと思ったら、突然『眠いから寝る』と言って寝てしまった。今はヨットのキャビンで寝てる。正直、連れて帰ってほしいくらいだが……」

　経緯はともかく、慧が無事なのは本当のようだ。

　ほっとしたけど、まだこれで終わりではない。

「もちろん慧は連れて帰る。おまえも放っておくわけにはいかないな。おまえは――ヒメビトなんだろ？」

「……なんだ、知っていたのか。王様はなにもご存じないのかと思っていた」

　仮面女は、少し驚いているようだった。

「情報提供者がいるんだよ。おまえは自分の正体は隠しておきたかったのかな？」

「そのとおりかもしれませんわね」

　仮面女ではなく、俺おれの隣でハルカが頷うなずいた。

「ヒメビトはヒメ神ガミの居場所を探知できるというお話でしたが、いくらなんでもこんな南の島にいる私たちを追いかけてくるには、情報を掴つかまないと不可能でしょう。少なくともなんらかの組織が関かかわっているのではありませんか？　神しん堂どう家けもヒメ神も敵が多い人たちですから、絞りきるのは難しいでしょうが、それはどうでもいいですわ。あなたを捕まえた後で、じっくり聞き出せばいいだけですもの」

　ハルカは、楽しげに語り続ける。

「情報源はともかく、祐ゆう貴きさんのこともご存じなのでは？　だとすると――」

　そう言って、ハルカは意味ありげに俺の顔を見た。

　なるほど、そういうことか。おそらく、仮面女が一番恐れているのは俺の『王の声オーバーロード』だ。

　神であるヒメ神には『王の声』で命令を聞かせることはできないが、ヒメビトは神じゃない。『王の声』が通じる可能性は低くない。

　つまり、仮面女の正体を――名前を知ってしまえば、こちらの勝ちだ。一発の銃弾も必要ない。

「そんな話を振られて、こちらが答えるとでも思ってるのか。甘いのはそちらのほうだろう。おまえたちは、のんきすぎるな」

「ごもっともで」

　俺は思わず苦笑して、Ｍ４を構え直した。

　実弾はもちろん、木刀も特殊警棒もその気になれば簡単に命を奪える武器だ。命のやり取りをしているときの会話としてはのんきすぎる。

「まあ、そうですわね。どちらが甘いか、試してみましょう」

　ハルカは木刀を強く握りしめて中段に構え、今度はじりじりとすり足で間合いを詰めていく。

　仮面女のほうはＭＰ５Ｋを構えようとして、思い直したように特殊警棒を持った手をさっと挙げた。接近戦に応じるつもりらしい。

　二人に入り乱れて戦われると、こちらは援護しづらい。ハルカにはヒメビトのような回復能力はないのだから、もし弾が当たったら……。

「ふっ！」

　気合いの声とともに、ハルカが一気に仮面女のふところに飛び込んだ。構えた木刀を振り下ろし、女が警棒で受け止める。ガキンッ、と高い音が響き渡る。

　仮面女が強引に木刀を払いのけ、体勢を崩したハルカに飛びかかる。襲いかかってくる警棒の一撃を、ハルカは木刀で軽くいなし、続けて仮面女ののどをめがけて突きを放つ。

「くっ……！」

　仮面女は上体を反らしてその突きをかわし、また強引に警棒で木刀を払う。再び体勢を崩されたハルカが、後ろによろめきそうになりながらも、なんとか立て直す。

　激しい攻防は一瞬で終わり、とてもじゃないが援護する暇などなかった。

　ハルカも凄すごいが、あの仮面女も相当できる。ただ身体能力が優れているだけでなく、かなりの訓練を受けているようだ。少なくとも、俺おれは白兵戦で勝てる気はしない。

「なるほど、楽しいですわね。かなみさんや澪みおさんも悪くない敵でしたが、彼女たちはあまりに戦い方が異質でしたもの。こうして、まともにやりあえる相手というのは得難いものですわ。ふふふふふ……」

　ハルカがドＳモードに入ってしまっている……。どこで方向を間違えたのか、すっかりドＭの変態になっていたのに、以前の彼女に戻りつつある。ヤバイなあ。

「では、もっと楽しませていただきますわね」

　ハルカはメイド服から大型のナイフを取り出し、逆手で握った。

「多少の傷はすぐに治るのですよね。いくら切り刻んでも、殺さなければ治ってしまうなんて、ある意味理想的な敵ですわ」

　あー、ヤバイヤバイ。これ以上戦いが長引くと、ハルカが完全に元に戻ってしまいそうだ。本気でかなみの命を奪おうとしていた頃ころの彼女に。

　ハルカはにやりと笑うと、岩場の上を全力で走っていく。

　木刀か、ナイフか――

「…………っ！」

　ハルカが仮面女に肉薄し、木刀とナイフを同時に振るう。仮面女も瞬時に反応して、特殊警棒を振り上げ、ＭＰ５Ｋの銃口をハルカに向けた。

　まずい、と――俺がドットサイトの照準を仮面女に合わせたその瞬間。

「あははっ！」

　ハルカは笑いながら木刀とナイフを投げ捨て、仮面女の左腕にしがみつくようにしたかと思うと、肘ひじ関節を極めて――

　バキン、と容赦なくへし折った。

「…………っ!?」

　ヒメビトである仮面女も、さすがにダメージが大きいのか、苦く悶もんの声を漏らしてＭＰ５Ｋを取り落とし、ハルカから距離を取った。

　うわあ……すげー、マジで折ったよ……。木刀もナイフもフェイントかよ。

「あらら、ずいぶん痛がってらっしゃいますね。回復するといっても、苦痛がないわけではないんですわね」

「……やはり甘いな」

「は？」

「甘いと言ったんだ、風かざ間まハルカ」

　仮面女は警棒を握ったままの手で、折れた腕を支えている。

　ああしておけば、勝手に骨がくっついたりするのだろうか？

「腕など折らずに、上う手まく不意を突いたのだから、首をへし折ればよかったんだ。いくら私でも、首が折れればおしまいだ。なのに、おまえは腕で済ませてしまった。甘いな、甘すぎる。私にとって最大の脅威は、戦闘タイプのヒメ神ガミだと思っていた。電撃使いや強大なパワーを持つヒメ神よりも、ずっと厄やつ介かいだろうと。だが、その甘さではな」

「……私は別に、甘くなった自分が嫌いではありませんわ。今の私を、祐ゆう貴きさんは見てくださいますしね」

　ちらり、とハルカは俺おれのほうを意味ありげに見た。

　そのとおり、以前の怖いハルカよりは、調教をねだるドＭで、誰だれも殺さないハルカのほうが俺はずっと好きだ。彼女が元に戻ってなくて、本当によかったと思う。

「愛されてどうしようというんだ？　王の愛情は、影カゲヒメのおまえには届かない」

「…………」

　ハルカは黙って、仮面女のほうに視線を戻す。彼女の目が鋭さを増し、さっきのものより短いナイフが服の中から取り出される。

「なにを怒っている、風かざ間まハルカ。ただの事実だろう。おまえは、王に会う前に影ヒメになってしまった。どんなに愛情を求めても、どれだけ愛情をもらっても、おまえが満たされることは決してない」

「余計なお世話です。私がなにに快感を覚えるかは、自分が一番よく知っていますわ」

　快感って、あんた。

　と突っ込みたかったが、ハルカの口調は真剣そのもので、口を挟める雰囲気ではなかった。

「勝てそうにないから心理戦にでも持ち込むおつもりですか？　『王の声オーバーロード』ならともかく、あなたの言葉などでは私は揺さぶれませんわ」

「おまえが推測したとおりに、私は情報源を持っている。おまえたちヒメ神よりも、ヒメ神のことをよく知っている。風間ハルカ、おまえは――」

　仮面の下で、女が不気味な笑い声を上げた。

　心から暗い喜びにひたっているような笑いだった。

「どれだけ望んでも、おまえは愛情を糧かてにはできない。憎悪を受け、それを糧とし、さらに自分をも憎んで潰つぶれていく。そして、いつかおまえは影になってしまう」

「――――っ！」

　ハルカが、息を呑のむ気配が伝わってきた。

　あのハルカが――動揺している。いや、動揺しているのは彼女だけじゃない。

　たぶん、ハルカは瞬時に思い出したのだ。そして、俺も。

「わかったようだな、風間ハルカ。おまえも見たんだろう。そうだ、おまえもいつか、桃とう花か泉せん女子学院の地下をさまよう影になってしまうんだ」

　ハルカと俺おれ、慧けいと軍曹が遭遇した、桃もも女じよの地下迷宮をさまよっていた謎なぞの影たち。

　俺たちに襲いかかってきたあいつらは、影カゲヒメと関かかわりがあるような気はしていた。

　だからこそ、俺はもう誰だれも影ヒメにしないためにヒメ神ガミたちと積極的に関わると心に決めたのだ。

「哀れなものだな、風かざ間まハルカ。こうして、他ほかのヒメ神や王たちと楽しくやっていられるのも、今だけだ。おまえの末路は――既に決まっている。決まっているんだよ」

　俺は黙ってＭ４を構え、照準を仮面女に合わせる。

　引き金を二度、続けて引いた。

「ぐっ……！」

　仮面女まで距離は数メートル。おしゃべりに夢中になっている相手に、ピンポイントで当てるなんてたやすい。

　二発の弾丸は狙ねらいを誤らずに女の両りよう膝ひざを撃ち抜いた。

「神しん堂どう祐ゆう貴き、おまえ……」

「人の女になにを吹き込んでるんだ。勝手なことを言うな。ハルカさんの運命を――おまえなんかが勝手に決めてるんじゃねぇよ」

　心の奥底から怒りが湧わいてくる。

　影ヒメだろうと、困った性癖を持っていようと、風間ハルカはヒメ神だ。

　俺が守るべき、愛するべき大事な女の子の一人だ。

　それを傷つけるものがいるなら――

　突然、仮面女が動いた。

　膝を撃ち抜かれているのに素早く動き、地面に落ちているＭＰ５Ｋを拾い上げ、こちらに銃口を向けた。

　俺はＭ４の引き金に掛けたままの指を動かさず、代わりにすうっと息を吸い込んだ。

　ヒメビトへの怒りは止まらない。

　止めるつもりも――ない。

　ガキン、と頭の中で確かな音を立て、回路が切り替わった。

　ずっと眠っていた機関に火が入り、うなりを上げて動き始めている。

　なんだ、これは。なんなんだ、これは。

　頭の中でなにかが起こっている。

　どくん、どくんと心臓が激しく高鳴っている。

　うるさい、そんなに騒ぐな――

　血管が焼き切れそうなほどの。

　脳が破裂しそうなほどの、熱い熱い高揚感。

　思考は今にもショートしてしまいそうで、ぶちぶちと身体からだの中でなにかがちぎれていくような感覚に襲われる。

　身体の――いや、魂の奥底からあふれだしたエネルギーは全身を駆かけ巡り、凄すさまじい圧力がみなぎって、まるで意志を持っているかのように解放を求めている。

　今にも弾はじけようとしている、その膨大なエネルギーが絶叫を上げた。

　さあ、解き放て！

　さあ、解き放て！

　人の魂を震わせ、神にすら届くこの力を！

「なんだ、これは……。揺れている……？」

　仮面女は俺おれの頭にＭＰ５Ｋの銃口を向けたまま、わずかに怯おびえたような声で言った。

　地面が震え、風が渦を巻き、熱い空気がびりびりと鳴っている。

　そう、確かに揺れている。

　まるで、世界そのものが揺れているかのように――

「なんだ！　なんなんだこれは！　答えろ、神しん堂どう祐ゆう貴きっ！」

　仮面女が引き金に掛けた指が動きかけた、まさにその瞬間。

　喉のどが焼けるような痛みとともに、湧わき上がったエネルギーのすべてを解き放った。

《動くな！　武器を捨てて、地面に膝ひざをつけ！》

「…………っ！」

　俺の口から飛び出した言葉が、仮面女の魂に届き、命令を実行させる。

　一瞬、仮面女の身体からだが真っ白な光に包まれたように見えた。

　光は一気に収束し、女の胸に集まって太陽のような光を放つと。

　爆発するように弾け、そして消えた。

「くっ…………！」

　仮面女はびくんと身体を震わせると、武器を落とし、ゆっくりと膝をついた。

「……どうなってる。なぜ、『王の声オーバーロード』が……」

　仮面女の声は驚きに震えている。

　もっとも、驚いているのはこちらも同じだ。

　この状況で『王の声』が発動するはずがない。少なくとも、相手の名前も所属もわからない状態では、命令を下すことなどできない。

　しかし、さっきの女神の話を信じるなら――

「俺もさっき知ったばかりだけど、『王の声』にはまだまだ可能性があるらしいぞ」

　俺は、膝をついたままの仮面女に言った。

　こんなことができると、俺も知っていたわけじゃない。

　ただ、今の自分なら――大事な人を傷つけた者への怒りをたぎらせている自分にはできると感じたのだ。

　進化した『王の声』。

　名前を呼ぶことなく、人の魂に言葉を届け、揺さぶる――

　身体が燃えるように熱く、ズキズキと頭が絞り上げられているように痛む。

　だけど、それがなんだっていうんだ。

　新しい力の代償――この程度なら、どうということはない。

　傷つけられたハルカの痛みに比べれば。

《歩けるのなら、さっさと消えろ。決して口を開かずに、ここからいなくなれ！》

　この仮面女を許す気にはなれないが、殺すわけにもいかない。

　今すぐいなくなってもらうのが、現状でベストな選択肢だろう。

「…………」

　仮面女は言われたとおりに立ち上がり、膝ひざがまだ回復しきっていないようで、足を引きずるようにして岩場からゆっくりと去っていった。

「……さて」

　とりあえず、これで事件は解決だ。

　あとは、ヨットで寝ているという慧けいを叩たたき起こして連れて帰ればいい。その前に、軍曹に連絡を入れたおいたほうがいいか。

　違う、そうじゃない。

　俺おれは首を振り、Ｍ４を地面に置いた。

「ハルカさん」

　ぼんやりと立ち尽くしたままのハルカに言葉を掛ける。

　傷ついている彼女をこれ以上苦しめないように、優しい声で。

「ハルカさん、こっちへ来てくれ」

「…………」

　ハルカは俺のほうを見て、じっと視線を注いできた。

　俺は無言でその目を見つめ返し、こくりと頷うなずく。

「祐ゆう貴きさん……」

　ゆっくりと、ハルカはこっちへ歩いてくる。

　そうだ、君は強い女の子だ。こんなときでもちゃんと自分で歩けるはずだ。

「大丈夫だ、ハルカさん」

　俺はそばへ来たハルカの頭をそっと胸に抱き寄せる。

　彼女を抱くのはこれで二度目だろうか。

《君はずっと俺のそばにいてくれ。だって、ハルカさんも俺のヒメ神ガミなんだから》

　あんな、わけのわからない影なんかになられてたまるか。

　ハルカはこんなに綺き麗れいで、いい匂においがする女の子なんだ。どこにも行かせてなるものか。

「でも、地下で見たあの影は――」

《心配いらない》

　ハルカの言葉を遮り、彼女の頭と背中をぎゅっと抱いた。

《女神が言ってただろ、俺は特別な王なんだ。だから……君のこともなんとかしてみせる。これは約束だよ、ハルカさん》

　具体的な方法はまだ思いつかない。

　だが、『王の声オーバーロード』は今までと違う力を見せ始めた。まだまだ進化していく可能性だってある。

　女神が認めた、俺おれにしかない特殊な能力なのだ。今までの影カゲヒメがすべて地下をさまよう影になっていたとしても、前例をくつがえすことはきっとできる。

　いや、くつがえさなければならない。

「約束、ですわね」

《約束だ》

「では……約束の証あかしをください……」

《…………ああ》

　俺を見上げるハルカの顔には、一筋の涙が流れていた。

　透明な、透き通った涙――

　俺はそっと屈かがんで、その涙に唇をつけた。

　冷たい涙と、あたたかな彼女の頬ほお。

　彼女は確かに、生きてここにいる。

　それから俺たちは、しばらく波打ち際で黙って抱き合っていた。

　波の音だけが、静かに辺りに響いていた――



    

  
    
      



    

  
    
      
４章　嘘うそ、時々気まぐれ



　翌日、俺おれはブルーウィンド号の甲板にいた。

　ヒメ神ガミたちやメイドたち、Ｇガールズも全員乗船している。

　もちろん、貴き理りや軍曹も一緒だ。

　結局、ヒメ神たちの安全が保証できないということで、すぐに帰国することとなったのだ。

　慧けいは、あのヒメビトが言ったとおりに本当にヨットの船室で眠っていた。まったく起きる気配がなくて、連れ出すのにはえらく苦労させられた。

　俺が慧を背負ってハルカと一緒に別荘に戻り、事情を説明すると、貴理は即座に旅行の中断を決めた。うちの妹はこれでも責任ある立場だけに、決断が早い。

　朝、荷物をまとめて全員でブルーウィンド号に乗り込み、太平洋上を航行中だ。

　俺は甲板のデッキチェアに座り、メイドが用意してくれた昼食のサンドウィッチをつまんでいるところだ。

「あれ、兄様。ちょっと曇ってきましたね」

　サンドウィッチとドリンクが載せられたテーブルを挟んだ隣のデッキチェアに座っているのは貴理だ。チョコレート色のビキニを着ている。泳ぐ暇もなく帰ることになったので、せめて新しい水着を一度だけでも着ておきたかったそうだ。

　空を見上げながら、貴理はサンドウィッチをはむはむ食べている。黙っていれば、うちの妹もとても可愛かわいい。俺の前ではまったく黙ってくれないが。

「確かに。雨の匂においがするな」

　母親のサバイバル訓練のおかげで、雨の気配にも敏感になっている。たぶん、もう間もなく雨が降ってくるだろう。そういえば、船に乗り込むときにけっこう波が高かったように思えた。雨どころか、嵐あらしが近づいているのかもしれない。

「適当に船室に戻ったほうがいいかもな」

「せっかくくつろいでるのに残念ですね。あ、心配はいりませんよ。神しん堂どう家け当主が使う船ですからね。嵐だろうと天変地異だろうと沈むことはありません」

「もし沈んでも、貴理は普通に生き残りそうだな」

「あはは、それほどでもありませんよ」

　いつものことながら、この妹は俺の言葉をいいように解釈するな……。今のを褒ほめられたと本気で受け取るのが貴理の怖いところだ。

「兄様、いくら貴理の水着姿が嬉うれしいといっても、じろじろ見られると照れます」

「おまえは、俺が水着に注目してるように見えんのか」

　昨夜は、なんだかんだで貴理のほうからはなにも説明してもらえなかった。軍曹に「お嬢様はお疲れだ」と断られ、仕方なく引き下がったのだ。はっきり言って、ヒメビトより軍曹のほうがずっと恐ろしい。リアルに拳けん銃じゆうで俺おれの脳天ぶち抜きそうだもん。

　だが、その軍曹もここにはいない。今は、船内の見回り中だ。

「貴き理り。どういうことなのか、そろそろ教えてもらえるか？」

　もちろん――女神のことを訊きいているのだ。言葉を省いても、理解できないような妹ではない。

「兄様のときと違って、あの方が降臨すると貴理は意識を失うんです。兄様たちがあの方となにを話したのかは、知りません」

「……本当に女神なのか？」

「さあ……実は、貴理にもわからないんです。ですが、かつて女神になった者が、桃もも女じよの地下にいるのは確かなことです」

「桃女の地下にいるのは、別のものだろ？」

「兄様たちが見たのは、地下のほんの一部です。あの地下にはもっともっと深い階層が隠されているんです」

「どうなってるんだ、桃女の地下は……」

　俺たちが歩いただけでも普通に迷うくらい広かったのに。さらに地下深いエリアまで存在しているのか。

「正直なところ、貴理もすべてを知っているわけではありません。女神が何者で、なにを考えているのか。地下でなにをしているのか」

「俺には、眠ってるとか言ってたぞ」

「それも初めて知りました。ただ、女神はヒメ神ガミの素質を持った者を見つけ出し、祝福を与えた――と聞いています」

　祝福を与えた……？

　ハルカに「また会えた」なんて言っていたのは、その祝福のときに会ったことがあるからか？

「つーか、そんな話、誰だれから聞いたんだよ」

「お父様です。女神からヒメ神たちの居場所を聞いたのはお父様なんです」

「……親おや父じか。あいつ、見つけ出しておいたほうがいいんじゃないかな」

「お金も人脈も無しでは無理でしょう。理由があって姿を消しているでしょうから、そう簡単に見つかるところにはいないんじゃないですか？」

「ちっ……」

　うちは、父親も母親もどこかに姿を消している。

　母親のほうもただ者ではないし、どちらも俺が見つけるのは難しそうだ。

「じゃあ、次だ。桃女の地下にいた影たちが……元は影カゲヒメだっていうのは……」

「それも確かなことです」

　貴理はまるで当たり前のことのように言った。

「これまでに存在していたヒメ神。そして影ヒメになってしまった彼女たちの影が、あそこに封印されている――そうです」

「封印……」

　あの影が影カゲヒメのなれの果てだとして、あそこから動くこともできないということか。

　なにがどうなって、肉体を持った影ヒメが影そのものになってしまったんだ……。

「なんでそれを教えてくれなかったんだよ。それを知っていれば――」

「兄様は、誰だれもあんなところへ行かせるつもりはないでしょう？」

「…………」

　またもや、貴き理りは当然のように言い切った。

　あまりにあっさりした口調に、思わずぽかんとしてしまう。

「それに、今では貴理もそう望んでいます。以前は、風かざ間まハルカを幽閉してしまおうと思ったこともありましたが」

「あったな……」

　かなみの命を狙ねらっていたハルカを、貴理はあっさりと見捨てて特別に造った部屋とやらに永遠に閉じ込めるとか言ってたっけ……。

「もう、そんなことはしません。風間ハルカは、兄様にとって大事な人になったようですから。それに……今の彼女は、貴理も嫌いではないですよ」

　貴理が、視線を船首の辺りに向ける。

　そこには、ハルカと慧けいがなぜかちょこんと正座をして向き合っていた。

　ハルカがお姉さんぶった顔で、慧に話し続けている。

「いいですか、慧さん。何度でも言いますが、知らない人についていってはいけません」

　こくこくと慧が頷うなずく。

「もし、どうしても解剖したい人がいるなら私におっしゃってください。きちんと仕し留とめてお渡ししますから」

　また、こくこくと慧が頷く。って、そこは頷いちゃダメだろ！

「微笑ほほえましい光景ですね」

「そ、そうか……？」

　見ているだけならそうかもしれないけど、会話が聞こえちゃうと台無しだ。

　ハルカが慧の面倒を見ているのは、教育上よろしくないんじゃないか……。

「……っと」

　グラスのジュースを飲もうとして、既にカラになっていることに気づく。

　ちょうど、メイド服を着た見慣れた生き物が近くをうろついているのが目に入った。

「おーい、マツリ。飲み物のおかわりを頼めるか？」

「え～」

「…………」

　思いっきり不満な顔をされたよ……。

　俺おれの専属手当をもらってるなら、これくらいの要求は聞いてほしいところだ。俺が手当を払ってるわけじゃないけど。

「しゃーないっすねえ。ちょっと待っててください」

　マツリはあくまで不満そうに言ってから、船室へ降りていった。

「兄様は甘いですね。もう少し、使用人のしつけをしたほうが」

「マツリの場合、しつけ以前の問題じゃないか？　まあ、あれくらい砕けた奴やつのほうが俺おれにはちょうどいいけどさ。バカなのが玉たまに瑕きずだけど」

　などとマツリの悪口を言ってると、当の本人がすぐにジュースをトレイに載せて戻ってきた。

「ほい、どうぞ旦だん那な」

「ありがとう。そういやおまえ、昨日はシズカの看病してたんだよな？　ちゃんとできたのか？」

　ジュースを持ってくるのも面倒がるような奴が、看病なんてできるのかな。

「失敬な！　これでもウチは正式なメイド教育を受けてるんですよ！　ご主人様の看病もメイドの仕事ですから、そちらの技術もきっちりマスターしてるっす！」

「具体的になにをしたんだ？」

「添い寝です！　これ以上ないほど完かん璧ぺきに寝てました！」

「ああ、おまえバカだろ」

「なんだってーっ！　旦那がメイドをバカにした！　職業差別だ！　パワハラです！」

「パワハラっていうのかな、こういうのも」

　俺はメイドは差別してない。マツリを差別しているだけなのに。

「というか、マツリうるさいです。せっかく体ていよく兄様のところへ追いやったのに」

「おまえやっぱり、うるさいから俺に押しつけたのか！」

「ウチは専属手当さえいただければ、なんでもいいっす！」

「マツリは気にしなさすぎだ！」

　元のご主人に追い払われたんだぞ。メイドとして、そこは落ち込めよ。

「まあ、用があればまた呼んでもいいっすよ。できれば呼ばないで専属手当丸まる儲もうけが嬉うれしいです」

　などと言って、マツリはふらふらとどこかに行ってしまった。

　貴き理りも、ちょっと呆あきれた顔をしてマツリを見送ってから。

「とにかく、ヒメビトへの対処は貴理も全力で行います。帰りの警備はもちろん、桃もも女じよの警備も増強しますから」

「おまえ、ヒメビトのことも知ってたんだな。なんで言わなかった？　ヒメ神ガミにも危険があるのに」

「それも、ルールの一つです。ヒメ神たちを女神に育て上げるために必要な手順だと伝わっているんです」

「誰だれがそんなルールを決めたんだ？」

「ヒメ神ガミたち自身です。次の、そして次の次のヒメ神たちを強く育てるために」

「…………」

「影カゲヒメを生まないために、他ほかでもないヒメ神たちも考えたのですよ。その考えが合っているかどうかはわかりませんが、無視するだけの勇気も貴き理りは持っていません。ただ、今ここでできることもありません。落ち着いたらまた話しましょう、兄様」

　貴理はデッキチェアから起き上がると、船室のほうへと歩いて行った。

　まあ、そうだな……。

　今の俺おれは冷静に話ができる状態じゃないかもしれない。

　安全な桃もも女じよに帰ってから、ゆっくりとこれからのことを話し合うのがいいか。

　と、俺の隣に人が立つ気配がした。

「ユーキ様」

「よし、抱いてやろう」

「いきなりセクハラですか!?」

　貴理と入れ替わりにやってきた朱あか音ねが、涙目になる。

　今日も行きの船と似たような白いワンピースを着ていて、大変に可愛かわいらしい。

「冗談だよ。それより、どうしたんだ？」

「日本のジョークは侮あなどれませんね……。いえ、どうしたということはないのですが」

「まあ、座ったら。そこの椅い子すが空いてるし」

　朱音は頷うなずいて、貴理が座っていたデッキチェアに腰掛けた。

「そうだな、朱音のことほったらかしにしちゃって悪かった。誓約エンゲイジを済ませたばかりなのにな」

「い、いいえ。大変なことになっていたのはわかっていますから。ユーキ様におケガがなくてなによりです。何度も、斬きられたり折られたりもがれたりしたと聞いていましたから、心配でした」

「もがれてはいないけどね……」

　何度もやられたわけでもないし、しょっちゅうやられてたら死んでる。

「私のことは、あまり気にされなくてかまいません。私は歌いながらユーキ様をお待ちしてますから」

「ああ、そうだ。例の新曲の日本語歌詞もよろしく。できるだけ、ドイツ語の歌詞に忠実にやってくれ」

「うっ……意地悪ですね……」

　朱音が顔を真っ赤にしてたじろいでいる。

　お嫁に行けなくなるほどの熱烈なラブソングらしいし、それはぜひ意味のわかる言葉で聴きたいところだ。

「で、でも頑張ります。あの歌のおかげで誓約できたと思っていますし。ではさっそく歌詞を書いてみますね。日本に着く前に完成させてみせます」

「そんなに急がなくても……」

　と言ったときには、もう朱あか音ねはメモ帳を取り出してなにやら書き始めていた。ぶつぶつつぶやきながら、リズムを取りつつペンを動かしている。

　夢中になると、こっちの言葉はもう届かないみたいだなあ。朱音の歌は楽しみだし、このまま頑張ってもらうか。

「…………」

　俺おれは、デッキチェアから勢いをつけて立ち上がる。

　派手に動いても、朱音の視線はメモ帳に向けられたまま、ぴくりとも動かない。凄すごい集中力だなー。

　邪魔をしたら悪いから、ここは外しておこう。

「おっと」

　忘れそうになって、俺は床に置いていたホルスターを拾い上げる。Ｔシャツに短パンという格好には似合わないが、太ももにホルスターを着けてきっちり固定した。

　ホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜き、グリップを握りしめる。

　ベレッタＭ92Ｆ。Ｍ４と比べれば９ミリ拳銃の威力は大したことないが、護身用武器としては充分だ。周りにはＧガールズがいるのだし、そもそもこの船の安全は確認されている。武器なんて持ち歩く必要はないんだろうけど……。

「よっ、ユウちゃん。そんなもの握りしめてなにシリアスになってんの？」

「うわっ、出たっ！」

「なんて失礼な」

　俺の肩に手を置いている千ち華か姉ねえが、頬ほおをふくらませている。

　例によって、桃もも女じよの制服姿だ。さっきまで甲板に姿はなかったのに、いつの間に出てきたんだ。

「ごめん、急に話し掛けられたから」

「だからって人を妖よう怪かいみたいに。いつからあたしにそんな態度を取れるようになったんだ、こんにゃろー」

「いたたたっ」

　千華姉が拳こぶしで俺の頭をぐりぐりしてくる。けっこう地味に痛い。

「まったくー。生意気だし、チャカ握りしめてるし、ユウちゃんはすっかり変わっちゃったよね」

「チャカって、あんた」

　ヤクザの娘であるハルカならわかるが、俗な言葉を知りすぎだろう、この人。

「昔のユウちゃんはこんな危ない物を振り回す子じゃなかったのになあ。お姉さんは悲しいよ」

「危ない人がいるんだから仕方ないだろ。いや、もう追い払ったけどさ」

　だが、どうにも不安がぬぐえないのだ。

　この船に密航者などはいないし、太平洋上を高速で進んでいる真っ最中に敵が乗り込んでくるのは不可能だろう。

　頭ではわかっていても――

　まだ終わっていない、と心のどこかで警報が鳴っている。

　それはまるで、『王の声オーバーロード』のように魂まで揺さぶってくるかのようだ。

「不安なのはわかるけど、シリアスな顔はユウちゃんに似合わないよ。ほら、かなみんと澪みおちんがプールにいるから、あっちに行こう。朱あか音ね様は取とり憑つかれたようになんか書いてるし、放ほうっておいても大丈夫だよ」

「ちょっ、千ち華か姉ねえ」

　ぐいぐいと千華姉に背中を押され、船尾のプールのほうへ連れて行かれる。

　俺おれがシリアスになりすぎてるんだろうけど、この姉ちゃんはのんきすぎるなあ。

　でもまあ、ヒメ神ガミたちには怖がらずに、せめてこの船旅くらいは楽しんでもらいたい。

　一番年上の千華姉がはしゃいでいるのは、悪いことじゃないかもな。





　俺たちが近づいていくと、かなみと澪もこちらに気づいてプールから上がってきた。

　二人とも、相変わらず大変にまぶしい水着姿である。

「おーっ、祐ゆう貴き、千華先輩。一緒に泳ぐ？」

「あれ？」

　俺は澪の元気な姿を見て、首を傾かしげた。

「澪、おまえ船酔いは大丈夫なのか？　行きは死にそうになってたのに」

「ああ、今は平気。どうやらわたし、泳いでたら船が揺れてることを忘れちゃうみたいだよ。はっはっは」

「まあ、それはよかった……」

　まさか、船に乗ってる間ずっと泳いでるわけにもいかないだろうに。

　そのうちまた、真っ青な顔をして船内をうろうろし始めるんじゃないだろうか。

　俺はそんなことを考えつつ、澪と、それからかなみの水着姿を見つめる。

「……なんか、かなみと澪ってしょっちゅう水着になってるイメージがあるな」

「いやいや、わたしは水泳部だからそこに水があれば水着になるのは当然だよ。会長は育ちつつあるわがままボディを祐貴に見せつけたいんだろうけど」

「ちょっ、勝手なこと言わないで！」

　かなみが、澪の肩を掴つかんでぐいぐいと揺さぶっている。

　どうでもいいけど、水着であまり暴あばれないほうがいいんじゃないかな。二人とも胸がぶるんぶるん揺れて凄すごいことになっちゃってる。

「あたしはただ泳ぎ足りないだけよ！　せっかくプールがあるんだから、使わせてもらってるの。身体からだを動かしたい気分だしね」

「まあ、そうだろうね」

　澪みおが意味ありげに笑って、自分の肩を掴つかんでいたかなみの手を外す。

「昨夜、ハルカさんが祐ゆう貴きを追いかけて行って、すぐに会長も出て行こうとしてたもんね。でも戦闘タイプじゃない会長には危険すぎるって軍曹に止められちゃったから、不完全燃焼なんでしょ」

「なんでバラすのよ！」

　かなみは顔を真っ赤にして、今度はさらにがっちりと澪の肩を掴んだ。

　へえ、俺おれとハルカが出て行った後で、そんなことが……。

「あたしはおシズの部屋にこもってたから知らなかったなあ。まあ、一緒にお風ふ呂ろまで入っておいて、ユウちゃんったらみんな放置してお出かけしちゃったもんね。あれでおあずけじゃ、かなみんのわがままボディがうずいちゃったか」

「わがままボディって言わないでください！」

　おお、さっきからかなみが押されている。

　千ち華か姉ねえと澪のお気楽コンビが相手じゃ、かなみでもかなわないのか。

「別にそんなんじゃないです。生徒会長として、その……慧けいさんが心配でしたし、祐貴君と二人きりじゃ、ハルカさんが危険だと思って……」

「どちらかというと、二人きりで危険なのは俺じゃないかな……？」

　力ずくでどうにかできる相手じゃないぞ、風かざ間まハルカは。

　ハルカがガチで調教を迫ってきたら、俺も観念して彼女にしつけをせざるをえない。

「まっ、間違いじゃないでしょ。ハルカさんが危険だっていうのは」

「そりゃそうだけど」

　かなみの今の言い回しはそういう意味じゃなかったと思うが。

「そういえば、澪ちんはユウちゃんを止めに出なかったんだね」

「あはは、一緒に行くのは断られましたけどね。でも、止める気は最初からまったくなかったですよ」

　澪は笑って、かなみから離れた。それから、意味ありげに俺を見てくる。

「わたしは、男の仕事を邪魔するほど野や暮ぼじゃないよ」

「澪ちん、かっくいい！」

　なぜ千華姉が嬉うれしそうなのかはともかく。

　澪は時々、凄すごくまともなことを言うんだよな。ちょっと、無謀なことをしてしまいがちな最近の俺は、この言葉を聞いて反省する必要がある。

「どうせ、あたしは野暮よ……」

　かなみが拗すねた口調で言って、そっぽを向いた。

「いやいや、会長はそれでいいんだよ。ツンデレだからね」

「物わかりのいいツンデレなんて、存在意義がなくなっちゃうもんね」

「…………」

　澪みおと千ち華か姉ねえの言葉に、かなみが今度は思いっきり嫌そうな顔をする。

　彼女は自分をツンデレ扱いされるのがあまりお好きではないらしい。

　でも俺おれも、かなみのツンツンしてるところは嫌いじゃないんだよなあ。

「あ、そうだ。反対の頬ほおの約束はどうなったんだろ」

「うっ」

　かなみが、今度はぎくりとした顔になる。いつも怒っているようなイメージが強いけど、意外に感情表現が豊かな女の子である。

「あ、あれはその場の勢いがあったからよ。仕切り直しなんてできるわけないでしょ！」

「ええっ、なぜか俺が怒られた！」

　この場合、どっちかというと約束を破ったかなみに問題があるんじゃないの？

　いやまあ、こんなことだろうと思ってたけど。

「かなみん、なんのこっちゃわからないけど、約束を破るのはよくないよ。なんか難しいなら、他ほかのことで埋め合わせをするとかどうかな？」

　珍しく、千華姉が年長者らしく取りなしてくれた。というか、そこまでして果たしてほしい約束でもないのだが。

「むー……なによ。なにが望みなのよ。試しに言ってみたら？」

「んー。じゃあ、デニムのスカート……」

「あなた、それしかないの？」

「スカート無しで、宝石の宮パレスでお泊まり」

「あなたの前でスカートを脱ぐの!?」

「パンツをはくかどうかは、かなみの意志に任せる」

「はいてなかったら、ただの変態でしょ！」

　君の後輩の氷ひ室むろ慧けいという子は、はいてないんですよ、ええ。

「冗談だよ。俺もなんともなかったんだし、生きて帰って、かなみの笑顔を見られただけで充分さ」

　俺が、びしっと台詞せりふを決めてやると。

「よくわかったわ。あたしに殺されるために生還したのね」

「えぇっ！」

　なぜか、かなみ嬢は俺の決め台詞ぜりふがお気に召さなかったらしい。つくづく難しい女の子だ。まあ、昨日帰ってからかなみに笑顔を見せてもらった記憶はないけど。

「あのね……怒っているついでに言わせてもらうわ」

「は、はい」

　俺は怯おびえつつ姿勢を正す。

「祐ゆう貴き君、あなたはいつもいつも無理をしすぎよ。昨日だって、やっぱり危ない目に遭ったんでしょう。あなたには『王の声オーバーロード』があるけど、Ｇガールズたちのほうがずっと強いのよ。それを忘れないで」

「……わかってる」

　俺おれは頷うなずきつつも、今の言葉を慧けいを捜しに行く前に聞いていても自分は出て行っただろうと思う。

「わかっているならいいわ。もうそろそろ、祐ゆう貴き君の性格もわかってきたしね」

　かなみは淡々と言っているが、やはり怒っているのは間違いないだろう。

　怒っているのは――優しいからだ。

　俺だってとっくに、かなみの性格はわかっている。

「おお……なんだかこの二人、お互い全部お見通しって感じですよ、千ち華か先輩」

「うーん、さすが最初に誓約エンゲイジを済ませたヒメ神ガミだね。おまけにエロボディとツンデレで、ユウちゃんのお目々も釘くぎ付づけだしなー」

「ちょっとそこの二人！　黙っていて――」

「ん……？」

　かなみが言葉を途切れさせたのと同時に、俺も気づいた。

　ぽつぽつと雨が降り出してきている。

「あーあ。せっかくの船旅までこんな天気になっちゃったかあ。バカンスのやり直しは、考えないといけないよね」

「それもわかってるって」

　澪みおの含みのある言葉に、俺は苦笑で応こたえる。

　夏休みは始まったばかりだ。まだまだ遊び足りない。

　出かけるのが難しければ、桃もも女じよでなにかイベントでもやるか。学校はなにもない山の中だけど、それなりに施設は充実している。俺は一応、生徒会副会長だし、施設を使う許可くらいはもらえるだろう。

「期待してるよ、祐貴。わたし、男の仕事は邪魔しないけど、甲か斐い性しようにはめいっぱい期待するから」

「はいはい」

　俺が頷くと、澪はスキップしながら船室のほうへ戻っていった。

　雨脚がどんどん強くなってきている。

「そんじゃ、俺らも中に入ろうか。他ほかの子たちは――」

　見ると、朱あか音ねがメイドの一人に支えられるようにして船室のドアへ向かっているところだった。別に介護されてるわけではなく、歌詞作りに集中しているせいで、周りが見えなくなっているんだろう。朱音は、雨が降ってることにも気づいてないんじゃないか。

「ねえ、祐貴君。ハルカさん……どうしたの？」

「…………」

　かなみのその質問には、すぐには答えられなかった。

　いつの間にか、慧へのお説教は終わったらしく、あの小さな後輩の姿は甲板には見当たらない。

　メイド服姿のハルカが一人で、船首の辺りにたたずんでいる。

「ハルカさん……」

　こちらに背中を向けているので、彼女の表情はわからない。

　それでも――雨に打たれているハルカの背中は、ひどく寂しそうに見えた。

　かなみも同じように感じているのだろう。

「ユウちゃん、行ってあげたら？　ハルハルはたぶん君を待ってるよ」

「ああ。ありがとう、千ち華か姉ねえ」

　俺おれは頷うなずいて、走り出す。

　昨夜別荘に帰ってきてから、ハルカはもういつもの調子だった。

　いつも笑っていて、時々バカなことを言って俺を困らせて。

　でも、いくらハルカが強くてもいつものままでいられるわけがない。

　あんなことを知ってしまったら――





「ハルカさん！」

　俺が声を掛けると、意外にも彼女はすぐに振り向いた。

　そして、にこりと微笑ほほえんでくれる。

「そういえば、前から不思議に思っていたのですけど」

「なに？」

「どうして祐ゆう貴きさんは、私にはさん付けですの？　かなみさんや澪みおさんは呼び捨てですよね。私も同級生なのに、なぜでしょう？」

「なぜって……」

　今、それを訊きくのか。

「理由はないけどさ。会ったときから、なんとなくさん付けだったよな。まあ、ハルカさんは大人っぽいからじゃないかな？」

「まだ大人じゃありません。できれば、祐貴さんに大人にしていただきたいですわ」

「いきなり、そっちに話が行くの!?」

　だから、シリアスな雰囲気をさせておいてギャップで落とすのはやめてくれ……。

「って、話は後だ。いいから、船室に戻ろう。もうけっこう降ってきた」

　空はどんよりとした灰色で、大粒の雨がざあざあと降ってきている。ここがまだ南国でも、雨に打たれ続けちゃ身体からだによくない。

「メイド服がぐっしょりだ。早く着替えて、シャワーでも浴びておいたら？」

「そんな優しい目で見られても、私は濡ぬれませんわ」

「なにが濡れないの!?」

「もちろん、涙で濡れないということですわ。私にはお叱しかり、もしくは放置プレイなどによって感動する機能が備えられています」

「その機能はオフにしといてくれ……」

　俺おれは呆あきれながら、ハルカの手を握る。

　話していてはらちがあかないので、さっさと連れて行ってしまおう。

「ええ、そうしますわ」

「ん？」

「だから、機能です。オフにして……祐ゆう貴きさんの優しさに感動するモードにしておきますわ」

「……そうしてくれ。できればずっとね」

「さあ、それはどうでしょう？」

「困った人だなー」

　俺は、ハルカに苦笑いを向ける。

　雨は冷たいけど、ハルカの手はあったかい。

　だけど、俺の手を握り返す力が少し弱々しく感じられる。

　ハルカの手を握っただけで――俺は、なんとなく気づいてしまった。

　やはり、彼女はショックから立ち直ってなんかいない。

　なによりハルカ自身が、桃もも女じよの地下であの影たちを見てしまっているのだ。自分もいつかああなると言われて、平静でいられるとは思えない。

　俺がハルカの支えにならないと――

「…………？」

　少し歩いたところで、俺は足を止めた。

「なにしてるんだ、千ち華か姉ねえ？」

　船室に戻ったと思っていた千華姉がまだいて、微笑を浮かべて俺たちの行く先に立っていた。昨日から姿を見かけていなかったメイドのシズカもそばに控えている。

「ユウちゃん。あたしはね、気まぐれなんだよ」

「は？　なに言ってんだ？」

「だから、いつでもよかったし、いつ始めても不思議じゃなかった。ユウちゃんに再会してすぐ――ううん、わざわざ会わなくてもよかったかもしれない」

「毎度のことだけど、なにをわけのわからんことを。千華姉、話があるなら中に戻ってからでもいいだろ。シズカなんて病み上がりなんだしさ」

「いいえ」

　俺の言葉に、ゆっくりとシズカが首を振った。

「ウチは風邪なんてひいていませんよ、祐貴様」

「ん？　じゃあ、なんで……」

「祐貴さん」

　戸惑う俺の手を、ハルカがぱっと離した。彼女の顔は、さきほどまでの穏やかなものとうってかわって、ぎゅっと引き締められている。

「どうやら、逃げ隠れをするつもりはなさそうですわね」

「それはもちろん。もっとも、あたしは気まぐれだからどうなるかわかんないけどね」

　そう言って、千ち華か姉ねえはにっこりと笑った。

　ハルカも、千華姉も、シズカもいったいなにを言っているのか理解できない。

　いや――頭が理解することを拒んでいるかのような。

「今から始める理由を、強いて言うなら……ユウちゃんだね。君の『王の声オーバーロード』、恐ろしいとは思っていたけど、まだ成長するらしいから。すぐに止めないと、きっと手に負えなくなっちゃう」

　手に負えなくなる――？

　ヒメ神ガミである千華姉が、『王の声』を警戒する必要なんてない。ヒメ神には、命令や強制は通じないのだから。

　なのに、なぜ？

「もう気づいているはずだよ、ユウちゃん。君は頭の悪い子じゃない。君のそういうところを、あたしは甘さじゃなくて優しさだと思うけどね」

「千華姉……」

　千華姉の顔に浮かんでいるのは笑みだ。

　俺おれが小さい頃ころから好きだった、元気で明るい笑顔。

「あんた、どうして……」

「貴き理りっちも結局甘いんだよ。あたしが怪しいと思ってるくせに、なにも手出ししてこない。ユウちゃんやヒメ神たちがいる旅行にもあっさり同行させてる。それはあたしが身内で、昔から知ってるからってだけなんじゃないかな」

　千華姉が、つかつかとこちらに歩いてくる。

　ぐっしょりと濡ぬれた制服が肌に張りつき、吹き始めている風にスカートが揺れている。

　俺の前まで来ると、千華姉はとびきり優しい笑みを浮かべた。

「あたしはね、ユウちゃん。君のことが大好きだよ。ちゅーしたり、一緒にお風ふ呂ろに入ったり……笑ってるフリをしてたけど、本当は凄すごくドキドキしてた」

　顔は笑っているのに、どうして声は寂しげなんだろう。

　どうして、俺はこんなにも動揺しているのだろう。

「あたしもヒメ神だから、『王の声』を持っているユウちゃんにどうしようもなく惹ひかれてしまう。でも、それでも――」

　ここで初めて。

　初めて、千華姉の目が鋭く細められた。

　幼い頃のことも含めて、この姉のようなのんきな人がこんなに怖い目をしたことはない。

　目の前にいる彼女は、本当に千華姉なのか――

「ユウちゃんに引き寄せられる運命に逆らってやりたいとも思う。ユウちゃんと恋をするなら、ヒメ神とかそんなことは関係なく、好きになりたい。今のままじゃダメなんだよ。あたしにはどこまでが自分の感情で、どこからがヒメ神ガミとしての本能なのかわからない」

　俺おれは、一歩後ろに下がってしまう。

　なんで俺は逃げるみたいなことを……ハルカは身動き一つしていないのに。

「わからないから――一度、すべてをぶち壊してやりたい。そのために、ずっと準備を進めてきた。このとおりね」

　千ち華か姉ねえが、さっと右手を挙げた。

　同時に、近くにいた数人のメイドやＧガールズたちが動きを揃そろえてこちらを向いた。

「なん……だ？」

　メイドとＧガールズ、それぞれ二人ずつ。彼女たちの手にあるのは――銃やナイフ。

　そして――昨夜のヒメビトが持っていたのと同じ仮面だった。

「まさか……彼女たちは……」

「そのとおり。ユウちゃんも既にご存じの、ヒメビトの皆さんだよ」

「ヒメビト……」

　言葉がまるで出てこない。

　目の前の事態が信じられず、頭がついていかない。

「千華姉っ！」

　それでも身体からだは反応した。

　ホルスターからベレッタを引き抜き、照準を定め――ようとして、銃口が震えてしまう。

　照準を定める？　誰だれに？　千華姉に？　メイドに？　Ｇガールズに？

　千華姉はもちろん、武器を構えているメイドやＧガールズたちのことも俺は知っている。全員の名前は知らなくても、彼女たちが俺の近くで働いていた姿を見ている。

　彼女たちに照準を定めて撃つ？　そんなバカな！

「おシズ！」

　銃口をふらふらさせてしまっている俺の前で、千華姉が叫んだ。

　千華姉のそばに控えていたシズカが跳ねるように飛びかかってきて、メイド服のスカートをひるがえしながら俺の拳けん銃じゆうを蹴けり飛ばし――

「…………っ！」

　シズカは俺の後ろに回って右腕をねじ上げながら、同時に手のひらで口を塞ふさいできた。

　手のひらの感触は柔らかなのに、押さえつけてくる力は凄すさまじい。ねじ上げられている腕も、ぴくりとも動かせない。

「祐ゆう貴きさん！」

　ハルカの動きも素早かった。

　俺が口を塞がれた直後にシズカを引きはがそうと手を伸ばして――

「きゃっ……！」

　ずん、とハルカの身体が急に沈み、彼女は膝ひざをついて座り込んでしまう。

　千華姉の重力操作か――！

「ダメだよ、ハルハル。君に動かれちゃ困る。ここからは、君が主役なんだから」

「なにを……？」

　重力に逆らって立ち上がろうとしているハルカの前に、千ち華か姉ねえが立つ。

「昨日の朱あか音ね様襲撃も、慧けいたん誘拐もただの前振り。いや、宣戦布告かな。慧たんをさらっちゃったのは意外な展開だったけどね。ま、上う手まくいかないもんだよ」

　本当に――

　本当に、千華姉の差し金だったっていうのか。

　島での戦いは、一つ間違えば誰だれかが命を落としていたかもしれないのに。

「さあ、風かざ間まハルカ――」

　千華姉はハルカを無表情で見下ろして。

「君の本当の想おもいを解き放ちなさい」

　千華姉の言葉とともに、彼女の瞳ひとみが――妖あやしく光り始めた。

　普段は茶色っぽい千華姉の目が、赤く輝いている。

「なっ、なんですの……!?」

　膝ひざをついたまま、ハルカが千華姉を睨にらみ返している。ハルカの表情に余裕はなく、どこか苦しげにさえ見える。

「くっ……！」

　俺おれは必死にもがいて、シズカの拘束から逃れようとするが、びくともしない。シズカが護衛としても優秀なのは知っていたが、このパワーは普通じゃない。俺だって、どちらかと言えば力はあるほうなのに。

　シズカもおそらくヒメビトだ。しかもたぶん――

「あっ……」

「…………！」

　ハルカが小さな悲鳴を上げて、どさりと床に倒れた。そのまま、ぴくりともしない。

　彼女に声を掛けたいのに、シズカの手が邪魔でなにも言えない。

「大丈夫。身体からだはなんともないはずだよ」

　そう言った千華姉の瞳は、もう元通りになっている。腕組みをして、倒れたハルカをじっと見つめている。

「それより、ユウちゃんももう気づいてるだろうけど、シズカもヒメビトだよ。というか、昨日ユウちゃんが戦ったのは、その子なんだよ」

「…………！」

「その節はどうも失礼しました」

　俺を押さえ込んだまま、シズカが淡々と言った。

「一応、仮面だけでなく、髪も黒く染めていたのですが、意外とバレないものですね。あなた方は、そもそも内部犯を疑わなかったみたいですけど」

　まったく疑ってなかったわけじゃない。

　だけど――

　みんな、俺おれたちのそばで働いてる人たちなんだ。

　彼女たちを疑うことなんて……。

　シズカが仮病を使って部屋に引っ込み、その隙すきに動いていたとは。実に単純な手だけど、疑いもしなかった俺には気づけるわけもない。

「ですが、少々驚かされましたよ。まさか、祐ゆう貴き様があんなにあっさり引き金を引くなんて。ああ、もう回復していますので、足を攻めようとしても無駄ですよ」

「んんっ、んんんっ……！」

　声を出そうとしても、さらにシズカが強く口を押さえてきて、少しも言葉にならない。

「申し訳ありませんが、祐貴様には黙っておいていただきます。先ほど千ち華か様がおっしゃられたように、あなたの『王の声オーバーロード』はなかなか厄やつ介かいですので」

「…………」

　それで、戦闘能力が高いハルカより先に俺を押さえたのか。

　こうなることを想定していたとしか思えない、手際のよさだ。

「ただし、『王の声』はあくまでユウちゃんの言葉で発動するものだからね。防ぐのはそんなに難しくない」

「…………」

　まったくもって、そのとおりだ。

　俺の『王の声』は最強でも無敵でもない。こうして口を塞ふさぐという単純な方法で、あっさり封じられてしまうのだから。

「……おかしいですわね」

「！」

　ゆらり、とハルカが身体からだを起こした。

　長い黒髪が顔の前にかかっていて、表情がよく見えない。

「ヒメビトはヒメ神ガミに敵対するもの、と聞きましたが。なぜ、ここのヒメビトたちは千華さんに従っているんですの？」

「それは簡単だよ。あたしが、ヒメ神に敵対するヒメ神だから」

　千ち華か姉ねえは、楽しそうに言った。

　この人はいったい……なにを考えてるんだ？

　運命に逆らうとか、ヒメ神に敵対するとか……なぜそんなことを。

「おシズも他ほかのヒメビトたちも、自分の意志であたしに協力してくれてるんだよ。ヒメ神の邪魔をしたいっていう目的は同じだからね」

「……利益の一致は重要ですわね」

　ハルカも笑っているようだった。

　ヒメビトというのは、よくわからない連中だが……。別に千華姉に操られているというわけでもないのか。

「祐ゆう貴き君！」

「っ!?」

　突然の声に、その場にいた全員が振り向いた。

「ど、どうなってるの？　なにしてるの？」

　現れたのは、水着の上にパーカーを羽織ったかなみだった。

　かなみも船室に戻ったと思っていたのに。なんで、こんなところに来ちゃうんだ。

「役者が揃そろってきちゃったなあ。それじゃ、かなみんにも……」

　待て！

　と叫びたかったが、やはり声は出せない。

　千ち華か姉ねえの能力がどんなものなのか謎なぞだが、さっきはハルカも倒れていたし、今もどこかおかしい。かなみにまで、なんて冗談じゃ――

「いいえ、それはやめていただきますわ、千華さん。ここからは、私が主役なのでしょう？」

　さっ、と風が吹いてハルカの顔にかかっていた髪が後ろに払われた。

　ハルカの目は、さっきの千華姉と同じように妖あやしく赤く光っていた。

「ふふ、おかしいですわ。おかしいですわね。どうして、私はこんな気持ちになっているのでしょう？」

「ハ、ハルカさん？」

　かなみもハルカの瞳ひとみに気づいたのか、うわずった声を出した。

　あの目は――いったいどうなっているんだ？

「ねえ、祐貴さん。教えてもらえないでしょうか？」

　ハルカはこちらに顔を向けず、まっすぐかなみを見つめたまま言った。

「私は――私は、こんなにも祐貴さんのことが好きなのに」

「…………」

　ハルカの顔は笑っているのか、泣いているのかわからない。

「なぜ、あなたに憎まれたいと思ってしまうのでしょうか……」

　ただ、口元が奇妙に歪ゆがんでいた。あれに似た表情を、俺おれは前にも見たことがある。

　影カゲヒメ――

　ヒメ神ガミが愛情を求めるように、憎しみを求めてしまう悲しい存在。

　俺も、ハルカが影ヒメであることを時々忘れそうになるくらいだった。

　もう、彼女がかなみの命を狙ねらっていたことなんて、はるか遠い昔の出来事のように思っていたのに……。

「ハルカさん、あなたどうして……」

　かなみが、目を大きく見開いて、一歩後ずさった。

　そうだ、これはまるであのときの再現だ。

　新入生歓迎パーティの夜に、かなみとハルカが対たい峙じしたときの――

「失墜の星ダウン・フオール」

　なにげない口調で、千ち華か姉ねえが言った。

「人の心の奥底――魂に秘められた想おもいを呼び起こす。ま、大した能力ではないんだよ」

　さらにそう続けて、千華姉は肩をすくめた。

　どことなく、世間話でもしているかのような軽さだ。

「これが、ハルハルが心のずっと深いところに隠していた気持ちってことだよ。どんなにユウちゃんたちとおもしろおかしくやっていこうとしても、ハルハルは影カゲヒメなんだから。素直になれば、こうなるのは当たり前だね」

「ど、どういうことですか、千華先輩！　あなたがハルカさんを……こんなにしたんですか！」

「こんな、とは失敬な。あたしはただ、ハルハルを解き放ってあげただけだよ。これが、すべてを壊す第一歩。ここから始めていくだけだよ」

　千華姉は、冗談のような生き方をしている人だけど、これは本気だ。

　失墜の星ダウン・フオール――

　つまり、人の本心を暴あばき立てる能力、ということなのか……。

「だいたい、かなみんが驚くことじゃないでしょ。前に君にもこの力を使ってるんだから」

「えっ……？」

「みんなでカラオケに行ったときだよ。かなみんにも、君の心に素直になってもらったことがあったね」

「…………あっ、あっ、あれは千華先輩の仕業だったんですか！」

　そうか、そういえばアレは俺おれもおかしいと思っていた。

　ヒメ神ガミのみんなと町へ出て、カラオケボックスに入ったときのことだ。

　澪みおとイチャついていたところをかなみに見つかり、殺されるかと思いきや、なぜか澪と一緒になって俺に迫ってくるという……空前絶後のイベントが起きた。

　確かにあのときのかなみは、尋常じゃなかったが……。

「まっ、あれがかなみんの本心だったってことだよ。たとえ澪ちんと一緒でもいいから、ユウちゃんとイチャつきたいっていう」

「あたしは澪さんみたいにエロくないわ！」

　この場にいないからって、凄すごいこと言われてるぞ、澪。

「かなみんには軽く力を使っただけなんだけどね。だからすぐに解けちゃったし。でも、君の本心には違いないよ」

「そんな……あたしまでエロ女……」

　かなみががっくりと肩を落としている。

　張り詰めてた雰囲気がちょこっと緩ゆるんだのはいいけど、なんだかなあ……。

「さて、ハルハル。君はどうする？」

「どうする？　それをあなたが訊きくんですの？　私を素直にならせてしまったあなたが」

「愚問だったね。ま、好きにするといいよ」

　千ち華か姉ねえが手で合図すると、近くにいたヒメビトメイドがなにかをハルカに投げつけた。

　それは――

「あら、これはなかなかの業わざ物ものですわね」

　一振りの日本刀だった。

　ハルカはすらりと刀を抜き放ち、冷たく輝く刃やいばを眺める。

「もうこんなものは二度と使わないつもりでしたが、そんなことも――どうでもよくなりましたわ」

　あれは、以前のハルカだ。

　完全に、かなみの命を狙ねらっていた頃ころの彼女が戻ってしまっている。

　いや――

　千華姉の言葉を信じるなら、これが自分を抑えつけていない本当のハルカということなのか。

　違う、違う……。

　そんなことありえない。

　ハルカは、俺おれや慧けいのために戦ってくれた。優しい言葉を掛けてくれた。

　これまでの彼女の行動や言葉に嘘うそがあったとは、とても思えない。

「ちょうどよかったですわ、かなみさん。やはり、あなただと思うのですよ」

「な、なにがよ」

　かなみは、雨で顔に張りついた髪を払いながら、震える声で答えた。

「もちろん、おわかりでしょう？　祐ゆう貴きさんにもっとも愛されているヒメ神ガミ。もし失われれば、間違いなく祐貴さんから最大の憎しみがいただけますわね」

　ハルカさんっ！

　やめろ、やめてくれ！

　シズカの手はどうしても外れない。マモリの身体からだを片手でぶん投げたほどのパワーだ。どう考えても、俺が力で対抗できる相手じゃない。

　くそっ、くそっ……！

「かなみさん、あなたとの約束、忘れたわけではありませんわ」

　ハルカとかなみの約束。

　それは、憎しみを求めるのではなく、俺に愛されるようにしろ――というものだった。

　ハルカはいろいろふざけてはいても、これまでずっとその約束を守ってくれていた。

　これからもそうなのだと、俺は信じ切っていた――

「ですが――やはり、私は影カゲヒメなのです。ごめんなさい」

　ハルカが刀を構えたまま駆かけ出す。

　他ほかは誰だれも動かない。

　千華姉も、他のヒメビトたちも黙って見ているだけだ。

「…………っ！」

　一瞬の硬直の後、かなみが後ろに跳んだ。

　かなみがいた空間を、刃やいばがヒュンッと鋭い音を立てて通り過ぎる。

「さすがかなみさん。いい動きですわ。澪みおさんのようなパワータイプでも、私のような戦闘タイプでもないのに、お強いですわね。どうも、あなたは他ほかのヒメ神ガミとは違う感じがしますわ。どこか特別な――」

「ハ、ハルカさん。あなた、本気なの……？」

　かなみが戸惑いながら、右手の人差し指をハルカに向けた。あの指から放たれた電撃は、学校の机を木こっ端ぱ微み塵じんにしたこともある。

「私も、冗談で人に刃は向けませんわ。かなみさんのことも殺したくなんてありません。いえ、あなたに刃を向けているだけでも憎しみは充分にいただけるかもしれませんけどね」

　そんなことはない。

　すぐにでも止めてくれれば、俺おれがハルカを憎むことなんてあり得ない。

　なのに――

「憎んでいただけないのなら、続けるしかありませんわね」

　そうだ、俺が憎むまで。

　俺がハルカへ憎しみを向けるようになるまで、今の彼女は止まらない。

「許してとは言いませんわ！」

　刀を上段に構え、ハルカが滑るように動く。



    

  
    
      



    

  
    
      　かなみもとっさに差し出していた指を動かし、ハルカに狙ねらいを定める。

　しかし――

「…………っ！」

　かなみは唇を噛かみしめて――ハルカに向けていた指を、ぎゅっと握り込んだ。

　俺おれは、瞬時に理解する。

　もしかなみの本気の電撃がまともに当たれば、ハルカでも無事では済まない。しかし、暴走するハルカは、半端な電撃では止まらないだろう。

　かなみには、ハルカを傷つけるという選択肢は選べなかったのだ――

　そして、一瞬。

　ほんの一瞬だったが、ハルカが刀を振り上げたところで、動きを止めたように見えた。

　千ち華か姉ねえの『失墜の星ダウン・フオール』を受けても、ハルカはまだ完全に自分を見失っているわけじゃない。

　そんな希望がわずかに見えたのに――

　刹せつ那なの躊ちゆう躇ちよの後に、ハルカは刀をかなみに向かって振り下ろした。

　かなみは二度三度と、後ろに下がりながらその鋭い太刀筋をかわしていく。

　決して反撃することなく、逃げていくだけ。

　かなみはどんどん追い詰められていき――

「もう逃げられませんわ……！」

「ハルカさんっ……！」

　かなみは、船の縁ふちの手すりまで追い詰められてしまい――

　そして、確かに――かなみは俺の目を見た。

　雨も風も突き抜けて、絡み合う俺とかなみの視線を。

　ハルカの一刀が斬きり裂いた。

「…………っ！」

　俺は言葉にならない声を漏らす。

　ハルカの能力によるものか、二人のヒメ神ガミの周りで凄すさまじい風が渦巻いて。

　刀が真横に振り払われ――かなみの身体からだが宙に舞った。

　かなみは小さな悲鳴を上げながら――

　船の外へと、落下してしまう。

「…………っ！　…………っ！」

　雨はますます強くなり、風も激しく吹き始めている。

　海もかなり荒れてきているはずだ。

　かなみは泳ぎも得意だが、ハルカの一撃でどうなってしまったか――

　どくん、と心臓が鳴る。

　……離せ。

　俺から手を離せ、シズカ――！

「…………っ!?」

　不意に、口を押さえつけていたシズカの手が離れた。

　なんでいきなり――などと戸惑う暇もなかった。

　俺おれは、なにも考えずに走り出した。

　かなみが落ちたところへ向かって、一直線に。

　走りながら、千ち華か姉ねえの顔が見えた。

　まるで、俺を見守っているような、優しい表情をしていた。

　ハルカの顔も視界に入った。

　目を伏せて、刀を握ったまま無表情で、かなみがさっきまでいた空間を見つめている。

　二人がなにを思っているのか、俺には想像もできない。

　だけど不思議なほど、ハルカにも千華姉にも憎しみは湧わいてこなかった。

　今はただ――

　ただ、かなみのもとへ――





　迷うことなく、俺は船から海へと飛び込んだ。

　目もくらむほど高かったが、まったく気にならなかった。

　かなみも、ここから落ちていったんだから――

　海はやはり荒れていて、水も冷たかったが、俺は目を見開いて海中を必死に捜す。

　まだ落ちた直後だ。いくら海が荒れていても、そこまで遠くに離れてはいないはず。

　見つかる。

　必ず、見つけられる。

　俺とヒメ神ガミは、運命で結びついてるんだろ！

　それなら必ず、俺はかなみのところへたどり着ける――！

　海は透き通っていて、遠くまではっきりと見える。

　これだけ見えていれば、きっと――

　よく目をこらして、辺りを見回していると。

　いた…………！

　意外なほどすぐ近くに、かなみの身体からだが漂ただよっていた。

　白いパーカーがはっきりと見え、俺は必死に水をかいて彼女のもとへ向かう。

　負傷しているのかまではわからないが、かなみは意識を失っているようだった。

　もがくこともなく、ふわふわと海の中を漂っている。

　かなみ、かなみ、かなみ……！

　俺は、かなみに手を伸ばし、その柔らかな頬ほおを両手で包むように掴つかんだ。

　そして、ゆっくりと顔を寄せ――

　しっかりと、かなみと唇を重ね、息をふうっと吹き込む。

　死ぬなよ、かなみ。

　唇を重ねたまま、息を彼女に吹き込み続け、祈る。

　どうか、どうか、かなみが助かりますように。

　かなみを助けられますように。

　ありったけの息を吹き込むと、俺おれはかなみの身体からだをぎゅっと抱きしめた。

　決して離れないように彼女を強く抱きながら、海上を目指して泳ぎ始める。

　進む先には、光が見えている。

　雨が降っていても風が吹いていても、この海の上には光があるんだ。

　光を目指して――

　かなみ、二人で、あそこまで行こう――



    

  
    
      
エピローグ



　目覚めると、そこは真っ白な部屋だった。

　部屋の天井も壁も白く、窓からはうっすらと太陽の光が差している。

　俺はベッドに寝かされていて、ゆったりとした病院着のようなものを着せられていた。

　身体を起こし、ぐっぐっと二度手を握りしめてみる。

「うん……」

　なにが「うん」なのか自分でもわからない。

　ベッドのシーツは清潔で、身体に掛けられていたタオルケットもふんわりとあたたかい。

「で……」

　俺、どこにいるんだ？

　どうやら生きてるみたいだけど、なぜこんなところにいるのか、まったく覚えがない。

　なにげなく、横を見ると――

「…………かなみっ!?」

　ベッドがもう一つ、すぐ横に置かれていて、そこにいるのは間違いなく鳴なる神かみかなみだった。

　俺は弾はじかれたようにベッドから降りて、目を閉じているかなみの頬ほおに触れる。

「あったかい……」

　よかった、かなみも生きてる！

　ああ、本当に……本当によかった……。

「ん……んん……」

　かなみの頬ほおを撫なでていたせいか、彼女が小さくうめきだした。

　しばらく、彼女の顔を見守っていると――

「…………祐ゆう貴き、君？」

「ああ……」

　かなみが目を開けて、俺おれを見てくれた。

「なに、勝手に触ってるのよ……」

「…………」

　声は弱々しいのに、言っていることはいつものかなみだ。

　俺の――鳴なる神かみかなみだ。

「あれ……？　あたし、海に落ちたんじゃ……」

「ああ。でも、どうやら助かったみたいだぞ」

　俺もかなみを抱えて海面へ向かったところまでしか覚えていない。

　無事に浮上して、船に救助されたんだろうか……。

　あの船には貴き理りも軍曹もいるんだから、助けられても不思議はないけど。

「というか、ここはどこなの……？」

「さあ？　俺もまだ起きたばかりなんだよ」

　俺は、なんとなく周りを眺める。

　枕まくら側の壁にある窓には、薄いカーテンが掛けられている。ここは一階で、窓の外は広い庭になっているようだ。

　俺たちのベッドのすぐ横には病院で見かけるようなモニター機器が置かれている。電源は入っていないようだが、ここは病室なのだろうか？

　入り口らしき引き戸に目を向ける。

　ここがどこなのかなんて考えていても、答えは出せない。だったら、あそこから出て様子を探ってくるか……。

「待って」

　がしっ、とかなみに腕を掴つかまれた。

　驚いて振り向くと、彼女はそっと首を振った。

「行かないで。いえ、行っちゃダメ。うん……違うわね。行ったら殺す？」

「……だんだん、調子が戻ってきたな」

　ホント、どんなときでもかなみはかなみのままでいてくれて、よかったー。

　まあでも、これはかなみの言うとおりかもしれない。

　なに一つ状況が掴めていないのに、迂う闊かつに動くのは危険がありそうだ。

「まずはこの部屋を調べるべきか……」

「あたしも……手伝うわ」

　かなみが、のろのろと身体からだを起こそうとする。

「おいおい、無理するなよ。もっと寝てたほう……がっ!?」

「なにを驚いて……きゃっ！」

　かなみが慌てて胸元を腕で隠した。俺おれと同じ病院着を着ていたのはいいのだが、なぜか前が思いっきりはだけていて、しかも下着無しで……。

「み、み、見た!?」

「い、いや。肝心なところは見えなかった！　残念だけど本当だ！」

「残念!?」

「あ、それは言葉の綾あやってやつで……」

　見えなかったのは本当のことだ。胸が半分くらいあらわになっていて、かなりギリギリだったけど。

「……なんだかもう、あなたにいろいろ見られすぎちゃってるわ」

　かなみは真っ赤な顔で、病院着の前を直している。

　まあ、確かになー。

　水着姿や超ミニのデニムスカートとか、さらには一緒に風ふ呂ろに入ったりとか、もう充分すぎるくらい見てしまっている。



    

  
    
      



    

  
    
      　あとはもう、最後の段階を残すのみと言ってもいいくらいだ。

「ちょっと。なにをニヤニヤしてるの、あなた」

「あっ、いいえ。かなみが無事だったのが嬉うれしすぎてつい……って、そうだよ！」

「な、なんなの？」

　勢いよくかなみに顔を近づけ、彼女の身体からだを眺め回す。

「な、なにしてるの。人をそんなにじろじろと……！」

「ケガだよ、ケガ！　かなみ、ハルカに斬きられたんじゃないのか!?」

　なんで、一番最初にそこを心配できなかったんだろう。

　どうしようもないバカだ、俺おれは。

「ああ、ええ……」

　焦る俺とは対照的に、かなみは落ち着いたらしく、淡々と言った。

「あたしも今気づいたけど、右胸の下辺りにケガしてるみたいね。ガーゼと包帯が巻いてあるけど、斬られた傷とは思えないわね……」

「斬られた傷じゃない？」

　胸を見ておいて、包帯にも気づかなかった俺のさらなるバカっぷりは後でじっくり反省することにしよう。

「ずきずき痛むけど、これって打撲とかじゃないかしら？　だいたい、斬られてたらこんなに元気じゃないわよ。ハルカさんに斬られたら、まず間違いなく死ぬでしょ」

「そりゃそうか……」

　でも、いったいなんで？

　俺の目にはかなみが斬られたようにしか見えなかったが、そういえば特に血は出ていなかったようにも思う。

「どうなってるんだろうな……」

「そんなの簡単よぅ。峰みね打うちだったんでしょ」

「…………！」

「えっ？」

　い、今の独特な間延びした口調は……！

　俺は慌てて振り向き、かなみもきょとんとした声を出した。

　いつの間にか部屋のドアが開いていて、俺たちのベッドのすぐそばに一人の女性が立っていた。

　肩のところで切りそろえた明るい茶髪。小柄な身体と、申し訳ない程度にふくらんだ胸。

　真っ赤なジャケットに、ジーンズというラフな格好に身を包んだ、その人は……。

「なに、誰だれなの、あなた？」

　かなみが警戒しつつ言った。身体の周りでバチバチと小さな火花も散っている。

　この状況じゃ、かなみが怪しむのは当然だけど……。

「ごめん、かなみ。いいんだ。この人は……たぶん敵じゃない」

「え？　祐ゆう貴き君の知り合いなの？」

「知り合いというか……」

　俺おれは困って、赤ジャケットの人に視線を向ける。面倒くさいのでそっちで自己紹介してもらいたいもんだ。

「はは、しょうがないわねぇ、ユウは。いつまで経たっても私に頼ってくるんだから」

　赤ジャケットの人は笑いながら、わざとらしく肩をすくめた。

「はじめまして、鳴なる神かみかなみちゃん。私は神しん堂どう里り菜な」

「神堂……？」

「そう、そこにいる神堂祐貴の母親よぅ」

「ええぇ――――――っ！　って、痛たたた……」

　かなみは絶叫を上げてから、苦しそうに胸の下を押さえる。ケガしてるのに、大声なんて出すから……。

「……は、母親って。本当なの？」

　涙目のかなみからの質問に、俺は黙って頷うなずく。

　こういう反応は慣れっこなので、こちらは別に驚かない。

「えっと、あの……祐貴君のお母様ってことは……その、お歳としとか訊きいても……」

「三十八歳よぅ」

　母は、間を置かずに答えた。

　かなみは、今度は声を出さずに目と口を丸くして驚いている。

　それも無理ないことだろう。

　うちの母は、高校二年生の子供がいる歳にはとても見えない。

　だいたいは姉に間違われるか、下へ手たをすると妹と言っても通じてしまいそうなくらいなのだ。

　朱あか音ねが俺を見て驚いていた理由がそれだ。逆に言えば、俺を見て驚く人は母を知っているとも言える。

「ま、私の歳のことは気にしないで。女には謎なぞがつきものなのよぅ」

「謎ねぇ……」

　この人は、息子の俺から見ても謎が多すぎる。

　見た目の若さはもちろんのこと、俺にサバイバル訓練を施したときの見事な手際といい、一年ちょっと前に姿を消したことといい……。

「まあ俺も、今さら母さんの謎を追及はしないけど。でも、せめてどうしてここにいるのかくらいは、教えてもらえないかな？」

「それも簡単よぅ。あんたら二人を助けたのが、私だから」

「母さんが……？」

　首を傾かしげる俺に、母はさらさらと説明してくれた。

　俺がかなみを抱えて、近くの島まで自力で泳ぎ着いたこと。

　おそらく、航行中の船には追いつけなかったため、視界に入った島に向かったのだろうということ。

　その島の浜辺まで上がったところで力尽きたらしく、二人そろって倒れていたこと。

　そこにやってきた母が俺おれたち二人を保護して、ここへ連れてきたということ。

　俺たちが海に落ちてから、ほぼ丸一日以上経たっていること――

　話としては、シンプルというかわかりやすいのだが……。

「いやいや、待てよ。なんで母さんは俺たちがその島にいるってわかったんだ？」

「ここのところ、ユウとヒメ神ガミたちを見張ってたからよ。実は別荘の周りをうろついてたんだけど、消したはずの痕こん跡せきが軍曹に見つかったときは焦っちゃったわねぇ」

「あれ、母さんだったのか！」

　軍曹が気にしてた何者かの痕跡は、ヒメビトがうろちょろしてたものかと思ってた。

　まさか、そんなに近くにこのおかしな母がいたとは……。

「帰りの船も追っかけてたんだけどねぇ。私が使ってたクルーザーは足が遅かったから、ゆっくり追いかけるかーなんて思ってたら、あんたらの船でトラブルが起きたっていうからびっくりよぅ」

「待ってください。その、お母様――は」

「かしこまった呼び方はやめてよぅ。“〝ババァ”〟でいいから」

「そ、そんなわけにはいきませんよ！」

　かなみが慌てて首を振り、また痛そうに顔をしかめる。

　うちの母、自分の歳としのことなんて微み塵じんも気にしないタイプだからな……。かなみじゃなくても、人の母親をババァなんて呼べないっつーの。

「別にいいのにねぇ。それで、なに？」

「ああ、そうでした。質問があります。もしかしてお母様は、あたしたちの船に協力者がいたんですか？」

　かなみが冷静さを取り戻しながら言った。

「当たりぃ。さすが、桃もも女じよの生徒会長、頭が回るわねぇ。私もそれくらいの仕込みはしてあるわよぅ」

　メイドかＧガールズか、あるいは両方か。母のスパイが潜り込んでいたようだ。

　つーか、千ち華か姉ねえが従えてるヒメビトたちもいたんだし、俺たちの周りって裏切り者だらけじゃないか。

　貴き理りはどこまで真相を掴つかんでいたんだろう。あの腹黒妹のことだから、スパイの存在を知っていて泳がせていた可能性も否定できない。

「で、あんたらが船から落っこちたって連絡が入ったから、捜しに行ったってわけよ」

「だとしても、よく見つけたもんだなぁ……」

　俺たちが落ちた辺りは島もたくさんあったし、そもそもまだ海を漂ただよってた可能性もあったのに。

　相変わらず、人間離れしたスキルを持った人だよ……。

「……それじゃ、俺おれからも質問。ここはどこなんだ？」

「細かい場所は後で教えてあげるよぅ。まあ、ユウは想像ついてるだろうけど、私のセーフハウスの一つだよ」

「なるほどな……」

　母は日本はもちろん、外国にもいくつかアジトを持っているようだった。

　俺もサバイバル訓練を受けたときに、何度か利用したことがある。

「知り合いの医者に来てもらって、ちょい前に帰ったところ。腕は悪くないから、診断は信用できるよぅ。かなみちゃんもユウも大丈夫だって。かなみちゃんの胸の打撲も安静にしていれば問題ないみたいよぅ」

「そうですか……ありがとうございました」

　かなみが頭を下げ、ほっとため息をつく。

　なにはともあれ、かなみが無事ならひとまずそれでいい。

「ところで、かなみちゃんの服を直すときに、頑張ったユウへのサービスで、前をはだけておいたけど、楽しんでもらえた？」

「あんたの仕業か！」

　なんてことをしてくれてるんだ！

　かなみが真っ赤な顔して、俺を睨にらんでるじゃないか……。

　朱あか音ねに間違った知識を吹き込んだり、どうでもいい余計なことをするクセはなんとかしてもらえんかな。

「それにしても、二人とも船から海に落っこちた割には全然ダメージなかったねぇ。医者も、二人ともすぐに動けるようになるって言ってたわよぅ」

「ま、まあ水もそこまで冷たくなかったし、すぐに浮上できたしな」

　俺はなんとなく焦りながら答えた。

　海中でのアレはキスじゃなくて、人工呼吸のつもりだったけど……今はかなみには話さないことにしよう。必要なことだったし、また彼女を動揺させて傷に響いてもよくない。

「そうよね、あたし……祐ゆう貴き君に助けてもらったのよね」

「ん？」

　かなみが、くいっと俺の病院着の袖そでを引いて、恥ずかしそうにしながら口をぱくぱくさせ――

「あ、ありがとう」

　小さな、それでもはっきりとした声でそう言ってくれた。

　いつものツンツンしたかなみも可愛かわいいけど、たまに素直になったかなみは、もっともっと可愛い。

　この言葉が聞けただけで、海に飛び込んだ甲か斐いがあったと思える。

　やっぱり、俺は充分すぎるくらい幸せ者だな……。

「はい、いい雰囲気になるのはもうちょい後よぅ」

「…………」

　母さんが、ぱんぱんと手を叩たたきながら、俺おれのベッドにどかっと座った。

　かなみはまた顔を真っ赤にして、うつむいてしまう。

　ちぇ、本当にいい雰囲気だったのになー。

「あんたらも、まだまだ気になることはあるでしょぅ？　まだ起きたばかりで頭回らないかもしれないけど」

「それは、いくらでもあるよ。ハルカさんがなんで最後の最後で峰みね打うちにしたのかとか、シズカが俺を捕まえておきながら、いきなり解放したのはなんでかとか……」

「私も、その辺の細かい経緯までは聞いてないのよねぇ。ブルーウィンド号は日本に向かったみたいだけど、ここ数時間は連絡が入ってきてないのよぅ」

「うーん……」

　事実を知るには、もう一度千ち華か姉ねえたちと会うしかないということか。

　他ほかのヒメ神ガミたちや、貴き理りは今いま頃ごろいったいどうしているのだろう。Ｇガールズやメイドたちのことも心配だ。

　だけど、船が日本に向かっているというのは、悪い知らせじゃない。

　きっとみんな、無事だよな……。

「あたしもよくわからないけど……」

　かなみがぽつりと言った。

「ハルカさんが峰打ちにしたのは、わかるような気がするわ。だって、ハルカさんは……やっぱりハルカさんだったってことでしょう」

「……そうだな」

　まったく、そのとおりだ。

　俺も、早くそう思ってやるべきだった。

　やはりどこかでハルカの恐ろしい表情が頭に残っているのかもしれないが、彼女が本当は優しい女の子だって知っていたはずなのに。

「わかることも、わからないこともたくさんありそうねぇ。だけど、もろもろを検討する前に一つ決めておきましょうか」

「決めるって、なにを？」

　俺は母さんに向かって、聞き返す。

「当然、これからどうするか、よぅ。神しん堂どう千華を敵と認識して立ち向かうのか、逃げるのか、それとも？」

「…………」

「祐ゆう貴き君……」

　かなみが不安げな顔をこちらに向けてくる。

　いつも強気な彼女に、こんな顔をさせちゃいけない。

　だから、きっぱりと答えなくては。

「千ち華か姉ねえを敵だなんて思わないよ。ハルカさんのことも」

　シズカが俺おれをいきなり解放したのは、千華姉の命令だったようにも思える。

　あそこでシズカが“〝危険人物”〟の俺を解放する理由としては、“〝千華姉の命令”〟が一番しっくりくる気がする。

　千華姉がそんな命令を出したとして、理由はさっぱりだが、あの人が突然『失墜の星ダウン・フオール』を使ってケンカをふっかけてきた動機も実はよく理解できていない。

　気まぐれもあるだろうが、千華姉がそれだけであんな騒ぎを起こすとも考えにくい。

　だが、ここで推測を重ねながら考えても、無意味なのかもしれない……。

「とにかくさ。俺がやることは今までと変わらないよ」

「ほほぅ。というと、どういうことなのよぅ？」

　母が面白そうに言って、先を促してきた。

　俺は、まだ不安そうな顔をしているかなみに笑顔を向ける。

「ヒメ神ガミを攻略して、誓約エンゲイジして、愛情を注ぐんだよ。千華姉にもハルカさんにもさ」

　神しん堂どう祐ゆう貴きにできることは、それしかない。

　やるべきことも、他ほかにない。

　それが、俺が既に選んだ道なんだから。

「ふぅむ、なるほどねぇ」

　母はそう言って、にやりと笑っただけだった。

　止めるつもりはないらしいのが、ありがたい。

「祐貴君は、本当に…………バカね」

　いつもより弱々しいが、慧けいを助けに行ったときに聞いたのよりもさらに優しい「バカ」だった。

　うーん、彼女の決め台詞ぜりふがこんなにも心地よく響くものだったとは。

　なんにしても、かなみも反対はしないらしい。

　これなら、俺も迷わずに済む。

　だから、かなみの顔を見て俺ははっきりと告げる。

　ここから向かうべき先のことを。

「桃もも女じよに戻ろう。きっと、そこでまたみんなに会える――」
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　どうも、こんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　やはり、このことには触れておきたいと思いますので、まず最初に。

　東日本大震災で被害に遭われた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

　あの災害が起きたのは、４巻の作業中のことでした。こちらには被害はなく、執筆にも大きな影響はありませんでした。僕に大したことはできませんが、せめていつもどおりに仕事をして、少しでも皆様に楽しんでいただける作品を書いていければと思います。



　ここからは、いつもどおりのあとがきに。

　３巻で一気にキャラが増えたためか、ますます騒がしくなってきました。でもやっぱり、ハーレムなんだからヒロインたちが主人公の周りに集まってなきゃダメですよね。

　そういえば、３巻のあとがきで祐ゆう貴きのバトルはあるかなぁとか書いたような気もしますが、ご覧のとおりになりました。相変わらずままならないです。ヒロインたちだけじゃなくて、主人公まで自由に動き出しているというのが、いいのか困るのか（笑）。



　それにしても、あとがきにも未いまだに慣れませんね。というか、語るのが苦手です。

　ゲームのお仕事ではたま～にインタビューなどを受けますが、びっくりするほどしゃべってません。普段は、空気読まずに言いたいこと言うんですけど。それもダメだろ。

　もうちょっと、ちゃんとした大人になりたいです、ええ。



　実は、この巻をもって担当編集さんが交代されることになりました。

　現担当の笹ささ尾おさん、今までどうもありがとうございました。お仕事のお誘いをいただき、執筆時の全面的なサポートがあったからこそ、なんとかここまで書くことができました。今後のご活躍をお祈りしております。

　そして新担当さん、今後ともよろしくお願いします。



　最後になりますが、いつもどおりにお礼のほうを。

　イラストの鶴つる崎さき貴たか大ひろ様、担当編集のお二人、そして読者の皆様。本当にありがとうございました。

　それでは、よろしかったら５巻でお会いしましょう。



二〇一一年四月　鏡遊
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